




繋響曝１
歩

疵 畷 囮 ∴ １∵ 鶏 ’脚 〃

瞬 護 多 亭

ち

ル ジ「
’搾 膨

．、ぎ

魑 臨 ∬．
餌隔 「

一禦 難
望審 、

建 、． 総 ．Ｆ

二１辞 甥

議
髪

購 ㍉

蔭蕪 鰺 髪慕

塞

議

驚

轟．

考 ・

」 警

ゴ鴛

窃響輌
濯 ∴

ｒ一 グ ㍗ ’．、

＞３／

静１ 剛 ／ 鑑 ・　擁

㌧憂包 櫻 羅欝
、

』’
ゐ 錘 停

顯霧

餐
、 譲

艶灘

畿■彰

人生には目的がある

も

８月号

く じ

１９２４年の迫害

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル ・

質疑応答
卜一 マ ス ・Ｊ

・３３８

・グ リ フ ィ ス … ３４３

信仰を擁護して
３４５

歌声は希望の光となって

セ オ ドア ●Ｍ ’バ ー １・ン … ３４８

日々の恵み

祖父の勇気

コ ー リ ン ・ヘ ン リ ッ ク セ ン … ３５１

ヘ レナ ・ハ ンノネ ン … ３５３

主の戒めは祝福をもたらす

あんそ く日

ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア ●・

小 さなお友だちへ

こうふ くの木

お もちゃばこ

ユ＝バ ・グ レ ゴ リ ー ・デ ・ピ ミ ェ ンテ

ア ス ム ン ト ・ヘ ル ネ ス … ３５４

３５５

ス タ ー リ ン グ ・Ｗ ・シ ル ・・ ３５７

０ ・レ ス リ ・ス トー ン … ３５８

・・３６０

狼の遠吠え

３６３

モルモン経は神のみ言葉
ウ ェ ンデ ル ・Ｊ ・ア シ ュ トン … ３６５

モルモニズムの真髄

エ ズ ラ ・Ｔ ・ベ ン ソ ン … ３６６

アメ リカにおけるキ リス ト

ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア ・… ・３６９

「わた しを主 よ
、主 よ、と呼 びなが ら

なぜわたしの言 うことを行 わないのか」

復活祭に寄せて

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー 一 ３７２

… ・ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ール … ’３７５

ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー 一 ３７９

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

大管長会

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

Ｎ ・エ ル ド ン ・タ ナ ー

マ リ オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

十二使徒評議員会

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・Ｅ ・ ピー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト ・Ｌ ・ス テ イ プ レ ー

リ グ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

諮 問 委 員 会

Ｊ・トーマ ス ・ファイア ンズ

（内務伝達部長 ）

ジョン ・Ｅ ・カー

（配送翻訳部長 ）

ドイル ・Ｌ ・グリー ン

（教会誌編集主幹 ）

ダニエル ・Ｈ ・ラ ドロウ

（教 会教 課企画調整主任 ）

国際機 関誌編集主 幹

ラ リー ・ピラー

日本語 コーディネー ター

八木沼 修 ・一

ゴ ー ド ン ・ Ｂ ・ ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・ Ｓ ・ モ ン ソ ン

ボ イ ド ・Ｋ ・ パ ッ カ’一

マ ー ビ ン ・ Ｊ ・ ア シ ュ ト ン

ブ ル ー ス ・ Ｒ ・ マ ッ コ ン キ ー

Ｌ ・ ト ム ・ペ リ ー

３８２

聖 徒 の 道 ８ 月 号

発行所 末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会

東京都港区南麻布 ５－ ８－１０

配 送 東京デ ィス トリビューシ ョン ・

センター

東京都港区南麻布 ５－１０－２５

定 価 年間予約１，７００円 １部 １５０円

海外予約２，２００円

ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｐｒｉｎｔｅｄ ｉｎ Ｊａｐａｎ

３３７



．騨 Ｆ尺’い ・

大管長会 メッセージ

’

ヤ ．

鼻

瀞 ’．談
・∴

数
職
学 轍 「詩

湧 蕪１；！
ボ 声

ノ 奏

熱・蜘 鍵

灘縫 罫

副 鯉欝 潤

麟 。、，セう

ぐ ３べ 、，
熱 １

揮

”礪 穿

泊婚

コ
マ ニソ

メ 。・「濁
髭

観 灘 ’騰
理 窟 密

人生 には

大 管長 ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル

、

醜 ！ ご、
、蟻

， 《「 護 ㌧ ＿ を

融臨

一◇ ◇

「自分が価値ある存在である

ことを見出すのは容易である。

なぜならそうした要素 は私たち

の中 に数多 くあるのだか ら。」

◇ ◇

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が地上における神の王国

であることを知っている者、その信仰 を持っている者は、

家庭でも、ビーハイブの クラスでも、執事定貝会や、ヤ ング

アダル トあるいはスペシャル インタレス トの評議会であっ

ても、 どこででも自分のつ とめをさらに立派に果たしたい

と思 うものである。 しか し、神 と人のことをないが しろに

しては、せっか くの訓練 も技術 もたいして役 には立たない。

ト奉仕卸 しかたを知るのは、実際に奉仕す ることによって
である。私たちは隣人への奉仕に携わるとき、その行ない

によ・て人 を助けるばか りでな く・自分の問題を新たな視 １

点から見つめ ることになる。人のために励む とき、自分の １

ことを考える時間は少な くなる。奉仕の奇跡のまさしく中 １

枢に・自分を無にす・・とで自分を発見す・・いう輿 人

の約束が存在するのである。

私たちは人生の指針をみつけるという意味で自分 を発見

するだけでな く、適切な方法で隣人によく奉仕すればする

ほど、心に充実感を覚える。 そして人に奉仕するときに、

さらに意義ある存在者 となるのである。私 たちは人に奉仕

するときにいっそうたくましくなる。事実、自分が価値あ

る存在であることを見出すのは容易である。なぜならそう

した要素は私たちの中に数 多．くあるのだかち。

ジョージ ・マク ドチル ドは、 「人と親しく心 を交えるよ

うになるのは、愛されることではな く、愛す ることによる」
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目的がある
と言った。だれしもが愛 されなければならないのは当然だ

が、しかし、健全な人生 としっか りした目的意識 を持ちた

いと思ったら、いつ も受けるだけではな く、与えていなけ

ればな らない。

ときに、環境を変えるのではなく、１環境に対す る自分の

態度を変えることが解決になるこ ご る。 また難局が奉

仕の機会 となることもしばしばである。 「自己憐欄には地～
獄 も凍 りつ く」 と言 われ てい る。　
ある教会幹部はこう述べている。

／ 「注意を怠ると挫折の凍傷に冒されることがある。期待 『／

／ 燵 せられないという寒さのた些 ・そ暢 で蹴 ること
｝

ｋ

離製畿魏畿 審巖告

轟叢職： 轡鑓灘幾

いに奉仕 しあうことが大切 なのである。教会員は、主の弟

子の飛び地 とも言 うべ き信者の社会の中で、お互 いの力と

支えと指導 を必要 としている。教義 と聖約には、 「弱 きを

扶け、垂れたる腕を挙げ、かよわきひざを強．く」 （教義 と

聖約８１：５）することがいかに大切であるかが記 され てい

る。奉仕の行為が、ささやかな励ましやごく日常的な仕事

の地味な助けであることは多い。だ差、 日常的な行為や、

小 さな しか し思 いのこもった行 ないから、何 と素晴らしい

結果が生まれることか。

〆世の道 と神の道の対照粛 ます きわだつ状況に っ 、

灘 ち淫繋 慰 １ま施滋 認 享奪二で議 、！
気
、静止が命取 りにならないようにしなければな らない。」

私たちは、奉仕 しようとする相手の人に、神が彼 を愛し

ておられ、彼のことを心にかけ、その必要 を心に留めてお

られることを悟 らせ る必要がある。アロン神権の年齢の若

いジョセブ ・ス ミスに、全人類に対する教えを託そうと現

われたもうた父なる神 と御子イエス ・キ リス トは、この地 百

球上のだれかにただ当て推量で姿 を現わされたのではなか ｝

福 膿 鷺 彙潔馨灘鋤凝訓
僕ジョセブ ・ス ミス （二代目）を呼び天より語 りて彼に誠

命を下せつ」 （教義 と聖約 １：１７）と言っておられるの

神は何事 をも、その場その場の思いつきではな く、常に

愛の深い父として、目的をもって行なわれる。その目的は

私たちの知 るところであ り、私たちもまた人生に目的 を持
・っている

。

人の不幸 を防こうとして戒めを与えられた、そのように

愛の深い天父は、子供たち一人一人の必要 を、決して忘れ

られないであろう。ウィリアム ・ロゥぽ次の ように述べた。

「あなたがたの頭 の毛 までも１みな数 えられている （ル

カ１２：７）と言われている。 それは、何事 もそれこそ想像

の及ぶ限 りの小 さなことまで、私たちの身に起こることは

すべて偶然ではない、ということではなかろうか。私 たち

に考 えられる限 りの小さなことまで神のみ手の下にあると

言われているとすれば、誕生の様子や親がだれであるか、

また誕生の時、あるいはそのときの環境、事情 といった人

生の大きな物事 もみな永遠の目的や支配や神の摂理によっ

ていることが、もっ と容易にわかるのではなかろうか。」

神は私たちを認め、私たちを見守っておられる。しか し、

神が私 たちの泌要に応えられ るのは、普通の場合、別の人

を通 してである。それだか らこそ、私たちが神の王国で互

２５年ほど前に、スティーブン ・Ｌ ・リチャーズ副管長は

私たちを奮起させ る言葉を語 った。

１「平凡でありきた りな事瀬 私は、‘天笙撮 ‘

劇的で取 り組みがいのある大切 なことは、この 『戒めを １

守る』とい うことだ と、長い間考 えて きた。これによって、

！躍 瓢 鑛 塾ｉｏ遡 難 知識甑．．。
霊性には大きな安全が伴 う。そして、その霊性は、奉仕
ほが　 　 コ　　リリ　 　 　ハガ　ヤ　 ド　 サへ 　 リワぞサへ

な凶、．Ｌて磁 呈ム菰な箆も．ａであム 。

しかしながら、戒めを守っている人に奉仕す るための励

み として必要 なことは、新たに霊感や啓示を受けることで

はなく、むしろすでに笈 之て堕る事柄 を、轡 ．１三よって呼

建覚ま裂 いう簡単なことである場合が多い。 「記憶は

霊魂め．胃袋」 と言われているが、私たちはその胃袋で真理
ゆ 　り

授 け入れ・消化し謙 養とするのである・躍 警 概

．の 百 雪 ・血 １’ す る 。 従 っ て 私 た瀬 は 、 す で～
つ正 しいと知っていることは行なわなけれはならな

簡単なこと、わか りやすいこと、具体的なことを ち

末 日聖徒がふさわしく生活をして聖霊の感化を受け に

聖霊 を伴侶 として導 きを得なければならない理由は、ひと

つにはそのためである。 術の体得は確かに役立つが、聖

霊の導 きは、それよりもはるかに大切で 。

麟 煮堕 が良膿 とな ためには、．且遡 ぽ、導 き

教え 証 れた人々の 、つ 、 蜘 ：乙思い出す．こ．とヱン

瀬

＼ あ至 。自分の人生に最 も感化を与えた人を２，３名選ぶ と

しよう。大事なとき、＝苦しい ときに具体的にその人たちの

どんな援助があ りがたかったであろうか。 しば し考えてみ

れば、その人ほ真心か らあなたのことを心配し、あなたの

３３９
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ために時間を取 り、あなたにとって必要なことを教 えて く

れたことがわか るに違 いない。今 、自分の召 しにあってそ

れ と同じ根本的な特質 を表わしているか どうか、自分 を振

り返ってみていただきたい。技術が優れていて特別に大き

な影響を受けたからその人のことがいつ まで も忘れられな

い、とい うことは少ないであろう。 自分 を愛し、理解 して

く．れた、あるいは時間をとって自分 を助けて くれた、また

、は自ら模範 となって道を示一してくれた一ど匝 ｉムが、たいが
　 　　　 　　 　 　　　　 　 　　　 　　 へ 　 　　　り

い心に思 い出されるのである。それだか らこそ、昔私たち

が頼 りに した人たちと同じことを、今私たちを頼 ゆとして

いる人々のために行なうことの大切 さは、い くら強調して

も是りないほ どである。

もしも私たちが奉仕の単純な原則と単純な行 ないに目を

向けるならば、組織に固執する意識が薄れてゆ くであろう。

過去に、教会の組織の系列が壁 となって、思 うように個人

的な援助のできないことがままあった。組織や個人の名 目

をさして気にかけなくなれば、自分が責任 を持つ人への奉

仕に関心がもっとい くようになることに も、気づ くであろ

う。さらに、組織そのものへの関心が今よ り薄れ、天父の

息子、娘である私たちの本来の真実な姿が浮きぼ りにされ

て、人々にも天父の子供だ という同じ意識 を抱かせ ようと

している自分 を発見す ることであろう。

それに関連 して、私 たちは偉大な模範者イエス ・キ リス

トを忘 れてはならない。イエスはニーファイ人の弟子たち

に次のように教えちれた。

「されば、汝らの光が輝きて世 の中を照 らすために、汝

らの光を高 くかかげよ。 汝らが高 くかか ぐる光 とは、すな

わちわれな り。 とりもなおさず汝らが見るわが行 いなり。」

（ＩＩＩニーファイ１８：２４）

イエスは続いて、ニーファイ人の群衆を近 くに呼んで御

自身の復活体 を見せた りさわらせた りしたことについても

話をされた。神聖さはそれこそ格段に違 うが、熱心な指導

者も、イエスがなさったように直接効果的な方法 として、

自分で奉仕 しようとす る人々に、イエス ・キ リス トの福音

の真実性 と力 とを 「見せた り、触れさ．せた り」できるので

ある。

イエスが私 たちの掲げようとしている光であることを考

えてみるがよい。イエスを思い起こさせるものが どれほど

私たちの前に示されていることか。末 日聖徒 イエス ・キ リ

ス ト教会 とい う名称、聖餐の祝福、バプテスマの祈 り、「イ

エス ・キ リス トのみ名によって」 とい う祈 り方。イエスの

み名は非常に神聖なので、み名を使ったり引き合いに出し

た りするときには慎重でなければならないが、 しか し私 た

ちは長兄 を偉大な模範 として仰 ぐべ きである。なぜならば、

この教会はイエスの教会であり、そのみ名をいただき、そ

の福音を基としているからである。

こうして、私たちは 自己本位 の世の中か ら集 まり来て、

奉仕 について語っている。傍観者は、大問題の山積する世

３４０

の中で、私たちがその ように単純なことにかかわりあって

いるのをなぜかと思 うかもしれない。だがイ虹 ス ・キ リス

トの福音のひとつの利点は、自分をはじめこの地上に住む

人間に蘭 して正 しい見方 を教えて くれることにある。 それ

によって私たちは本当に大事なことを知 り、あれこれ と人

の気をひく、さほど重要でないた くさんの物事に心 を捕われ

な くてすむようになるのである。

私たちは、末の 日の社会がノアの時代にあったようなし

るしを幾つか呈すると聞いている。 ノアの時代がどのよう

であ ったか を伝 える言葉はごくわずかしかないが、民は明

らかに神の戒めに不従順で、世 は乱れ、社会に暴虐が渦巻

いていた。 （創世 ６ ：１１） 暴力と腐敗は通常利己心か ら

生 じる。このような時代にあって、隣人への奉仕に心 を向
　 　　　 ア　り 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヤ 　　 　　 　 　 　 　 や ヤ

けることは、何２議 ．さわしいことであろう．。

今 日戒め を守る人々は、ちようどノアが洪水の来る前に

箱舟を造 るという、一見奇妙な行為によって世間か らつ ま

は じきされたように、世の中か ら分けへだてされるであろ

う。私たちが単純で日常的、世間的な奉仕 を行 なおうと努

めるとき、そ してこの時代に神の戒めを守ろう とするとき、

必ずや私たちは、ノアとその家族が大洪水の前に受けた、

同 じあざけ りに出会うであろう。

磯
ノアの隣人たちは、ノアの仕事が急を要す ることをただ

解できなかっただけである。私 たちも他の多くの人々に、

族や純潔や伝道 という単純な事柄に抱いている私たちの

迫感 を理解するよう要求すべ きではない。

教会には、結婚 を一寸延ばしにする青年が大勢いる。 た

だぐず ぐずしているだけの人も多い。責任のないひとり暮

らしの方が気楽だと考える人もある。 また思い通 りの結婚

をしたい と祈るだけで、別にそのための努力をしようとし

ない入もいる、そして、特に結婚するつ もりのない 「世 間

の人」の簡には、結婚 しなければどんなことも楽 しめ るし、

独身生活の方がずっと気楽で責任も少ないと主張する人が、

ます ます多くなっている。

ここで兄弟たち全員に申し上げたい。結婚は神のみまえ

に誉れあるものである。私たちは、楽 しんだり、物欲や名

誉欲 を満 たした り、自己本位の生活をしで１青欲 を満 たした

りす ることを第一主義 として地上に置かれたのではない。

主なる造 り主はこう言われる。
「日の光栄には三種の天界、すなわち三種の階級あ り。

而 してその最 も高きものを得んために、．人はこの神権の位

（すなわち新 しく且つ永遠の結婚誓約 を言 う）に入らざる

べか らず。人もし然せずんばそれ を得 ることを得ず。人は

他の天界に入るを得べ し。 され ど、そはすなわちその人の

光栄の国の行 き止 りにして、また殖ゆること能わず。」 （教

義 と聖糸勺１３１：１－４）
「……汝らもしこの誓約を守 らざるときは行 き止 りとな

るべ し。何人もすべてこの誓約を拒絶するを得て、而 もわ

が光栄に入るを許さるる者あらざればな り。」 （教義と聖約



１３２：４）

言い訳や合理化 をどれだけしようと、これらの真理が無

効になるとは思われない。

結婚には子供が付 き物である。主はそのことも明確に し

ておられる。

妻は 「その子孫の殖えて地 を充さんため、・……人々の霊

を生 まんがため……か くして御栄は父に在る」ために、夫

に与えられている。 （教義 と聖約１３２：６３）

このとお り、独身男性はだれひとり正当化をして言いの

がれす ることはできない。

一方、ふさわしく魅力的で教養があり、身 じまりもきち

ん として実に素晴らしい若い女性が大勢いる。彼女たちに

申し上げるのだが、私たちはあなたに望み通 りの一夫 をお世

話はできない。これまで機会に恵 まれなかった人は、自ら

を注意深 く反省 してみる必要がある。 自分の習慣、話し方、「

外見、体重、また風変 りな点があったらそれ も。一つ一つ

を取り上げて分析 してみなさい。何か努力をして、もっと

受け入れられ るようになれないだろうか。あなたがその判

断 をしなければならない。

あなたはおしゃべ りの度が過 ぎてはいないだろうか。引

っ込み思案ではないだろうか。 口数が少なす ぎないだろう

か。 もしそうであったなら、考え方や話し方 を修練 しなさ

い 。

住んでいる場所が悪 くはないだろうか。新 しい世 界が開

ける所に引越しはできないだろうか。

服装があまりに古 くさかったり、派手であった り、極端

すぎた りしてはいないだろうか。 うるさす ぎはしないだろ

うか。話 し方や声の調子や話すことが突飛ではないだろう

か。けたたましい笑い方ではないだろうか。感情を露骨に

表わ しす ぎないだろうか。何でも度を越 してはいないだろ

うか。わがままではないだろうか。万事に尊大ではないだ

ろうか。あなたは子供 を持ちたいと思っているだろうか。

夫のために毎 日喜んで食事作 りをする気持があるだろうか。

これまでの友だちも大切 にして、夫と同じような気づかい

が払えるだろうか。

ウィリアム ・ジェームズは 「私の世代にあって最大の変

革は、人間が内的姿勢を変えることで生活の外的様相 を変

えることができるという発見であった」 と述べている。

毎 日すらっとした自分の彫像の前に立つ ことで、背がぴ

んと伸びたせむしの王子の話もある。

変化は、望 ましくない習慣が良い習慣に代わることで起

きる。あ、なたは良い思いと良い行 ないによって、自分の性

格 と未来を形成するのである。自己憐欄は最：も有害である。

あなたは自分を哀れんではいないだろうか。

あなたは何 をしなければな らないだろうか。

身 じまいをきちんとし、服装を整えて外側 を魅力的にし、

心 もはつらつをしていて魅力があるだろうか。読書によっ

て心 を豊 かに してい るだ ろ うか。 もしそ うでな いならば、

自分を変えなさい。

愛する兄弟姉妹たち、教会はこのようなことを大切 にし

ている。 しかし、たとえ私たちに魔法の杖があ り、それを

ひ と振 りしてあなた方の問題を好 きなように変 えることが

で きたとしても、それはあなた方のためにはならない。 自

分で努力してこそ成長があるのである。

あるひとりの姉妹のことが思い出され る。彼女は長老見

．込みの兄弟 と結婚 して生活を営んでいた。 ところがやがて、

幾人かの友だちがいつ も夫婦で一緒に教会に出かけた り、

聖歌隊で歌ったり、神殿に行 ったりして、幸せな充実した

生活を送っている様子が気にな り始めた。そこで彼女は、「ど

うしてみんなの御主人のように して下 さらないの」 とか、
「どうして教会に もっと活発にならないの」 と、夫をなじ

るようになった。

たまたま彼ら夫婦の所属するワー ド部はうるさい くらい

にフェローシップに力を入れていた。そのため、やがてそ

の不活発な夫はその意気に感 じて、家族 と教会活動に大 き

な喜びを見出すようになった。 ところが、それまであんな

に ぐちをこぼしていた妻が、今度は夫が熱心になったこと

を不満に思い、 「どうして教会の仕事に時間と力を全部 さ

かなければな らないの」 とか、 「ほかの人のように、私に

楽 しい思いをさせて くれ ないの」 と文句を言い出 した。夫

はついに妻の ぐちに足を引っ張られて、また不 活発な状態

に逆戻 りしたのである。

外見も心 も霊 も、そして情熱的に も常に魅力ある者とな

り、ぜひ適齢の人たちと会える場所に出かけるように して

いただきたい。

あなたの居場所 は適当だろうか。かたよってはいないだ

ろうか。ある若い女性が２０代のなかばを過 ぎて も機会に恵

まれなかった。私 は彼女に、年かさの女性ばか りの家か ら

独立し、速記の仕事をやめて、大学で同年齢の人たちと交

わるように勧めた。それからしばらく・して、ある日その大

学に出向 くと、彼女が髪に明るい色の リボンを結び、にこ

やかに楽 しそうな人柄 を見せて、そよ風のようにさっそう

と私の ところにや ってきた。そしてその数カ月後、私は神

殿結婚に招待 されたのであ る。 いつ もそのように都合良 く

事が運ぶわけではないだろうが、このようなこともあみの

である。

恵まれた理想の 日が明けるのを待っている間に、私たち

には他の人の人生を明るくするためにできる行ないがた く

さんある。そしてその行 ないは、やがては自分に返って く

るのである。

「神 は私たちを認め
、私たちを見守っておられる， しか し

普通の場合、神は人を通 して私たちの必要に応えられる。」

３４１





灘 灘灘ｉ
１６キ日の山道 を教会 に通 ったウエールズの人々

トー マ ス ・ Ｊ ・グ リ フ ィ ス

１９２４年、私たちはウェールズ、モンマスシャーのアバカ

ーン村に住んでいたが、村で末 日聖徒は私たちだけだった。

そのためアバカーン支部の会員は私たち一家だけであった

が、組織は完全だった。 日曜 日の朝は 日曜学校、夜は聖餐

会で、火曜日の夜はＭ ＩＡを行なっていた。私たちは一緒

に歌った り祈ったりして、家族の問には大 きな愛が満ちて

いた。 しかし私たちの活動に愛と一致があったことはサタ

ンの気にさわったらしく、それを邪魔 しにかかった。

私たちはまもな く、迫害がどんなものかということを知

るようになった。人々は私たち をあざけ り、頭に角がない

か と、帽子を取 られることが何度もあった。 しか し私たち

は どんなことでも我慢できた。そんなある日、村の若い女

性が福音を学び始めた。彼女の父親は村のある大 きな教会

の指導者で、娘が私 たちの教会の家庭集会に来ていること

を知るとひ どく怒 り、私たち家族と教会を中傷 しだした。

やがて別の人たちからも中傷の声が上がるようになり、グ

リフィス家はひどい迫害に包まれることになった。

地元の医者までが、３０人の娘たちがウェールズからかど

わか されて、壁 をめ ぐらしたソル トレー クの町に幽閉され

ていると新聞に書 きたてた。そのほかにもモルモン非難の

記事が出て、あるときには私たち家族を町から追い出そう

と言われたりした。

当時、私たちは村有の家に住んでいたが、ある日村議会

か ら、家で礼拝するのをやめなければ、強制立退 きを命 じ

、るという通告が来た。そこで父が教会の指導者に助言を求

めると、教会からは 「われらは、……法律 を守 り、敬い、

支 うべ きを信薫」 という信仰箇条１２条に従 うようにという

指示があった。

それで、信仰 を培って くれた素晴らしい集会は中止され

ることになった。わが家から一番近い支部は、ウェールズ

の山をいくつか越えて１６キロほ ど行ったバーテグという小

さな町にあった。 あの最後通告を受けた後のある晩、父は

家族全員を呼んで、日曜日に山道を歩いてバーテグへ行け

ば、集会に出席 して聖餐 を受けることができるのだが と、

話 をした。その賛否をみんなに問うと、まだ僅か８歳だっ

たアイパー まで全貝が賛成した。そうい うわけで私 たちの、

人生で もめったにない大冒険が始 まったのだった。

ランバ ック山を登 りっめ、パフォドライニス漢谷へ下 り、

それか らポンチプール山を越えてバーテグに入るのだが、

その道々、私たちは歌った り聖句を暗諦 したりした。一度

深い霧のために迷ったことがあった。 そのときは、父はみ

んなを集めて小さな輪を作って祈った。父は目的地へ導 き

たまえと神に願った。するといつ もならウェールズの山の

あたりを吹 く風がそこまで上ってきて霧を晴らし、山が見

えるよっになった。恐らくたまたまそっなったのだろっが、

私はそれが父の祈 りの答えだと信 じている。

雨降 りの日には肌着までびしょぬれになった。 そんなと

きはバーテグの聖徒たちが乾いた服を貸 して くれ、ぬれた

衣服は火のまわりで干して くれた。借 りた服が寸法の合わ

ないこともあり、お互いにおか しな格好 を笑い合ったりし

た ものだ。 しか し、そんな不便や苦労 も、その 日の集会の

雰囲気に浸るとすっか り忘れてしまった。私は父の大好き

な聖句を今で もよ く覚えている。 「ふたりまたは三入が、

わたしの名によって集まっている所には、わたしもその中

にいるのである。」（マ タイ１８：２０） 全 くその通 りだった。

主のみたまが非常に強 く働いて、私 たちの疲れた体は再新
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され、霊は高揚 した。

数週が数ヵ月となって、日曜 日ごとのバーテグへの旅は

続いた。そうしたある日、村議会に１９２４年 ４月１２日付で一

通の手紙が届 き、論議を呼んだ。それは神の僕の手に成る

霊感 あふれる書状だった。
「最近貴議会が村民のひとりを相手 どり、家庭での礼拝の

権利を剥奪 した と報 じるサウス ・ウェールズ ・アーグス紙

の切 り抜 きが、今私の机上にあります。その独断的行為の

理由は、彼がモルモンだからというだけだとのことです。

現在モルモンという言葉は、愛とはおよそ無縁の もので、

悪意ある人々に とっては罪の権化でもあるため、貴議会の

取ちれた措置は、その理 由か らして充分 うなずけるもので

あります。 とりわけそのように信ずる人々にとっては。 し

か しそれで充分な効果が上がったでしょうか。問題の紳士

が今 もって家で祈 りを捧 げていることは御存知で しょうか。

『中傷宣伝協会』とや らか ら、あの措置を講 じた当の入物 と

子女が 日夜彼 らの神・に感謝を捧げていることを知 らされて

はいないのでしょうか。

なぜ他のキリス ト教徒の村議会議員が所有する家ではそ

のような祈 りをしてはならないと、命じられないのですか。

他のキ リス ト教徒が讃美歌を歌い、家族や友人や善なる慈

悲の神のみ まえで話をす ることを禁 じる権利があなた方に

あるのなら、『モルモンである』という理由で、祈 りをやめ

よと命 じる権利 もありましょう。か くして彼は、最 もいつ

くしまれてきた昔なが らの特権のひとつを剥奪されるので

す。何でもす ぐまに受ける入々は、彼の生活がいかに正 し

くともそれにはおか まいな く、彼が何か不都合 を起こした

ために公益 を慮って家での礼拝を禁 じた と推測 します。 ２

千年の昔、ダニエルに同じような命令を下 したメデ ィア人

やペルシャ人に良い範があります。あなた方はなぜ子供に

祈 りを教えることを彼に禁 じて、’その見事な法令を完成さ

せないのですか。

さらにその措置を裏づけるために、ちょうどテベル川の

氾濫が初期のキリス ト教徒のせいだ とされたように、「２年

前３０人の乙女がマカンという町からいなくなった。だか ら、

英国の どの町か らどんな少女たちがいな くなって も、それ

はモルモンのせいだ」 とする証拠 をあげることはできます

か。 Ｐ

また情け容赦のない人々が彼 らをどんなに悪 く言おうと

も、新聞の読者は新聞ならモルモンに対するそれらの嫌疑

をすでに調査 しているだろうと考えます。 もしその調査 を

せず、調査 をしていないということが事実 を知 るすべての

人の目に明 らかであったなら、あなた方は中傷の荷担者 と

なります。個人もしくは一団体にそのように不 当な審判を

下すことは、識者の集まりには似つかわしくありません。

私の母が生まれ育った国の人々がそのように偏狭であろう

とは、どうしても思 えないのです。
一 デビッ ド・０ ・マッケイ ー
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村議会はこの書状 を棚上げにす ることを決めた。 しか し

時すでに遅 く、その内容は地方新聞に掲載されてしまった。
も

父は英国在郷軍人会婦人連盟の招待を受けてある会合で話

をした。それか ら何年も経つ とい うのに、その晩父が婦人

たちを前にして話 したときのことを思い出すと、いまだに

心が躍る。父は教会に改宗 した顛末 と、家族に加えられた

迫害の話 をした。そ して、少年 ジョセブ ・ス ミスと彼が見

た示現、彼が死をもって証 を結び固めたことを話 した。そ

れか ら、イエス ・キ リス トの神性 を熱心に証 した。

その場 に出席 した婦人たちの目には涙があふれ、父が話

を終えて も拍手 さえせずただ静まりかえって、自分の村で

起 きたその出来事 を恥 じているようだった。そのことを、

私はよく覚えている。

父が腰を下ろすと、議長が立ち上がって、グリフィス家

に家で礼拝する許可を与えるよう、婦人連盟で村議会にか

けあってはどうか という動議 を出した。動議は満場一致で

可決 された。それか ら１週間少 しして、村議会か ら父あて

に、議会で十分に検討 した結果、家での集会を再開してよ

いことになったという通知が届いた。

娘に教会の集会への出席 を禁 じていたあの父親は、いま

だに私たち家族とひ と悶着起こそうとしていたが、あると

き奇妙なことが起きた。私の父がある晩彼の家へ行 くと、

玄関の扉のところで彼に出 くわ した。父は彼の名を呼んで
「私たち家族に対する迫害をおやめにならないと神は、必ず

やあなたを辱められます」 と言った。 ところがそれから数

ヵ月の間に、彼の鼻を折 る出来事が実際に次々と起きたの

だった。長女が家出して村の大酒飲みと結婚 し、長 男は炭

坑で大けがをし、末の息子は不治の病に冒された。そ して

ついに、忘れることのできない晩がや ってきて、わが家の

玄関でノックの音が した。父が出てみると、そこにほ私 た

ちを迫害 し続けたあの父親が立っていた。彼はうなだれて、
』こみあげる思 いに声 を震わせ なが らひと言

、「グリフィスさ

．ん、赦 していただきにあが りました」 と言った。

彼の娘はやがてバプテスマを受けてユタに移住した。そ

して立派な男性に出会い、神殿で結婚し、幸せな家庭を築

いた。彼女はすでに故人 となったが、末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会にだけ見られる勇気 と信念の遺産 を子供たちに

残』している。

私たち家族は、イエスが 「義のために迫害 されてきた人

たちは、さいわいである、天国は彼 らの ものである」（マ タ

イ５：１０）と言われた言葉の意味を、今さらながら知った。

ウェールズのあの小 さな村は、私たちのささやかな天国だ

ったのである。

（トー マ ス ・ Ｊ ・グ リフ ィ ス は 、 ア メ リ カ ン フ ォ ー ク ・ユ ！

・タ ・ノ ー ス ス テ ー キ 部 の ア メ リ カ ン フ ォー ク 第 ８ ワ ー ド部

で 日 曜 学 校 の 教 師 を し て い る 。）



質問

出エジプト記２８章に出て

くる胸当てがどのようなも

のか、ユダヤの伝承や歴史

からわか りませんか。

答え

ヒ ク タ ー ・ Ｌ ・ラ ドロ

ブリガム ・ヤング大学

古代聖典学助教授

裁 きの胸当て とそれにつけられたウ
※

リム とトンミム （トミム）は非常に神

聖 なものであったため、ユダヤの伝承

では、裁 きと決断を下すときに身につ

けたと言われているだけで、どのよう

な外観 を呈していたのかはっき りして

いません。しか し、中世の偉大なユ ダ

ヤ人哲学者であった、ユダヤ教法典学

者のマ イモニデスの言葉 と、若干のユ

ダヤ教法典 とか ら、胸当の外観がい く

らか明らかになっています。

伝承によると、胸当には、イスラエ

ルの１２の部族の名がそれぞれひとつず

っ刻 まれた１２個の宝石がついていま し

た。そしてそれぞれの宝石は正方形で、

金の台が付いてお り、２８本の糸で巧み

に編んだ編細工の中にはめこまれてい

ました。 １本の金糸を６本の青糸と撚

り合わせて、 １本の太い糸 を作 ります。

そして、別の １本の金糸を ６本の紫糸

と撚 り合わせて １本の太い糸を作 りま

す。 また、緋糸 と亜麻の撚糸について

も同様 に、それぞれ １本の金糸と撚 っ

て太い糸を作 ります。それから、これ

ら４種類の糸を織って、幅が １指、長

さが ２指の織 り物を作 ります。 ここで

いう１指 とは、親指 と小指 とを張った

長さです。この織 り物はふたつに折 る

と、長さと幅が共に１指の正方形の袋

状にな ります。齢さらに金の宝石 台を４

列、その表面に取 り付け、またウリム

と トン ミムはその織 り物の袋の中に入

れました。

こうして作 られた胸当の四隅には金

の環が付いていました。上部の ２個の

環は、エポデ （衣 の上に着用 した長上

衣）の肩についている同じような金の環

に純金の鎖で取 り付けられました８ ま

た下部の ２個の環は、腰のあた りで、

青いリボンによってエポデの金の環に

つながれていました。

大祭司は務めに携わるときに、この

胸当とその他の神権の衣 を身につけま

した。そしてこの胸当は、・末 日聖徒が

よく知つているように、ウ リム とトン

ミム とひとつになうて、ある大切 な役

割 を果たしていたのでする王やサンヒ

ドリンの長、あるいはその他一般に認

められた者は何か特別な問題に出くわ

したら、大祭司の もとへ行 きました。

すると大祭司は胸当を付け、刻まれて

いるどの文字が最も輝きを放 っている

かを見 ます。そ してこれ らの文字から

答えを組み立てて解決 を与えたのでし

た。例えば、ダビデが主に、サウルの

追跡が続 くか どうか尋ねたとき、大祭

司のアビヤタルは３つの文字が輝いた

のを目にしました。ユダの名前のＹｏｄ、

ルベンの名前のＲｅｓｈ、ダンの名前の恥

ｌｅｔが輝きを放 ち、ＹＥＲＥＤすなわち「彼

は下って来る」と答えがあったのです。

ユダヤの伝承によると、ウリムとト

ンミムは最初の神殿が破壊 されて、ユ

ダヤ人が捕われて行 ったとき以来失 わ

れて しまったと言われています。

それか ら幾世紀 も経ち、ユダヤ人が

ヨーロッパ各地に散在 して住むように

なると、方々のユダヤ人の社会では胸

当が作 られ、ユダヤ会堂の トーラーの

炉だなにそれが飾 られるようにな りま

した。髄これらの胸当は大祭司のそれに

似てお り、１２個の宝石の模造品がつい

ているもの もあります。 しか し、昔イ

スラエルが所有 していた胸当、ウ リム

と トン ミムは現在あ りません。

※訳者注 ：末日の聖典では 「ウリムと

トミム」として使用されているが、こ

の記事では旧約聖書にならい、 「ウリ

ムとトンミム」とした。 「 一

質問

なぜエ リヤは生きながら

にして天に取り上げられる

必要があったのでしょうか。

ほかにも死を味わうことの

なかった入がいますか。モ
ーセは死なずに身を変えら

れたと考えてよいでしょう

か。

答え

ア ル マ ・ Ｐ ・ハ ー ト ン

ブ りガム ・ヤング大学

教会歴史 ・教義学教授

エ リヤ （エ ライジャ） とモー セは、

キ リス トが死 に身 を委ね 、復 活 され る

前に 、この世 に関連 め ある儀 式 を施 す

よう予任 されてい ま した。 ですか ら、．

普 通の人 間 として寿命 を越 えて 肉体 を

保 ち 続 け るこ とが 必 要 で した。 ジ ョ

セ ブ ・フ ィールデ ィン グ ・ス ミス大 管

長 は、 この こ とについて次 の よ うに書

いてい ます。

「モーセ とエ リヤ （エ ライ ジャ）が

か の山 で救 い主 の もとを訪 れ、ペ テ ロ

とヤ コブ とヨハ ネに姿 を現 わ したが 、

一体 それ は何 のためだ ったのだろうか
。

これ ら ３人の使徒 を励 ます ため に 、霊

の姿 で現われ たのだ ろ うか。彼 らは 、、

この世 で業 に携 わってお られ る神の御

子 に慰 め を与 え、十字架の刑 に備 えさ

せ るためだけ に訪 れたのだ ろ うか。 そ

の 答えは否で ある。 それが 目的では な

か った………予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は 、次 の ように説 明 してい る。

『神権 は永遠不変 の もの であ る
。 救

い主 とモーセ とエ リヤ 〔エ ライ ジャ〕

３４５

「



留留鵬∬実瓢烈 質問
を授 けたの であ った。神権 は永遠不変

であ る。生涯 の初 め も、生 命の終 りも

な く、父 も母 もない。儀 式に変更が な

ければ 、神権 も全 く変 わ りな い。 そ し

て福 音 の儀 式が執 り行 なわれ る ところ

には 、必 ず神権 が ある……… キ リス ト

は大 いなる大祭 司であ り、ア ダムはそ

の次 に位す る。』」（ＤＯＣ厘 πｅ５０プＳ認一

臨 ）「救いの繍 ・第２巻

最初に復 活した人はキリス トですか

二繍簾欝講 禦篠
場 合、 その 人は肉体 を持 った ままの状

態 で と どめ ておかれ る必要 があ りま し

た。そ こで主はモー セ とエ リヤ を生 き

長 らえさせ 、彼 らが所 有 していた鍵 を

ペ テ ロ とヤ コブ と ヨハ ネの ３人 に変 貌

の 山で授 け させ た もうたの です。

その ほか 、愛弟子 ヨハ ネ と３人 のニ

ー ファ イ人 も身 を変 え られ 、現在 なお

託 され た務 めに携 わってい ます。エ ノ

ク とその民 も身 を変 え られ て天 に取 り

上 げ られ ましたが、キ リス トの再 臨の

ときに この地上 に戻 って くるこ とに な

ってい ます。 またほかに も、アルマの

よ うに 、いまだに死 を味 わっていな い

人々が います。

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは、身 を変

え られ るこ と、す なわち人があ る力 を

受 けて触知 で きる肉体 に留めおかれ る

ことにつ いて 、次の よ うに語 ってい ま

す 。

「多 くの人々 は
、身 を変 えられ る と

いうこ とが直 ちに神 のみ も とに取 り上

げ られ 、永遠 の完 き状 態に 入るこ とで

ある と考 えて いる。 だが 、この考 えは

誤 ってい る。彼 らの住 む場所 は月の光

栄 の状 態で あ り、その ため にひ とつの

場所 が備 えられてい るか らであ る。 神

はこれ らの人 々 を、導 きと教 え を施 す

天使 として多 くの惑星 に遣 わすため 、

とどめ てお られ る。 しか し彼 らはまだ

死 か ら復 活 した人 々の受 け る完 き状態

に入 ってはいない。」（Ｄｏｃｕｍｅｎｔａｒｙ

Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆｔｈｅ Ｃｈｕｒｃｈ「教 会歴 史記

録 」、第 ４巻 、ｐ．２１０）

３４６

出工ジプ ト記にはウリム

とトンミムのことが述べら

れていますが、それはモー

セの時代にどのような役割

を果たしていたのでしょう

か。それはどこから来たも

のですか。モーセの時代以

灘瀧誌 謝 ２に

答え
キ ー ス ・Ｈ ・メサ ヒー

ブ りガム ・ヤング大学

古代聖典学助教授

イス ラエル のウ リム と トン ミムにつ

いて現 在 わか ってい るところでは、 レ

ビ神権 を持つ最初 の大祭司 であったア

ロンに、神権 に伴 う権 利 として与 えら

れたのが は じめです。 （出エ ジプ ト２８

：３１、レビ ８ ：８） ア ロンは、モー

セの律 法 をつ か さどるア ロ ン神権 に関

わ る事 柄 につ いて知 るこ とを、ひ とつ

の務め として いました。 （教 義 と聖約

６８：１４－２１、８４：１８－２７） 王た ちは、

ア ロンを通 して主か ら受 けた勧 告 に従

わ なければな りませ んで した。 その と

き、ア ロンの使 った方 法はい ろいろあ

りますが 、最 も重 ん じた もの はウ リム

と トン ミム で した。 モーセが後継 者 と

して ヨシュア を召 し、任 命す るにあた

って 、主 は次 の ように指示 を与 えてお

られ ます。 「彼 （ヨシュア ）は祭 司エ

レアザル の前 に立 ち、エ レアザルは彼

のために ウ リム をもって、主 の前 に判

断 を求め なければな らない。 ヨシュア

とイ スラエ ルの人々 の全 会衆 とは エ レ

アザ ルの言葉に従 っていで、エ レアザ

ルの言葉 に従 ってはい らなけれ ばな ら

、 ない。」 （民数２７：２１）

この記 録か ら、ウ リム と トン ミムは、
九神
の啓示 やみ こころ を賜 わるため の道

具 として指定 された もの であるこ とが

わか ります。

これ を通 して、サウ煽は罪が だれに

あるか を知 ろうとしたこ とが あ ります。

（サムエ ル上 １４：４１） まだダ ビデ も

神 の導 きを求 め、事 態が どの ように進

展す るか 、前 もって知 るこ とがで きま

した。 （サムエル上２３：６－１３） この

ウ リム と トン ミム はエ ポデについ てい

た と私 た ちは考 えています。

ところで、前に あげた例 の ようにい

つ も答えが与 えられ る とは限 りませ ん。

例 えば、サ ウル が伺 い をたて た とき、

主 は彼 に語 らず 、またいかな る方 法に

よって も、ウ リムによってで さえ もそ

のみ こころを告 げ られ ませ ん で した。

（サムエル上２８：６）

バ ビロン捕 囚後 、ユ ダヤ人 の手 には

す でに ウ リム と トン ミム はあ りませ ん

で したが 、その ときまで ウ リム と トン

ミムが どうなっていたのか 、イス ラエ

ルの歴史 は何 も告 げて いませ ん。 しか

しなが ら、義 にかな った行 ない を して

いた王や民 は、その 当時 までウ リム と

トン ミムを使 って、主 の勧告 を求 め て

いたこ とは明 らかです。 ウ リム と トン

ミムがバ ビロンか らの帰還 後ユ ダヤ人

の手 に戻 ってい たら、失 われ た系 図の

問題 は解 決 され ていたこ とで しょう。

その こ とを 考 える と興 味があ ります。

とい うのは 、この系 図の問題 は、神権

の所 有権 が レビ またはア ロンの子 孫に

のみあ る とい うこ とで、ユ ダヤ人に と

って とて も重大 だっ たか らです。

（エ ズラ ２ ：６２、６３）

ユ ダヤ人 がいつか らウ リム と トン ミ

ム を使用 しな くな ったか 、正確 な 時は

わか りませ ん。 しか し、人々はエ レ ミ

ヤ とエ ゼキエルの時代 に予 言者 を拒 ん

でお り、主 か ら、啓示 の光 をもはや受

け ない時代 にな りつつ あ る とい う警告

を下 されて います。 この結果 、彼 らが

ウ リム と トン ミムを失 ったの は、征 服

を受 けた り、軽率 であ った りしたため

で はな く、その邪悪 な行 為 による と思

われ ます。 （ジョセ ブ ・ス ミスの経 験

について は、「教会歴 史記 録」、第 １巻 、

ｐ．２１－２３を参 照のこ と。教義 と聖約 ３

：１１、１０：２と対比 せ よ。）



質問

主 は、イスラエル が約束

の地で他 の民 と戦 うのをな

ぜ許さ’れたので しょうか。

答え

キース ・Ｈ ・メサ ビー

ブ リガム ・ヤング大学

古代聖典学助教授

この質 問に答 える前 に、民が この地

を所有す る権 利 を持つ のは どの よ うな

状態の ときかにつ いて、少 し検討 しな

ければ な りませ ん。

主 はアブ ラハム にカナ ンの地 を与 え

る と約束 され ま したが、その ときにす

ぐ与 えたの では な く、将 来その よ うな

こ とが あ るとの約束 を下 され たの で し

た。 これには大 きな意 味があ ります。

アブ ラハ ムの時代 には、 まだ カナ ンの

民 にその地 を所有す る権 利が あったか

らです。 しか し後 にこの民は罪悪 のた

めに土地の所 有権 を失 い、代 わ りにイ

ス ラエ ルがそれ を受 け継 ぐ正 統 な継承

者 とな るはずで した。 （創世 １５：１６、

１ニー ファ イ１７：３２－４０。 イテル ２ ：

８、 ９と対比せ よ。）

カナ ンの民につ いてはあ ま り多 くの

記述が あ りませ ん。 けれ ども、モ ーセ

とヨシュアの時代 までには 、す でにカ

ナ ン人 （ア モ リ人）は非常 に邪悪 な民

にな ってい ます。 そのこ とは 、主 がイ

ス ラエ ルに、カナ ン入 の生 き方に決 し

て倣 わ ない よう繰 り返 し警告 を与 え ら

れた こ とか らわか ります。性 的な 罪、

すなわ ち姦 淫 、近親相姦 、獣姦 、同性

愛が横行 してい たの で した。主 はイス

ラエルの民 に次の よ うに命 じてお られ

ます。 「あなたがた はこれ らの もろも

ろの事 によって身 を汚 しては ならない。

わた しがあなたが たの前 か ら追 い払 う

国々の 人は、これ らの もろ もろの事 に

よ って 汚れ 、そ の地 もまた汚れて いる。

ゆ えに 、わた しはそ の悪 のために これ

を罰 し、 その地 もまたその住 民 を吐 き

出す ので ある。 …… これ らの もろ もろ

の憎 むべ き事 の一つ で も行 う者 があれ

ば、 これ を行 う人は、だれ で もその民

の うちか ら断 たれ るであ ろ う。」 （レ

ビ１８：２４：２９。 レ ビ２０章 と対比せ よ。）

この試 しの世 にい る間に 、その罪悪

は処 置な しで ある と烙印 を押 された者

は 、 この世 に おいて主の裁 きを受 け ま

した。 （教 義 と聖約７６：１０３、１０４）

主 は、彼 らの罪悪 に よって地が 汚 され 、

またこれか ら生 まれて くる子孫 がその

堕落 した行 為 に惑 わ され るこ！とをよし

とせ ず、彼 らをこの世 か ら取 り去 られ

たの で した。主 は、洪 水や 火事 、飢饅 、

地震 な ど、いろいろな方 法 でこれ を行

な ってお られ ます。つ るぎ もお使 いに

な りました。 ジェ レ ド人や ニー ファ イ

人 、イス ラエ ル人、ユ ダヤ人 、それに 、

レーバ ンな どはみな、た ちまちの うち

に その裁 きに倒 されたので した。

イス ラエルの民 は、カナ ン人 に主の

裁 きを下す とい う、喜ば し くない務 め

をおおせ つか ったのです。 その民 に あ

わ れみ を示 さず 、滅 ぼ して しま うよう

に とい う命令 を主 は下 され ま した。（申

命 ７ ：１－ ３） 同時に 、前の住 民 を

追 い払 った後 に、 自分 た ちが正 しいの

で主 はそ うさせ て下 さったの だな どと

考 えてはな らない、それは彼 らがそ こ

に住 め る状態 でなか ったためで ある と

も言 って お られ ます。次 いで イスラエ

ルの民は 、前 の住 民が その地に住め な

くな った理 由 をよ く心 に留 めてお くよ

うに と命 じられ ました。（申命 ９：４－ ６）

主は罪 を見 てい ささか もこれ を許す

御 方で はあ りませ ん。 （教義 と聖約 １

：３１） 主 はいつ も罪 と戦 ってお られ

ます。 イスラエルが カナ ン人に戦争 を

しかけ たのは、主 が その よ うに命 じら

れたか らで した。 （ニマ ファ イが レー

バ ンを殺 したの も、同 じ理 由に よ りま

す 。）これ は不 正に対す る主の戦 いで し

た。 主に従順 であ る とい うこ とは 、主

の命 ず る とお りに行 な うこ とで した。

これに よって１悪 との壮 烈な戦 いで彼

らが どち らの側に立 ってい るかが わか

るのです。

主が なぜ彼 らに これ を求 め られ たの

か 、私 たちにはわか りませ ん。 彼 らに

故 国 を持 たせ るため であったのか もし

れ ませ ん。 で もそれは 、無償 の贈 り物

として は与 え られ ませ んで した。 ある

いは 、大 きな罪悪 の結果 を’彼 らに知 ら

せ るため であったか もしれ ませ ん。 そ

の正 しい理 由は何 で あれ 、た とえ私 た

ちに現 在その一部 しか理解 で きな くて

も、主の とられた方法 は必 ず正義 にか

な って いるの です。

咬畝

欝 ’『・ 「

、壌

．愛 ．考．

３４７

メ 『１ 二重





笑った。 しか む、聖書は文学書以上の何 ものでもない と言

うのである。私は圧倒されてしまった。

大学教授は私に比べて学識があった。一流大学から博士

号 を得ていた。本もたくさん読んでおり、彼らが教えるす

べての．事柄には確かな解答と証拠があるように思えた。私

は一介の学生に過 ぎないが、彼らは長年の学究生活によっ

て研究と経験か ら豊富な知識 を得ている教授である。 「彼

らか ら強い印象 を受けた」 という言葉だけでは、当時の私

の心の状態を表わすのには、はなはだ控え目す ぎる感があ

る。私の信仰 と信念は大 きく揺れ動き、私は確固たるもの

を見失ってふらふらしていた。一体何を真理 として受け入

れたらよいのだろうか。学識ある』これらの人々の教えを受

け入れるべきか。それとも、両親や 日曜学校、初等協会、宗

教クラス、それに神権 クラスの教師たちに教 えられたこと

と、自分の体験か ら学んだことを信 じ続けるべ きなのか。

現在、私は精密科学の分野の博士号 を得ている。それは、

合衆国中西部の大 きな大学で取得 したものである。また、

化学の教授として他の大学で教鞭 をとったこともある。 さ

らに、自分 自身でも研究を行 ない、学生をも指導して、独

自の科学の探究を行なった。そして今では、科学について、

事実 と理論の間には相違のあることを認めるに至っている。

私はこれまでの研究 と経験から、最 も精密な科学の分野に

おいてでさえ、ある種の事柄 を信 じるという前提が必要な

ことを知っている。法則 といわれるものには限界があり、

法則を適用す るときには、必ずその限界を考慮する必要が

ある。私の学生時代の教授は、今 日に至ってもなお立証さ

れていない理論に基づいて話をしていたのである。彼 らは、

実証されていない事柄を事実 として受け入れていたのだっ

た。けれ どもその頃の私は、そのことを知らなかったので

ある。

当時のことを思 うと身震いする。彼 らは自分の信 じると

ころに極めて忠実だった。そのような人々に従い、人の立

てた理論を真理 として受け入れ、教会に対する私の信仰 と

立場 を放棄 してしまうことは、いともたやすいことだった、

今はこのようにある程度知識や経験を持 っているからいい

が 、これな くして もう一度今まで歩んできた人生を繰 り返

してみうと言われたら、私にはその 自信がない。

立派な両親がいたことを、私は とても感謝 している。陽

気な素晴らしい父母であった。両親は私たちを愛し、私た

ちも両親を愛 していた。それで、私は幸せ で何の心配 もな

く子供時代 を過 ごした。信仰の ぐらついた大学時代には素

晴らしい監督の助けを受け、また後に教会の大管長になっ

た偉大なステｒ キ部長の指導にあずか った。 とりわけ、父

はやさしくて忍耐強 く、私 を励まし、大きな助けを与えて

くれた。さらに大学には、立派なすばらしい教授が何人か

いて、信仰を持 ち続けるように私を励 まして くれた。彼ら

も、私の両親や教会の指導者 と同じように、幸せな人生を

送っていたのだった。彼 らの中のある人々は、教会の指導

者として忠実であった。そのひ とりは主イエス ・キ リス ト

の使徒 となり、ほかの人々も、隣人に心から奉仕 をし、神

への信仰 をしっか りと守った立派なクリスチャンとして生

活していた。

一方、神 と教会の理想 とを否定するよう私を誘った人々

は、必ずしも幸せな生活を送 ってはいなかった。ある教授

たちは私の信仰心 を惑わ し、またある人々は痛 烈に私を批

判 した。 しか し幸いなことに、私 は自分が真理 だと思った

ことを擁護 しようと決心 したのだった。ひとりの教授が私

の教会の教 えをひやか したとき、私は彼に率直にこう言っ

た。 「先生、私にはあなたのおっしゃることが信 じられま

せん。試験では、あなたの望 まれるような答えを書 きまし

ょう。でも、そうだからと言って、私がそう信 じているわ

けではないことを御承知下さい。私は神が生 きてお られる

ことを知っています。そ して、真心から神 を信 じています。

私はあなたの講義は受けますが、自分の信 じていることは

変えません。」彼は私の顔をじっと見つめ、首を横に振った。

しか し私は以前に宣教師 として働いたことがあ り、真実で

あると心に強 く感 じた事柄を否定することはできなかった。

その教授に私が信 じていることを立証することはできなか

った。けれ ども私はこのことを信 じており、そのことで希

望 と慰め とを得ていたのだった。

母か ら、青は青であると学んだように、私は父と母か ら、

神は神であることを学るだ。両親は私に信仰 を教 え、私は

信 じた、そして現在、私はイエス ・キ リス トが神であり、

神権 の力が地上に回復 されたことを証する特別の証人とな

っている。 ここに至 るまでの生活は苦しみが多 く、遅々と

したものだった。 しかし、一歩一歩、神が現に生きておら

れ、現代の予言者を通 じて語 られ るということを、信仰 と

祈 りを通 し、また研究と経験から知るようになったのである。

気持がふさいで、どちらの道に向かい、何 を信 じたらよ

いのかわからなくなった ときには、これらの事柄が真実で

あることを理解できるようになるまで、しばらく私たちの

・言葉に従いなさい
。主 を求めるならば、主を見出すであろ

う。主 を信 じなさい。そうすれば、決 して惑わされること

はないであろう。信仰 を保 ち続けると、後に幸せ を味わう

ことだろう。 あなた方は、愛する神から希望の光 を輝かす

使命を託 されて、この地上に送 られてきた特別な人々であ

る。世 の人々は、この多難な時代に導 きを与えて くれる指

導者を必要 としているのである。
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歌声は希望の

光となって
オズモンズは音楽の場だけでな く、

音楽を離れて も強い兄弟愛に結ばれて

います。彼らは働 くこと、遊ぶ ことそ

して食べ ることにおいて もいつ も共通

の場 を持っています。オズモンズは、

レコー ドを吹 き込んだ り、素晴らしい

コンサー トを開いて兄弟愛 を深めるだ

けでは足りず、ひとつの財団を作って

人々の間に兄弟愛を一層深めようとし

ています。

オズモン ド財団は盲人、聾唖者を助

け、麻薬やアルコールの中毒患者を救

い、世界中に兄弟愛 と友好が広 まるよ

うにという目的の元に組織されました。

これらの 目的は末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会の会員であるオズモン ドー

家にとって、特別な意味があります。

それは福音 を広めるという使命 をも帯

びているか らです。

オズモン ド財団の組織、経営はすべ

てオズモン ドー家が担当します。家族

は全員その活発な参画者です。一家の

父親であるジョージ ・Ｖ ・オズモンド

・シニアが会長を務め 、妻のオリーブ

はその秘書として働 き、また副会長は

息子のアランです。息子のバールとト

ムはマネージャーで、ウェイン、メリ

ル、ジェイ、 ドニー、メリー、ジミー

などの子供たちが手 足となり、声 とな

って精神的な援助 を与えています。彼

らは公演の合間をぬってはユタ州のプ

ロボにある家に集 まり、オズモン ド財

団に送 られて くる手紙の整理をしたり、

郵送の手伝いをしたりします。

なぜ彼らはこのように、不幸な人々に

深い関心を寄ぜているのでしょうか。

それは家族の中で歌っていないふた

りの兄弟バールとトムを見れば察 しが

つ くと思います。ふたり共耳が完全に

は聞こえないのです。他の兄弟が歌っ

て名声を高めているときにも、ふた り

は必死に苦難 と闘ってきました。

トムの耳はバールよりもさらにひど

く、大きな苦 しみに耐えなければなり

ませんでした。

当時を振 り返って トムは次のように

言っています。 「私は鏡の中の自分の

姿 をじっと見つめ、流れる涙をぬ ぐっ

てこう言いました。 『トム ・オズモン

ド、お前は自分の力で必ずこの苦難 を

克服するんだ ！』

しか し彼らにとって、そ うした自分

自身の問題に打ち勝つ ことはほんの始

まりにす ぎませんでした。カナダで伝

道 したバール とトムは、そこで聾唖問

題が非常に深刻であることを知 りまし

た。心理的社会復帰、言語治療、教育

などの分野の医学的研究がまだまだ進

んでいないのです。

バールは次のように言っています。

『私 とトムはそのとき、「沈黙の世 界」

にいる人を助けるためならどんなこと

でもしようと決心しました。』

このようにしてバールとトムは、カ

ナ ダ西部一帯に耳の不自由な人のため

のプログラムを始める際に大きな力と

な りました。 これはその後カ リフォル

ニア州に耳の不 自由な人のため．の伝道

部 を開く先駆け ともなり・ました。

このような経験の中か ら、オズモン

ド財団創設の考えが芽生 えてきました。

そ して家族の熱心な援助 も得て、１９７１

年の末に正式に発足したのです。

バールはまた次の ように言っていま

す。 「私たちが抱いている長期的目標

は、公演を通 してオズモンズのファン

をこの組織に加えてい くことです。や

がて彼らが小さな耳の不自由な子供た

ちにパンフレットを配ったり、話し方

を教えた り、その他 いろいろな点で援

助してくれることを希望 しています。」

またファンの人たちは耳の不 自由な

人に読むことを教えるだけでな く、読

唇術や話 し方を教えたり、野球や水泳

を教えることもできます。

バールは付け加えて、 「中には障害

程度がひどく、普通の社会生活がむず

か しい子供 もいます。でも、彼らも私

たちの仲間のひとりだと感 じてもらい

たいし、私たちができることは何でも

彼らもできるのだと感 じていただきた

いと思っています」 と言っています。

あるところでは、すでにオズモンズ

のファンの中か らこのことに大変興味

を覚 えて、それを一生の仕事 としよう

という人も出てきました。 また聾学校

で働いている人やソーシャルワーカー

になる計画 を立てている人も多 く・いま

す。
「すでにオズモン ド財団を通 して経

験を得たファンの人々から数多 くの手

紙が届いています。 多くの人はこう書

いてくれています。 『この仕事によっ

て新 しい世界が開けてきました。 この

ような興味を育てて下さったことを心

から感謝しています。』 私たちがただ

彼 らに興味を起 こさせ 、問題意識 を与

えるだけであっても、少しは世の中の

ために役立っているのではないで じょ

テか」 とバールは言っています。

またオズモン ド財団は意思伝達の問

題に取 り組んでいる研究者 とも協力し

て、教育方法の改善やいろいろな特別

教育資材の開発に も力を注いでいます。

このような盲人や聾唖者への関心は

もちろんですが、教会の教 えか ら、ア

ルコール中毒患者や麻薬中毒患者にも

深い関心 を寄せています。 この問題 を

オズモンド財団の仕事のひとつに加え

たのは歌 を歌 っている子供たちの考え
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で した。
「世界中の何千 という人々からファ

ンクラブの本部に 『私は麻薬を止める

ことができません。 どうしたらいいで

しょうか』 という問合わせが殺到 して

います。子供 たちは手紙を読んで、こ

の人たちにも本当の助けが必要だと気

づいたのです。」

オズモンズはテレビのコマーシャル

映画 を使 って、麻薬の犠性 者 を助け

る計画 を立てました。また財団の方で

も麻薬の悪習に関す るパンフレットを

発行 しました。

凄 、

熟
プ遅 実
ごメ

魂

３番 目の目標は人々の間に友好を深

めてい くことです。 これはオズモンズ

にとっては、取 りも直さず福音を広め

ることなのです。歌 を歌 っている子供

たちは、機会をとらえては教会に対す

る考えを入々に知 らせています。オズ

モン ド財団も同様に隣人愛 を通 して少

しずっ福音 を広めようとしています。

福音の原則を広めることもそうです

が、オズモン ドー家こそ隣人愛の生 き

た模範 と言えましょう。不幸な人々を

卒先して助けようとする彼 らは、多く

の面において親善使節団としての役 目

晦 ’．

も十分 果 た してい ます。

カ リフォルニアに住む ある１４歳 のフ

ァ ンか ら寄せ られた手紙 には こ う書 い

てあ りました。 「こんな素 晴 らしい仕

事 をして いるんだか ら、オズモ ンズ っ

て、みん な素 晴 らしい人 たちばか りだ

と思 い ます。」

オ ズモ ンズ は共 に歌 い、そ して共 に

奉仕 してい ます、 この よ うに して オズ

モン ド財 団 は、そのモ ッ トー の中に書

かれ てい るよ うに、いつ も 「必要 な人

々に援助 の手 を差 し伸 べ る」 こ とに ま

い進 してい るの です。
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「人と違う態度をとることは

大変で した」

ヘ レナ ・ハ ン ノネ ン

ラッペー ンラン タ

フィ ンラン ド

（ブ リガム ・ヤ ング大学学生 ）

１９６０年 の初 夏の こ と、ふた りの青年

が 自転車 のペ ダル を踏 んで ラッペー ン

ラ ンタの町 の坂 を登 り下 りし、 ドア を

ノ ック した り人々に話 しかけ た りして

い ました。一 見 して外 人であ るこ とが

わか りま した。 子供 の私 たちに とって

はそれが もの珍 し く、モルモ ンにつ い

て近所 の人 たちが話 して いる と、 いつ

も耳 をそばだて た もので した。

そんなあ る晩 、未亡 人の母 は、兄 と

私に 、あの宣教師 たちの ことをみんな

が悪 く言ってい るの は一体 ど うした こ

とか し ら、そんなふ うにす るの はが ま

んが ならない と話 しま した。 そ して、

彼 らに家へ来 て もらって 、話 を聞 くつ

も りよ と言い ました。母 の ク リスチ ャ

ンらしい考 え方が何 とうれ しか ったこ

とで し ょう。

私 た ちに教 えて くれ た長老 は、 フ ィ

ンラ ン ド語が ほんの少 ししか話せ ませ

んで した。 それで時 々、子供 の私 たち

に 自分 の話 した こ とがわか ります か と

尋ね るので した。 で も彼の言 うこ とは

理解 で きました。彼 らは福音 をはっ き

りとわか りやす く説 明 して くれ ました。

そ して私 た ちはその年の ８月に 、そろ

ってバ プテス¶ を受 け ました。

学 校 では何年 もの間、末 日聖徒 は私

日々 の恵 み

ひとりでした。みんなと違 う態度 をと

って、級友のぶしつけな言動に甘んじ

ることは大変でしたが、よく自分に「勇

気 をもって人と違 うことを！」 と言い

聞かせ ました。人の冷たい仕打ちに傷

つけられることも、だんだんに怖 くな

くなって きました。 自分から孤立する

のではなくて、人々 と面 と向かいなが

ら、違 った生 き方を選ぶ、つ まり、人そ

れぞれの権利 を尊重することを学んだ

のです。

１２歳の年に、私は初めて宗教の先生

と議論 をしました。私がある質問に対

して、末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

で教えられている考えを述べ ると、先

生は間違いだとおっしゃるのです。立

ったまま先生の言葉を聞いていると、

私は主のみたまを身近に感 じて、自分

の意見を裏づける聖句を聖書か ら引用

す ることができました。先生は、最後

にはもう何 も答えられ ませんでした。

その日から私は、主が私たちの率直で

謙遜な願いを聞いて下さるという証 を

持つ ようになったのです。

私の母は体は弱 くても霊的には強い

人で、自分で選んだ道を歩む私を助け、

厳しい、しか しやさしい手で導いて く

れました。私は母に励 まされたおかげ

で、若い人たちがよくす るように、タ

バ コの煙のこもった薄：暗い喫茶店で夜

の時間を過 ごす こともな く、音楽や絵

や本やスポーツを楽 しんだのです。や

がて、私は級友たちか ら一 目置かれる

ようになって、みんなの リー ダーにな

りました。

朝の礼拝の司会の番が クラスにまわ

って くると、全生徒の前で信仰の話 を

するようにと、必ず私が頼まれるので

した。 自分たちの教会の讃美歌を歌 う

か わ りにモルモ ン ・タバ ナ クル 聖歌 隊

の レコー ドをか けた りして 、 クラスの

人 たちは好意 を示 して くれ ま した。

７年が過 ぎた とき、私 は宗教 の先 生

か ら、教会 につ いてクラスで１５分 間話

をす るよ うに言 われ ま した。 その話 の

後 の質疑応 答で 、 ２回の授 業がつぶ れ

ました。 その後 先生が私 の ところに来

て、私が正 しいのが わか った とおっ し

ゃ るのです。先 生 もモル モ ン経 を読 み

たい との こ とで した。

私 は豊 かな経験 に恵 まれ て きました。

救 い主は いつ も若 い私 の飼い手 、私 の

光 、私 の友で した。

灘 、

雛 輩

先生 は間違いだとお

っ しゃいましたが、私

は主のみたまに導かれ、

先生は最後 にはもう何

も答えられませんでした。
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祖父の勇気

ア スム ン ト ・Ｈ ・ヘルネス

ノル ウ ェ ー 、 トロ ンハ イ ム

私がノルウェーのナルビクにある末

日聖徒イエス ・キリス ト教会の一員と

して成長することができたのは、母方

の祖父のおかげです。ナルビクの港は

一年庫氷が張 らないために
、スウェー

デンのラップランドから汽車で運ばれ

て くる良質め鉱石はみなこの港に集め

られ、ここか ら船で運び出されるよう

にな りました。 また収入の道にも事欠

きませんので、たくさんの人々がナル

ビクへ と移って きました。そして今も

なお外国からの出入 りが盛んです。

私の祖父は１８００年代の終 りに学校の

教師として この地へ来 ましたが、歌手

として教会から雇われてもいました。

そして１２人きょうだいの末であった母

は、まだ小 さい頃か ら、よく父のお伴

をして方々行ゐたものでした。母が１６

歳のある日の夕方のこと、例によって

祖父は町の集会に母を誘いました。祖

父は何か とてもいわ くあ りげでしたが、

母には何 も言いませんでした。そ して

ふた りは町で一番大 きく立派な集会所

の方へ と歩いて行 きました。そこでは

有名な政治家の講演が行なわれていた

のです。けれども祖父はそこに入ろう

とはせず、その集会所の裏庭 を抜けて ．

見すぼらしい家へ母を連れて行 きまし

た。そこではふたりのアメリカ人が笑

顔で祖父だちを迎えて くれました。

祖父はもちろん福音 を聞かせるため

に母を連れて行ったのです。福音 を聞

いた母は、それが本当に正 しいことが

わか りました。最初母は彼 らのぎこち

ないノルウェー語 を理解するのに苦労

しました。けれども、幼な子には罪が

ないので、バプテスマを施す必要はな

い とい う説明に、母はたいそう興味を

覚えました。

ふ「た りの長老は熱心に母に福音を説

きました。 そしてある日、母は祖父に

バプテスマを受けたいと話 しました。

けれどもわずか１６歳の年端 も行かない
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娘がバプテスマを受けてよいものか ど

うか、祖父は決めかねました。次の日

の昼下が り、祖父は勤め先から５キロ

ほどの道の りを家まで歩いて帰つてき

ました。母のバプテスマのことでとて

もじっとしていられなかったからです。

早々 と帰宅 した祖父を見て、母は体の

具合で も悪いのではないか ととても心

配 しました。当時は、勤務中に職場を

離れることは、辞表を提出するも同然

だったからです。祖父はバプテスマに

ついて母に話 をするためにわざわざ帰

ってきたのでした。そ して、この教会

に入ると友 人を失 うだろう、それで も

バプテスマを受ける勇気があるのなら

許す、と祖父は言いました。そう言っ

たとたん、祖父は肩の荷が一気に軽 く

なったように思いました。それから再

び職場へ戻って行 ったのです。

バプテスマは、人気のない海岸で行

なわれることにな りました。そこか ら
一番近い家の親切 な老婦人が、着換え

の場を提供 して くれました。 でも近い

と言っても、海辺か ら１キ・ロ半近 く離

れていました。宣教師たちのすること

が母 によ くわか りませんで したが、

彼らが氷ついた衣服を身につけて戻っ

てきたときには、母は とても驚きまし

た。それは１０月で、気温は零下１２度 と

いう凍 りつ くような寒 さの中のことで

した。でもあ りがたいことに、アメリ

カからはるばる流れて くる暖流のおか

げで、水温は２度近 くありました。

婁母 はと
てもしあわせで した。バプテ

スマを受 けた当初は幼ななじみや親戚 ．

の人から見放されてしまいましたが、

時が経つにつれて、ひとりまたひ とり

と戻って きました。 そして結局母はみ

んなから尊敬され、ほめ られるように

なったのです。後に母の両親 もバ プテ

スマを受けました。私は母の膝で福音 、

を学びました。その当時ナル ビク支部

は最北端の支部で、教会の補助組織は

十分な機能 を果たしていませんでした

が、信仰 篤い会員は少人数ながら、定

期的に会合をもち、会う人ごとに、ジ

ョセブ ・スミスが主にまみえたことを

熱心に語って聞かせ ました。

そして今、私たちは新 しい時代の夜

明けをこの 目で見ています。標準聖典

ばか りでなく、テキス トやその他の資

料 もノルウェー語に翻訳されています。

毎年キャンプやユース ・コンファレン

スが開かれ、また年に数回地方部大会

と地区大会が開催 されます。そして最

近では、スウェーデンのス トックホル

ムで非常に盛大に地域総大会が開かれ

ました。私がかつて支部長を務めた ト

ロンハイムやベルゲン、 ドランメン、

オスロには現在美しい近代的な拝礼堂

が立っています。 またヨーロッパの聖

徒たちのためにはふたつの神殿があり

ます。こうして今やノルウェーにおい

て、福音は急速に人々の問に広 まりつ

つあ ります。

バ プテスマ を受 けた後讐 ．

母 は友 だちや親戚の人々

か ら一 時見放 された。 し

か しまもな く誇 りとされ

るよ うになった。

鞍 ｉ藤象 灘 麟
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主の戒めは

祝福をもたらす

七十人最高評議員会会員

ハ ー トマ ン ・レ クター ・ジ ュ ニブ

近代の予言者は、福音 を分かち合 う責任が主の教会の会

員一人一人にあることを非常に明確にしてきた。 しか しな

がら、私は現代の予言者が、主 がかつ て仰せ にな らなかっ

たことを語るのは極めて まれであることを知っている。

「すべての会員は宣教師である」 との命は、教義 と聖約

８８章８１節に記された主の宣言を言い換えたものである。

「見よ、われは民に証 し民を警めんため汝らを遣わせ り。

されば、その警めを受け しことあるすべての人はその隣人

を警むる責任あ り。」

主のすべての戒めに関 して言えることであるが、与えら

れた主の命令を遂行 しているとき、私 たちは自分の行動が

どういう結果をもたらすか というはるか先のことまで完全

には理解し得ないようである。 しかし結果 として、その行

為によ り、私たちには常に豊かな祝福がもたらされている。

なぜなら、主の本来の目的は 「人に不死不滅 と永遠の生命

とをもたらす」 （モーセ１：３９）ことだからである。当然の

ことながら、私たちにとって主のすべての戒めは祝福なの

である。

１９５２年、私は朝鮮戦争での戦役を終え、カリフォルニア

のサンジェゴに帰還 した。その年、私は東京にある伝道本

部においてバプテスマ を受けていた。改宗者である私は、

自分が見出したイエス ・キ リス トの福音をだれ もが捜 し求

めているに違いない、そう思 った。私にはイエス ・キリス

トの福音がある。私は人の気持 などお構いなしに福音を与

えようとしていた。

やがて、私はカリフォルニアのチュラ ・ビスタにある自
　

宅 とノー スア イ亀ラン ド間 を結ぶ カー ・プー ルの一 員 とな り、

その働 きに従事 した。 この カー ・プー ルにはほか に ４人の

海 軍兵 が属 して いたが 、皆教会 員では なか った。 ４人の う

ち ３人は海軍大尉 （私 も同 じ階級で あった）。 あ とひ と り

は下士 官で名前 をジ ョー ジ ・ホワイ トヘ ッ ドといった。私

は これ ら ４人の仲 間 を改宗す る とい う期待 に胸ふ くらませ 、

４人の改宗 は絶対 だ と確信 していた。運 転は片道４５分 を要

したので 、その間彼 らは車 外に出 るこ ともで きず 、 じっ と

私 の話 を聞か ざる を得 なか った。 まずこの ４人 を改宗 し、

そ うしたら次 に別の カー ・プー ル に移 ってそ この メンバー

を改宗 し、次か ら次へ と改 宗 して は引越 そ う、私 はそ う決

心 したの である。 そ うす れば、す ぐに も完全 なワー ド部に

必要 な人数 を改 宗す るこ とがで きるのだ。

私 は ４人の仲 間に働 きかけた。 しか し ３人 （海 軍大 尉）

は明 らか に もう一言 も聞 きた くない とい う風 であった。 も

し彼 らが 聞いた と して も何 と表現 した らよいか 、言ってみ

れば私 の話 はあひ るの背 中に水 をか ける ような ものだった

で あろ う。 しか し、下士 官の ジ ョー ジ ・ホワ イ トヘ ッ ドだ

け は別 で、私 をの け者扱 い しよ うとしなか った。 関心 が あ

るの だ。 そ こで私 は運 転の番が 自分 に回 って くる と、まず

大尉 たち を家に送 り、それか らジ ョー ジの家の前 に車 を止

め て話 すこ とに したのだった。 そのため ジ ョー ジは車 を降

りる前 に決 まって １時 間、私 の話 を聞かなけれ ばな らなか

った。

私 はジ ョー ジに教会へ 来 るこ とを約束 さ「せ よ うと努 力 し

続け たが、約 １ヵ月の間、彼は拒 んだ。 しか し、つ いに私

と一緒 に出席 す るこ とに同意す る と、妻 のル シー ル も一緒

に 出席 します と言 って きた。私 はふ た りの約束 に感激 し、

喜 びで一杯 だった。 ジ ョー ジとル シー ルが初 めて モルモ ン

の 日曜学校 に集お うとしていた前 日の、土曜 日の 夜の こと
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を私 は今で も覚 えて いる。 その 日、私 は教会 に出かけ 、教

会 堂の裏 ロの ドア を洗 った。 それは教 会堂 に入 るとき、い

つ も私 が 使 って いる ドアだ った。 その とき、あ る青 年 の

協 力 を得 たが、その青年 は私 を軽 い精神 病 に 違 い な い と

思 った ら しい。 「どうして裏 口の ドアなんか洗 って いるん

です ？ そんな とこ磨 く人 なん てだれ もいませ ん よ。」「い

や 、洗 う必要 が あるか ら洗 って いるのだ よ。」私 は 自信 を持

って その青年 に答 えた。 そ して翌朝 、 ジ ョー ジ とル シー ル

のふ た りが この ドアを通 って来 るこ とを話 した。 彼 らが主

の教会 を 目に し、そこに真の光 を見 るよ うに、彼 らに とっ

てすべ てが完全で なければ ならなか った。

私 は、求 道者 を教会 に最初 に連 れて くる宣教 師以上 に教

会の外 観や 雰 囲気 に神 経 を使 う人は いない と思 う。赤 ん坊

が みな静 かで あ り、 また美 しい音楽 が流 れてい るこ とはい

か に大切 な こ とであろ うか。 また席 に着 いたみん なが 目を

覚 してい るな らどんなに素晴 らしい こ とであろ う。 しか し、

これ は期待 し過 ぎの よ うであ る。

ジ ョー ジ とル シール は 日曜学校 にや って来た。 そ して、

そこで私はふ た りと会 った。 その 日の 日曜学 校 は実 に素 晴

ら しい もので あった。 （彼 らが出席 した クラスの教 師は 、

私 だった。） ジ ョー ジの顔 には あ りあ りと感動 の様 子が伺

えた。 まるで海 綿の よ うに、見 る もの聞 くものすべ て を求

め て、ひ とつ ひ とつの 言葉 を 自分 の もの にしよ うとして い

た。 ところが 妻のル シー ルは と言えば、傍 らでスフ ィン ク

スの よ うに、無表情 の まま じっ と座 って いた。彼 女が私 の

話 を聞 いていたか どうかはわか らない。 私 は心 配で 、クラ

スが終 わるや す ぐ話 しかけ た。

昨夜 きれいに磨 いたあの裏 口の ドア を通 って教 会堂 を出

なが ら、私 は言 った。 「ル シー ル、今の 日曜学校 どう思 う

？」 にこ りともせ ずに彼女 は答えた。 「私 は メソジス トと

して生 まれ ました。 だか ちメソジス トとして死に だい と思

います。」 その とき私 は 、まだ リグラ ン ド ・リチ ャー ズ長

老の イギ リス 人 とス コッ トラン ド人につ いての話 を知 らな

か った。 それ は、イ ギ リス人が 「私は イギ リス人 として生

まれ 、イギ リスＰ人 として育 った。だか らイギ リス人 として

死 にた いの だ」 と言 うと、ス コッ トラン ド人が 「君は何の

望 み もないの か」 と言 った例 の話 であ る。

私 はそのス コッ トラン ド人 と同 じように 言い返す こ とも

で きたが 、代 わ りにこ う言っ た。 「ルシール 、私 は君に約

束す るよ。末 日聖徒 とな るヵ め に、君が メソジス トとして

学ん だ真理 をす飛 て捨て る必要 は全 くないのだ。私 たちは

他の教会や 宗教関係者 と論 争す る意志 は全 くない。 だか ら

他 の教会 に反対す るチラ シを書 いた りした ことは ない し、

もちろん今 後 もそ うす るっ もりはな いの だ よ。 と言 うの も、

私 たちの 目的 は人々の信仰 をか き乱す こ とでは な く、反対
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に人々の信仰 を築 くこ とに あるのだか ら。救 いは 『信仰 を

通 しで得 られ る慈悲 』に よって もた らされ る と信 ず るプロ

テス タン トの友に 、私 た ちは こ う言いた い。 『私 た ち もそ・

う信 じている。 聖典 に も 「信仰 がな くては 、神 に喜 ばれ る

ことはで きない」 （ヘ ブル１１：６）と書 いて ある』 とね。私

た ちは彼 らの信仰 をさらに増 し加 えたいだけ なのだ。 それ

でプ ロテ スタ ン トの友 人た ちに 言 うのだ よ。 『一 緒に イエ

ス ・キ リス トの完 き福 音 を分か ち合 お う。私 たちは君 たち

の持 って いる真理 を取 り上 げは しない。 た だ君 たちに ない、

あ る業 と神権 の権 能 とを加 えるだけなのだ 。』」

その 日、私 がル シー ルに話 した ことは このよ うな 内容 だ

った。彼 女は それ以上何 も言 わなかっ た。 この出来事が あ

ったの は１９５２年の こ とで ある。

１９５８年 、私 はまだ海 軍に属 してワシ ン トン Ｄ．Ｃ．にい

たが 、その年 、私 は航 空安 全対策 に関す る特別 コー スに参

加す るため 南 カ リフ ォルニア大学 に行 くよ う命 令 を受 け た。

そ してロサ ンゼル スに滞 在 中、私 はロサ ンゼル ス神殿 で 多

くの時 問働 くこ とが で きた。祖 父母や 曽祖 父母 の ために働

いたこ とを思 い出す。 その とき、私 のふ た りの祖母 と （福

音 を受 け入れず に死んだ）私 自身の母 の身代 りに儀 式 を受

けて くれた女性 は、ルシール ・ホワ イ トヘ ッ ド、そ う、「私

は メソジス トと して生 まれ ま した。 だか らメソ ジス トとし

て死 にたい と思 い ます」 と言 った彼女で あった。 彼女が改

宗す るな ど全 く・思 い も寄 らぬ こ とであ った。 しか し、実 際

はカ リフ ォルニ アのサ ンジェ ゴで 日曜 日の 朝私 に例の 言葉

を言ってか ら、ち ょうど ３週 間 目にバ プテ スマ を受 け たの

であった。 なぜ だろ うか。 それは彼女が聖 霊に心 を動か さ

れ て、福 音が真実 であ るこ とを悟 ったか らであ る。

神 は実 に不思議 な こ とをなされ る。 カー ・プール の仲 間

に福 音 を分か ち合 った こ とで、私 自身 の母 が永遠の生 命 を

受 け る機 会に あずか るこ とが で きるよ うにな ろう と、 どう

して知 り得 ただ ろうか。

私 たちには知 らない ことが数 多 くあ るが 、天父はすべ て

を御 存知 であ る。 それ故 、天父の命令 に従 うこ とは私 た ち

の義 務 であ り、命令 に従 って い く限 り必 ずや永運 にわたっ

て祝 福 を受 け るで あろ う。

※車を持っている何入かが集まってグループを作 り、その

中のひとりの車で他の何人かを乗せて目的地まで送迎する

取決め。車の燃紅節約な どのために英、米、カナ ダで広 く

行なわれている習慣。



あんそ く日

安 息 日を覚 え て、 これ を聖 とせ よ。六 日

のあいだ働 いて あなた のす べて のわざ をせ

よ。七 日目はあ なたの神 、主 の安 息で ある

か ら、な んのわ ざを も して はな らな い。 …

…主 は六 日の うち に
、天 と地 と海 と、その

中のすべ ての もの を造 って 、七 日目 に休 ま

れたか らであ る。 それて主 は安 息 日を祝福

して聖 とさ れた 。

（出 エジ プ ト１２０：８－１１）

子 どもの ころのこ とで、 とくに心 にのこっているの

は、安 そ く日のこ とです。私 の家 では、 日よ う日はほ

かの 日と、ぜんぜん ちが ってい ました。月 よ う日か ら

土 よう日までは、人 も動物 も、生活の ためにいっ しょ

うけんめ い体 を動か して働 きました。

で も、 日よ う日はべつ で した。 日よ う日は安 息の 日

であ り、休息の 日で した。 そ して、主の 日で した。土

よう日の夜私た ちは馬 を草地 にはな し、 しごとをぜん

ぶ とちゅうでや め ました。 また土 よう日は、 日よ う日

にそなえて、家 のそ うじをし、ひつ ような ものをそろ

え、身 じた くす る日で した。週のさい この しご とは、

・… 「土 よう日のおふ ろ」 で した。 そのあ と、私 たち

は 、 日よう日のため に母 がつ くろって、きれ いに洗た

くして くれた、 ようふ くをそ ろえ ました。 ……

日よう日は、一番の ぞましい生 活 をす る Ｂでした。

私 たちは、一番 よいよ うふ くを着 、一番 よい本 を読み、

親 しい人々 といっ しょにす ごしました。 そ して 、仕事

の ことはわす れて祈 りの家へ行 き、心 を高めて 、神 さ

まのあ ること３理か いしようと、 どりょくしました。

スター りング ・Ｗ ・シル長老
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戸噛１ 小さなお友だちへ
轟

、

正直でありなさい

十二使徒評議員会補助

Ｏ ・ レス リー ・ス トー ン

私 たちはみん な、正 直になることがで きます。正直

にな ると、人か らしん らいされ ます。正 直は、 とて も

たいせつ なこ となので、天 のお父 さまは、十戒 の中に

も、この こ とをお入れにな りました。
「ぬすん では な らない。」

お金や物 をぬすむのだけが 、ぬすみではあ りません。

しごとを しないで給料 をもらえば、会社 か ら時 間 とお

金 をぬすんでい ることにな ります６ １日に３０分 、 しご

とをなまけ ると、 １年 では ３週 間以上 も、な まけるこ

とにな ります。

正 直 とい うのは、言ったこ とを行 な うこと、こ とば

と生 活が 、いっちしているこ とです。 もうけたお金の

１０パーセ ン トを什分 の一 として主にお さめ るこ とも、

正 直のひ とつです。

私 は、 ６さいの とき、 よいけいけん をしました。父

が農場 を売 って 、アイ ダホ州の ドリッグスに雑貨屋 を

ひ らき、そこのけいえい者 になったのです。 そ して、

しば ら くたったある日のこ と、木の手おけにつ まった

キャンデーが 、山ほ どとどきました。 あ る朝、店 に行

ってみる と、これか らキャンデー ・ケースにキャンデ
ー をうつす とこ らし く、手 おけのふたが 、みんなあい

てい ました。

キャンデ ィー は どれ もみんなお い しそうで した。私

は 、ゆ うわ くにまけて 、少 しとって、ポケ ッ トに入れ

３５８

ました。で も店 を出 るには 、父がはたらいて いるとこ

ろ を、通 らなければな りませんで した。父は 、私の ポ

ケ ッ トに目をとめ ると、私のかたに手 をおいて、 うら

手にあるへやにつ れて行 き、正 直のたいせつ さにつ い

て、話 して くれ ました。

そ して、父は、 ポケ ッ トをか らにす る ように言い 、

その店 は半分 しか 自分 の ものでは ないこ と、家族 が店

の もの を もってい くときには、お金 をは らわなければ

な らないこ とを、せつめ い して くれ ました。 もし、お

金 をは らわないで、 もっていけば 、父 といっ しょに働

いている人の もの を、ぬす んだこ とになるの です。

さい きん 、私はス トーン姉妹 と、 まこのア ダム とい

っ しょに、カ リフ ォルニアへ行 きました。お昼 ごろ、昼

食 をとろ うと、あ る店に立 ちよ りました。 ウエ イ トレ

スが 、か ん じょう書 きをもって きましたが 、私はそれ

にあ まり注意 しませ んで した。 しか し、おつ りをもら

ったあ とで、 ３つ注文 したのに 、 ２つ分 しかせ いきゅ

うされなか ったこ とに、気づ きました。

店 をしまうときに、そのウエ イ トレスはお金の不 足

に気づ くに、ちが いあ りません。その とき、私は 、父

が どの ように して正 直 を教 えて くれたか を、ふ と思 い

出 しました。 そして、これ はア ダムに正 直を教 えるの

に、ち ょうどよいきかいだ と思 いました。私 たちはせ

きに着 き、その ことをせつめ いしました。私はアダム

ｏ



に、こまったね と言 いました。

私 は言い ました。 このおつ りを、この ままもらって

お いて も、だれ も気がつかないだろ う。で も、サ ン ド

イ ッチ をひ とつ 、よけ いに もらって います よって、お

ね えさんに言ってあげ ることも、で きるんだ。 自分の

ものではないお金 をもらって しまえば、 「ぬす んでは 、

な らない」 とい う戒 め をやぶ ることにな ると考 えれば 、

どうす るかを決め るのは、か んたんだ。 自分が正直で ．

はない と思 いなが ら生 活す るのでは、天 のお父 さまも、

お よろこびにならない し、私 たちも不 幸だ と思 うよ。

ア ダム と私は 、カウ ンターの少女の ところへ行 って、

よけいにおつ りをもらったこと、 もう １ドル はらわな

ければいけない ことを、せつめい しました。す る と少

女 は、ぱっ と赤 くなって、一 しゅん まごつ いて しまい

ましたが 、まちがいを教 えて くれたこ とを、私 た ちに

かん しゃしました。私 たちは、 よい気持 で、旅行 をっ

づ け ました。 きっと、天のお父さま も、私た ちの した

ことを、 よろこんで くだ さった と思 います。

小 さなこ とに正直にな るこ とを学ぶな らば、それが

しゅうか んにな って、大 きなこ とにぶつ かって も、正

直になれ ることで しょう。私 は、これ までのあいだ 、

ずっ と、た くさんのお金 をまかせ られて きました。私

の正 直を しん らい して くださった人び とを、け っ して

が っか りさせ た りしなか ったことを、か ん しゃ して い

ます。 もし私 が不正 直だったら、私 には成長の きかい

も、高 い地位 につ くきか いも、来 なか ったで し ょう。

シェイ クス ピア とい う人 は、次のよ うな、す ば ら し

いア ドバイスを しています。 みなさんが 、このア ドバ

イスを、いつ も心に とめてお くこ とがで きるように、

お祈 りします。
「いちばん大事 なことは、 自分 に正直に とい うこ とだ。

そ うす れば、かな らず、昼 のあ とに夜が来 るよ うに 、
他人に も正直 にな らないわけには 、いかないのさ。」

曝欝

ボ

欝鮮
’Ｌ 「

霧
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高 く、や さ し く、あ しぶ えの 音 が 聞 こえ て きます。

ひ つ じか いの ア ドリア ンが 、．ふ い て い るの です 。 で も、

ふ え の音 は 、な ぜ か 、 さ び しげ で した。

ア ドリア ンは 、遠 くつ づ く広 い 道 をな がめ なが ら、

考 え ま した。 町 は 、 どん なに す ば ら しい だ ろ う。 どん

な に うつ く しい だ ろ う。行 きた い な あ。

ふ えは 、いつ しか 口か ら、 は な れ て い ま した。

谷 間に は、 む らさ きのか げ が お ち 、空 は オ レ ン ジ色

に 、 そ して ピ ン クにか わ りま した。

だ い じそ うに 、ふ え を しまい な が ら、 ア ドリア ンは

つ ぶ や き ま した。 町 の コ ンサ ー ト ・ホー ルに行 って み

た い。

ごつ ごつ の手 に な ら ない うち に 、バ イ オ リンに さわ

れ るか な あ。

ひつ じをつ れ て 、村 に帰 っ て きた ときは 、 も う くら

くな って い ま した。 歩 きな が ら、ふ と顔 を上 げ る と、

お ば あ さんが 、 とぼ とぼ と同 じ道 を歩 いて い ます 。

「こん ば んは 」 ア ドリア ン は い い ま した
。

「こん ば んは」 お ば あ さ んは
、は の ぬ け た 口で 、

わ らい ま した。 大 きな金 の耳 わ。 ジ プシ ー です 。 おば

あ さん は 、 シ ョー ル も、 うわ ぎも もっ て い ませ ん。

「夜 に な った ら
、 こ まる で し ょう。 ぼ くの家 に とま

りませ んか 。」

「こ しんせ つ は
、 あ りが たい が 、 わ しは き らわれ も

の じゃか らの う。」

「だ い じょ うぶ
。 ぼ くの 家 は 、 まず しいけ れ ど、お

父 さ ん も 、お 母 さん も、 しんせ つ だ もの。」

お ば あ さん は 、 じっ とア ドリア ン を見 て 、 い い ま し

た。 「あん た は 、 わ しが ず っ とさ が して い た人 か も知

れ ん。」

も

ア ドリア ンは、ひつ じをか こいの中に 入れて しまう

と、 お母 さん に い い ま した。

「お母 さん
、 こ の 人 、 たび でつ か れ て い るん だ 、 と

め て あげ て。」

「よ うこそ」 お母 さん は
、 に っ こ り と して いい ま

した。 お 父 さん も、 に こに こ しな が ら、お ば あ さん を

むか え ま した。

み ん な が家 に 入 る と、 もう トル テ ィ ラ （トウモ ロ コ

シパ ン） が 、や け て い ま し た。

「どうぞ
、や わ らか いで す よ。」 ア ドリア ンは 、 お

ば あ さん に 、や さ し く トル テ ィラ を、 さ し出 し ま した。

お ば あ さん の 、 日にや け て しわ だ らけの ほ ほ に は 、 な

み だ が っ た っ て い ま し た。

「あ りが と うよ
。 なん てや さ しいん じゃろ う。 お ま

え さん こ そ 、 わ しが 長 い こ と、 さが して い た お 人 じ

や。」

お ば あ さ ん は 、 そ うい っ て 、紙 につ つ ん だ もの を、

と り出 し ま した。

「こ れ はの
、 こ うふ くの木 の た ね じゃ。」 お ば あ さ

ん は い い ま した。

「ど う して
、ぼ くに くれ るの 。」

「お ま え さん の ほ か に は
、 これ をか し こ く、つ か え

る人間がお らんか らじゃ。 わ しは、お まえさんを、長

い こ とさが して いた ん じゃ よ。」

「ぼ く
、 こゐ た ね で 、 ゆ うめ い に な れ るの 。 ね え 、

お金 もちに な れ るの。」 ア ドリア ンは聞 き ま した。 で

も、お ば あ さん は 、 なに もか も知 ってい るよ うに 、に っ

っ こ り どほ ほ えん だ だ け で した。

お ば あ さん は 、町 の コンサ ー ト ・ホ ー ルの こ とを話

して くれ ま した。

… … あ ち こ ちに
、 あか りが キ ラキ ラか が や いて 、 と

て も明 るい ん じゃ。 いす は 、み ん な 、 ま っ赤 な ビ ロー

ド、 きれ い に きか ざっ た男 や女 が 、 オー ケ ス トラが は

３６１
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じ まる まで 、ペ チ ャペ チ ャ しゃべ って い るん じゃ。 …

ア ドリア ン は、 ゆ め見 ご こ ちで 、 自分 が ど こに い る

のか 、 わす れ てい ま した。

「セ ニ ョー ラ
、ず っ と家 にい て くだ さい な。」 お 母

さん は い い ま した。

「そ うだ よ
、ず っ とい て 、ね 。」

で も、、お ば あ さん は首 を よ こに ふ りま した。 「た び

が あ る での 。 こ うふ くの 木 を見 て 、わ し を思 い 出 して

お くれ 。」

つ ぎの 日、お ば あ さん が行 って し ま う と、 ア ド リア

ン は 、 お ば あ さん に い わ れ た とお りに 、た ね を うえ ま

した。 たね はめ を出 し、 どん どん大 き くな りま した。

ア ドリア ン は 、 １ 日の し ご とが お わ る と 、いつ も、 こ

うふ く９）木 の 下 で 、ふ え をふ き ま した 。・

な ん 日か た ち ま した。 … …す る と どうで し ょ う。 金

、

β し

曜
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・、８・、鈍 ・

一

色 の はん 点 の っ い た 、 ま っ赤 な 花 が 、 い っ ぱ い さ いた

の です 。 道 を行 く人 は 、み んな この 花 に 目を見 は りま

した。 ほん と うに 、ふ し ぎな木 で した。 ほか の 木 は 、

み ん なか れ て い るの に 、 この 木 だけ は 、葉 が 青 々 と し

げ っ て 、花 を さかせ て い るの で す。

で も、ア ドリア ンは思 い ま した。 ぼ くは 、 ゆ うめ い

に な れ るの か し ら 、お金 もちに なれ るか しら …… 。

い く日か たつ と 、花 はか れ て 、た ね が で き ま した。

あ る 日の こ とで す。

「お い ！」

ア ド リア ンは 、立 ち どま って 、お じ ぎ を しま した。

大 じぬ しの 、 ドン ・ポ ー フ ィー リ ョです 。

「お まえ た ちの
、土地 を買 い たい。 行 っ て 、お や じ

に そ うい え。」

「ぼ くた ちの 土 地 はや せ て いて
、 な ん に もな りませ

ん よ。 それ に 、売 る こ とな んか 、で き ませ ん。」 ア ド

リア ン は 、 わ らい な が らい い ま した。

「お れは
、 その 木 が ほ しいん だ。 お れに 売 れ。」

「そ れ な ら
、た ね をあ げ ま し ょう。」

「お れは
、木 が ほ しい ん だ。」

ア ドリア ンは 、 わけが わか りませ ん で した。

「じゃ あ
、め が 出た ら、 あげ ます よ。」

「ばか ！」 ドン ・ポ ー フ ィー リョは
、ア ドリア ン

の手 か ら、 たね をは らい お とし ま した。 「お れ は 、 そ

の木 をおれ だけ の もの に した いん だ。 ほか のや つ が 、

もっ て い る もの な ん ぞ 、 い る ものか 。」

ドン ・ポー フ ィー リョは 、馬 をか っ て 、風 の よ うに

きえ て い って 、 し まい ま した。

ア ドリア ンは 、 思 い ま した 。 お金 もち な んて 、 こ う

ふ くじゃ な いん だ な。 ドン ・ポ ー フ ィー リ ョは 、 お 金

もち だけ ど 、心 は みす ぼ らし くて 、 わが ま まだ。

ア ドリア ンは 、 い い こ とを思 いつ き ま した。

（９月号 に つづ く）
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う ま く、 い れ られ る か な。

一一
固

嚢

［ｉ〔１ 亮夢
．ρ

ｔ＝プ

／ヌ犠 皿
＼ 、｝叢
撫

「いやあ、こいつ動物園でねちゃ

ってね え。 しんせ つなお母 さん

が 、お くつてくれたんだ。」

Ｌ ’ＩＬ ［卍 コ 乙
亀
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私 は幼少の頃 ロ ッキーの 山ふ ところ

に抱 かれて育 ったが 、私 たちが一番恐

れ てい たの は コヨーテの襲撃 だ った。

凍 てつ く冬 の夜など 遠吠えが聞 こえて

くると、棚 のつ いたベ ッ ドに も ぐりこ

んで頭 まで毛布 をかぶ りなが ら外の様

子 を うか がって いた ものであ る。

しか し、 コヨー テよ りももっ と恐 れ

られて いたのは狼 だった。 狼は時代 を

問 わず 人々に嫌 われ て きた。 古代 ギ リ

シャ．ローマの作家 で、 ど う猛 で凶悪

な獣 として狼 を取 り上げ た人は６０人 を

下 らない。 古代 ギ リシャの時代 には も

うす でに狼 を仕 留め た者に対 して報 奨

金が与 えられて いる。犬の 首輪 は、元は

と言えば狼の攻撃 か ら身 を守 るため の

もので あった。ある詩 人は狼の遠 吠 えを

「流血 の歌」と称 したほ どで ある
。

先 日、ニ ュー ヨー クに あるア メリカ

博物学 館が 「狼 の 日」 を宣 言 した。 そ

の 日博 物学館 では灰 毛で ジェスロ とい

う名の飼 いな らされた狼が 、ニ ュー ス

カ メラマ ンたちを前に して羊 の ように

お とな し く、美 しい女性 たち と戯れ た

りポー ズを とった りして いた。 また博

物学館 の講堂 では、カナ ダ と合 衆国両

国の動 物学者 によって収録 された狼 の

鳴 き声 のアルバ ムが放送 され ていた。

また、ニ ュー ヨー ク ・タイム ズの著名

な音楽 評論家ハ ロル ド ・Ｃ ・シ ョー ン

バー グに よる、狼 に関す る論評 まで も

あった。

カナ ダ政府の 野生 動物 担 当の職 に あ

る Ｃ ・Ｈ ・Ｄ ・クラー クは 、オン タ リ

オ州 スー ・サ ン ・マ リーに住 んでいた

故 ジム ・カ ランが、オ ンタ リオ内で狼

にか まれた者全 員に対 して永続 的な補

償 をす ることを発表 した と報告 してい

．鑑

狼の遠吠え
ウ エ ンデ ル ・Ｊ ・ア シ ュ トン

る。 しか しこの補償が請求 されたこ と

は一度 もなかった。

狼の鳴き声に関する権威者であり、

オンタ リオ州のウォータールー大学生

態学助教授であるジョン ・Ｂ ・シバー

グは、狼の遠吠えは決 じ（人々を驚かせ

るものではないと断定 している。遠吠え

は群れの仲間との伝達手段であり、音

色はそれぞれ異なっている。子供を失

った とき吠える遠吠えは、．寂 しさを表わ

していることが多いとの ことである。

「狼の 日」に関する記事 を読んでか ら、

私は狼について少 し調べてみた。狼は

家族を愛する動物である。生涯の伴侶

を得ると、終生その連れ合いと子供に

対 して誠実である。夫婦には普通 ３頭

から８頭の子供がお り、親は子供が完

全に成長す るまで愛情をもって育てる

が、子供が成長して も親子関係がその

まま続 く場合がよく見られる。また、

家族の中で １頭で．もわなにかかったと

すると、身内の狼はわなの所に戻ると

いう習性 を持 っている。 ある雌の狼は

１６日もかかって連れ合いがわなにかか

った場所に引 き返し、とうとう最後に

はその狼自身もわなにかかってしまっ

たとい う。狼は子供 には忍耐強いが、

逆 らう子供を甘やか しはしない。狼は

穏和な動物であ り、仲間同士で争うこ

とは滅多にない。

合衆 国魚 類お よび野生 動物 協会 で４４

年 間 を過 ご し、 その 多 くを狼 の追跡調

査 に費や したス タンレー ・ヤ ングは次

の よ うに書 いて いる。

「北 アメ リカ全土 に生 息する食 肉動 物

の中で最 も頭の よい狼 （犬属 ）に 、私

が関心 と尊敬 と、果 ては愛 を も抱 くよ

うになったの は５０年 前か らである。」

（Ｔゐｅ Ｌα鉱 ヅ 伽 Ｌ・駕 ｒｓ 〔ニ ュー ヨ

ー ク ・マ ク ミラン社 １９７０〕 Ｐ
．３０５）

狼の こ とを詳 しく知 るにつれ て、私

は狼の遠 吠えが私 た ちの人生 と非常 によ

く似て いる ことを確信す るよ うになっ

た。私た ちは よ く知 らないために 人や

物事 を恐れ るこ とが 多 ぐあ る。

確 かに 、ヤ ゴブ も長 い間行 方の知れ

なかった 自分の 息子に会 いにエ ジプ ト

の地に下 って行 くことを恐 れた。ベ エル

シバ で主はヤ コブに言ってお られ る。

「わた しは神
、あな たの父の神で ある。

エジプ トに下 るの を恐 れて はな らな い。

わ た しはあそ こで あなた を大 いなる国

民にす る。」 （創世 ４６：３） イサ クが 誕

生 す る前 に も主はア ブラハ ムに こ う言

われ た。 「ア ブラハム よ恐 れては な ら

ない。わた しは あなたの盾で ある。」（創

世１５：１）
ゼゾ

主 が この大 いなる血統 を私 たちに与

えて下 さった理 由のひ とつ は、私 た ち

に恐れ を捨 て させ よ うとされ たか らで

あろ う。 「神 の栄光 は英智な り」 （教

義 と聖約９３：３６） とあるか らで ある。

人 を恐 れるのか。で は 、主 につ いて

もっ と知 ろ うでは ないか。 癌が恐 ろ し

い。 では癌 につ いて もっ と知 ろ うでは

ないか。 そ して癌 と闘お うではな いか。

死が恐 ろ しい。 それでは永遠 について

さ らに学 ぼ うではないか。

３６５
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モルモ ン経は

神のみ言葉
十二使徒評議員会会長

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ヘ ン ソ ン

私 は今 日、極め て重要 なテー マに基

づ いて話 したい と思 う。私 たち末 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教 会の会 員は、モ

ルモ ン経 を神の み言葉 である と信 じて

いる。 （信仰 箇 条第 ８条） 神 はその よ

うに宣言 して お られ、モル モン経の記

録者 た ち も、モルモ ン経の 見証 者た ち

もその こ とを宣 言 して いる。 また 、モ

ル モ ン経 を読 んで、それが真 実の書物

であ るとい う啓 示 を神 か ら受 けた人々

もみなその よ うに宣言 してい る。

教義 と聖 約第２０章の中で、主 は、「モル

モン経 を翻訳す るため に天 よ り能力 を

彼 （ジ ョセ ブ ・ス ミス） に与えた り。

この書の 中には…∵・イエ ス ・キ・リス ト

の完 全な る福 音 を載せ た り。 また この

書 は霊感 によ りて与 えられ ……」（教義

と聖 約２０：８－１０） と告げ てお られ る。

予言者 であ り、モル モン経 の記録者

のひ と りであったニー ファイは、 この

書物 には 「キ リス トの 言葉」 が記 され

てい る と証 してい る。（ＩＩニー フ ァイ３３

：１０） また最後 の記録者 であ るモ ロ

ナ イ も、「これ らの こ とが真実 であ る」

３６６

と証 を述べ てい る。（モ ロナ イ７：３５）

この現代 に、天使 として神 か ら遣 わ

され、三人の見証者 にこれ らの古代 の記

録 を見せ た人 こそ、ほか な らぬ このモ

ロナイで ある。 三人の見証者 の証 言 も

モルモ ン経 中に記 されて いる。「われ わ

れ は神 の御声が 明 らかに告 げた もうた

か ら、神 の賜 と能 力に よっ てこの記録

が翻 訳 され たこ とも知って いる。 それ

で あるか ら 、 わ れ わ れ は この経 典 が

真理 で あるこ とが確 に解 るのであ る。」

神 の指示 を受 けて この記録 を翻訳 し

た予言者 ジ ョセブ ・ス ミス も次の よ．う

に．証 している。「モルモ ン経 は この地 上

にお いて最 も正確 な書物 であ り、私 た

ちの宗 教 のか な め 石 であって 、人が そ

の教 えに従 って最 も神 に近づ くこ との

で きる書物 であ る。」（Ｈ競 ｏｒ〃 ｏノ 丁舵

Ｃんπγｃん ｏノ’」θ８π５Ｃんγ∫ｓ置ｏノ五α髭ｅケ。

ぬ 〃Ｓα嬬 ３「末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教 会歴 史」，４：４６１）

モル モン経 は今 日の私 た ちの ため に

書かれ た もので あ り、その著者は神 で

あ る。 これは堕落 した民の記録で 、神

よ り霊感 を受 けた人々が今 日の私 たち

に恵み を もた らす ため に編纂 した もの

で ある。 当時の民が この書 物 を読む こ

とはなかった。 なぜな ら、 これ は私 た

ちの ために備 えられ た ものだか らであ

る。

古代の予 言者 モル モンは、何世 紀 に

もわた って 、書 き留 め られて きた記録

をつづ め書 き してこの書 物の も ととな

った記録 を作 った。 その ため この書物

は彼の名 にちなんでモルモ ン経 と呼 ばれ

て いる。初 めか ら終 りに至 るまですべ

ての こ とを御存知で ある神 は 、今 日の

私 たちが心要 とす る事柄 をモルモ ンに

告げ 、それ をそのつづめ書 きの 中に入

れ させ た もうたので あった。 やが てモ

ルモ ンは、最後 の記録者 であ る息子 モ

ロナ イにその記録 を託 した。 そ して モ

ロナ イは、１，５００年以上 も前に書 きなが

ら、今 日の私 た ちに対 して次の よ うに

述べて いる。「見 よ、私 はあなた たちが

今 目の前 にあ る・かの よ うに話 して いる

が、本 当はあなたた ちは まだ生れ ない

のであ る。 しか し、 イエ ス ・キ リス ト

が前以 てあなたた ちを私 に見せ た もう

たので あなたた ちの 行 いが今私 に解 る

のであ る。」（モルモ ン８：３５）

モルモ ン経が世 に現 わされた 目的 は、

表 題の 頁に ある ように 、「ユ ダヤ入 と異

邦 人 とに イエ スは永遠の神 なるキ リス

トに ま しま して、万国の 民に現われ た

もう こ とを確信 させ る」 こ とであ る。

モルモ ン経 の最：初 の記録者 であ る予

言者 ニーフ ァイは こう語 ってい る。「私

が一心 に志す ところは 、すべ ての人が

アブラハムの神 、イサ クの神 、ヤ コブ

の神 の ところへ きて救わ れるこ とを、

か れ らに説 いて信 じさせ るこ とであ る。

それで あるか ら、私 は俗世 間に喜ば

れ ることを書か ないで 、神 と俗世 間の

仲 間でな い者 を喜 ばせ るこ とを書 く。

であ るか ら、私 は私 の子孫 に人間に

とってね うちの ない こ とでこの版 をふ

さいではな らぬ と命 じよ う。」 （１ニー

フ ァイ６：４－６）

モルモ ン経 はふたつの方法 を もって

人々 をキ リス トの もとに導 いてい る。

そのひ とつ は、キ リス トとその福 音に

つ いて率 直 に告 げる方法で ある。 モル

モン経 はイエ ス ・キ リス トが神 であ り、

私 たちには贈 い主が必要 で あ り、 また

主 に信 頼 を置 くこ とも必 要で ある こと

を証 して いる。 さ らにモルモ ン経 は、

堕 落 と腰罪 と福音 の第一 原則 につ いて

も証 して いる。 その中に は、へ り くだ

りたる心 と悔 いる精神 を持 つ こ とと、

みた まに よって生 まれ るこ との必要性

も説か れて いる。 また 、私 たちは正義

を守 って終 りまで堪 え忍 び、聖徒 とし

て徳高 い生活 を送 らなければ な らない

と、モルモ ン経 は告 げて いる。

第 ２は、 キ リス トの敵 をあば く方法

である。 モルモ ン経 は偽 りの教義 を打

ち破 り、争論 を鎮め る もので ある。（ＩＩ



ニー フ ァイ３：１２参 照） またそれは 、

謙遜 にキ リス トに従 う者 たちが、今 日

の悪魔の企 てや 戦略 、その教 えに頑強

に対 抗で きるよう力を与 える もので あ

る。モル モン経 中の背教者 の タイプは、

今 日の それ に よ く似 てい る。 私 たちが

誤 りを見抜 き、今 日の誤 った教育や政

治 、宗教 、哲学等の概 念 といか に戦 っ

た らよいかその方法 を知 るこ とが で き

るよ うに、神は実 に無限の先 見の明 を

もってモルモ ン経 を備 え られ たのであ

る。

神 は私 た ちに 、モルモ ン経 をいろい

ろに活用す るよ う期待 してお られる。

私 たちは祈 りの 気持 ちをもって丹 念に

読む と同時 に、読み なが らこの書物が

神の備 え られた経典 か 、それ と も無学

な若者 の創作 に よる ものか、深 く思 い

め ぐらす こ とが大切 であ る。 そ してこ

の書物 に書 かれて いるこ とを読み 終え

た ら、モロナ イが勧め てい るよ うに、

これ らの言葉 を試 してみなければ な ら

な い。

「またこの記録 を受 け る時
、それが

真実 な ものか どうか をキ リス トの御 名

に よって永遠の父 なる神 に問 え。 もし

誠心誠意 でその上 キ・リス トを信 じなが

ら問 うな らば、神 は聖霊 の力に よって

この記 録が確かな もので あることをあな

たたちに示 した もうにちがいな い。」（モ

ロナ イ１０：４）私 はモ ロナ イの勧め に従

ってみ た。 その こ とであなた方 に証 し

たい。 この書物 は確 かに神が備 えられ

た ものであ り、まこ とに真 実の もので

ある。

私 た ちは また、福 音の教 えの 基 とし

て モルモ ン経 を使わなければ な らない。

教義 と聖約第４２章 で、主は次 の ように

言ってお られ る，「また当教 会の長老 、

祭 司お よび教 師たちは……完全 なる福

音 を載せ たるモルモ ン経 とに誌 された

るわが福音の 原則 を教 うべ し。」 （教義

と聖糸勺４２：１２）

モル モン経 を読み 、それについて教

え る ときには、その聖 句が 「私 たちの

学 問の利益 にな るように一、見立て る必

要 があ る。 （１ニ ーフ ァイ１９：２３）

また 、教会 に反対す る人々に対 処す

る ときに も、モルモ ン経 を使わなけれ

ばな らない。 父な る神 とその御子 イエ

ス ・キ リス トは 、驚嘆すべ き示現の う

ちに、 ジ ョセ ブ ・ス ミスの もとを訪れ

た もうた。 その栄 えあ る出来事 の後、

ジ ョセ ブ ・ス ミスはその こ とをひ と り

の牧 師に語 った。 ところが驚 いたこ と

に 、その牧師は 、今 の時代に示現 だの

啓示 だの とい うよ うな ことは ない、 こ

の ようなこ とはすべ て過去 の ことだと

言 って、ジ ョセ ブ ・ス ミスをあ ざけっ

たのであっ た。（ジ ョセブ ・ス ミス２：２１

参照 ）

この言葉は 、非教 会員や異論 をもつ

会 員が教 会に対 して投 げかけ る反論 を

象徴 す るもの であ る。 言 い換 えれば彼

らは、神が予 言者 た ちを通 して今 日も

教 会にそのみ こころ を示 され る とい う

事実 を信 じていないので ある。堕 胎で

あ ろうが、 多妻結婚 で あろ うが、 ある

いは安 息 ロの曜 日の 問題 で あろ うが、

反論 を招 くものはすべ て基本的 に、ジ

ョセブ ・ス ミス とその後 継者が実 際に

神か ら啓示 を受 け る予 言者か否か とい

う点に帰着 す る。次 にモルモ ン経 を使

って 、多 くの反論 を どの ように処理す

れば よいか 、その手順 を示 そ う。

まず第 １に 、反論 されて いる事柄 に

っ いて理 解す る。

第 ２に、啓示か らその答 えを出す。

第 ３に、その 答えが どれほ ど正 しい

もの であ るかは 、啓示 が現代の予 言者

を通 じて与え られ るか否かにかか って

いるこ とを示す。

第 ４に、現 代の予 言者 と啓示の有無

は、モル モン経が真実か 否かにすべ て

がかか っている ことを説 明す る。

従 って 、反対 者が解決 しなければ な

らな い問題 はただ一つ 、モルモ ン経が

真実 か否かで あ る。 もしモル モ ン経が

真実 の書物 であ るな らば 、イエスはキ

リス トで あ り、ジ ョセブ ・ス ミスは予

言者 であ り、また末 日聖徒 イエ ス ・キ・

リス ト教 会は真の教 会で あって、 この

教会 は今 日予言者 が啓示 を受 けて導い

て いるこ とに なる。

私 たちの主 要 な務 め は福 音 を宣 べ

伝 えるこ とで ある。 しか も、有効 に宣

べ 伝 えるこ とで ある。私 た ちはすべ て

の反論 に答え る義 務 はない。 人はみ な

信仰 を もって物事 を決 しなければ なら

ない状 態 にいつかは置かれ る。 その と

き彼 は何事 も自分 自身 で決 しなければ

な らな い。ニー ファイは次 のように語 っ

てい る。「あなたた ちが も しもこの言葉

がキ リス トの 言葉で ない と思 って も、

終 りの 日に なってキ リス トは能 力 と大

きな栄光 とを以て それ がキ リス トの言

葉で あるこ とをあ なたたちに認め させ

た もう。 その ときに あな たたち と私 と

はキ リズ トの法廷 で対面す る。 そ うす

れば 、あなたた ちは私が弱 い者で ある

のに これ らの事 を書け とキ リス トか ら

言われ たこ とを知 るであろ う。」 （ＩＩニ

ー フ ァイ３３：１１） 人はみ な
、神 か ら責

任 を問われ るの を知 って 、 自らを裁 く

にちがい ない。

モル モ ンは 「イ ス ライ ル の 家 に属

す る……民の旗」 とな り、その 言葉は

「世 界の隅々 まで も響 き」わ たる と主 は

告 げてお られ る。（Ｈニー フ ァイ２９：２）

私 たち教 会貝は 、特 に宣教 師は 、この

モルモ ン経 を世 界の隅 々 まで も響 きわ

た らせ 、証す る者 とならなければ なら

ない。

モルモ ン経 は私 たちの掲 げ る偉大 な

旗 で ある。 それは ジ ョセブ ・ス ミスが

予言者で あった ことを示 し、キ リス ト

のみ言葉 を告 げ るもの である。 そ して

モルモ ン経 の もつ大 きな使 命は 、人々

をキ リス トの もとに導 くこ とで ある。

その他 の事 柄 はすべて 第二義 的 な もの

である。「あな たはキ リス トにつ いて も

っ と知 りたいです か」 とい うの が、モ

ル モン経の黄金 の質問で ある。 モルモ

ン経 によって立派 な求 道者 が見つ かる。

それに は「俗世 間に喜ば れる こと」は書
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か れていない。従 って 、世俗的な生

活を追 う人々はモルモン経に関心を示

さない。 この書物は実に人々をえ りわ

ける大 きなふるいである。

モルモン経の教義 と教 えを一生懸命

に学び、またこれを誠実に伝道の業に

用いている人は、ユダヤ人と異邦人 と

レーマン人に私たちの告げるメッセー

ジが真実なものであることを確信 させ

るために、神がこの書物を伝道の道具

とじて宣教師に与えておられることを

その心に強 く感 じるにちがいない。

ところが私たちは、十分にモルモン

経を活用 していない。 もしも私たちが

それを用いて子供たちをキ リス トの も

とへ導かなければ、家庭は堅固なもの

とならないだろう。 また、この書物 を

使って社会主義や進化論、合理主義 、

人文主義などの中に見られる偽 りを明

らかにし、それに対抗するすべ を知 ら

なければ、私たちの家族は世の流行や

教えに打 ち負かされてしまうか もしれ

ない。宣教師はモルモン経を携えて宣

べ伝えなければ、耳を傾ける者はいな
いだろう。この教会で得 られる社交に引

かれ、あるいは倫理や教養や教育が き

っかけとなって教会に入ってきた改宗

者は、モルモン経に記 されている完全

な福音にまでその根を下ろさなければ、

真昼の 日の光に枯れ しぼんで しまうこ

とだろう。 またモルモン経を旗 として

掲げなければ、福音を教えるクラスは

霊的に満たされないところとなって し

まうであろう。 さらに、イエス ・キリ

ス トのみ言葉を読んでそれ を心に留め１

秘密結社が生まれ存続 しないように努

めない限り、国家はしだいに衰退する

ようになる。モルモン経が告げている

ように、過去のアメリカの文明は秘密

結社のために滅びたのであった。

かつてある宣教師たちは、伝道の帰

途、モルモン経を軽々しく扱ったため

に、教義 と聖約第８４章にあるように、

主の叱責 を受けた。そうした行為の結

果、彼 らの心は暗 くなっていた。主が

語っておられるように、モルモン経を

軽んじる行為は、全教会を、またシオ

ンの子らをさえ呪いの下に置いたので

ある。続いて主は言っておられる。「さ

れば人々悔い改めて、新なる誓約すな

わちモルモン経 と先にわが与えたる以

３６８

前の 誓約 とを思 い起 こ して、 ただにこ

れ を口にす るのみな らず 、またわが誌

した る所 に従 いて これ を実行 す るまで

依 然 この咀 いの下 に あるべ し。」 （教 義

と聖 約８４：５４－５７参 照）私 た ちは今 な

お この呪 いの 下に と どまってはい ない

だろ うか。

モルモ ン経 を読む人 は、伝 道に 出た

い とい う気持 ちを抱 くにちが いな い。

現在 私 たちは もっ と多 くの宣教 師 を必

要 と して いる。 しか し同時 に私 た ちが

必要 としてい るのは 、モル モ ン経 につ

いて よ く知 ってお り、それ を愛読 して

い る人々 の所属 す るワー ド部や 支部や

家庭 か ら出る、 よ く準備 の整 った宣教

師で ある。 この ような宣教 師がモルモ

ン経 を携 えて集会 を開 き、福 音 を教 え

る、大 きなチ ャレ ンジ と準備 の 日は間

近 に迫ってい る。私 た ちは福 音の メッ

セー ジを宣べ伝 え るにふ さわ しい宣教

師 を必要 としてい るので ある。

全 くの ところ、結果 は私 たちがモル

モ ン経に どの よ うに応 じるか にかかっ

て い る。 主は言 ってお られ る。「信仰 を

してこれ を受 け入れ義 しき行 為 をなす

人々 は永遠 の生命の栄冠 を受 くべ し。

され ど信ぜ ず して心 を頑 固に し、こ

れ を受 け入れ ざる人々 はこの こと己れ

らが罪せ らる る所 以 となるべ し。

何 となれ ば、 これ を主 な る神 語 りた

まいたれば な り。」 （教 義 と聖 約２０：１４

－１６）

「９モルモ ン経 は真 実の書物 だろ うか
。

然 り。

それはだれの ため の書物 だろ うか。

私 たちのための ものであ る。

その 目的は何か。 人々 をキ リス トの

も とに導 くことで ある。

それ は どの よ うに して行 なわれ るだ

ろうか。 キ リス トにつ いて証 し、キ リ

ス トの敵対者 をあば く。

私た ちはモルモ ン経 を どの よ うに使

え るだ ろ うか。 この書物につ いて証 し、

これ を使 って教 え、 これ を旗 として掲

げ、伝 え広 め る。

私．た ちは この こ とを行 な って きただ

ろ うか。 まだ まだ十分 では ない。

永遠 の結 果は 、この書物 に対す る私

た ちの態度 にかか っている と言 えるだ

ろ うか。然 り、祝福 も呪 い もそれにか

か って いる。

◎

末 日聖 徒 はす べ て 、生 涯 この 書物 を

学び続 けるべ きであ る。 さ もなけれ ば、

自らの魂 を危険に さら し、霊 的かつ知

的な一 致 を もた らす もの をなお ざ りに

してい るこ とにな る。確か に、モルモ

ン経 を読ん でキ リス トの岩 を基に して

立 ち、鉄の棒 を しっか り握 ってい る改

宗者 と、そ うでない改宗者 との間には

大 きな相 違が ある。

四半世 紀前 、ある教 会幹部が この タ

バナ クルで次の よ うに語 った。「冠が弁

護士 を開業 しよ うとした ときの こ とで

ある。私 の家族 はその ことをあま り快

く思わ なか った。私が信仰 を失 うので

は ないか と恐 れ たか らであ る。私 は弁

護士 として働 きたか ったが、 それ以上

に 、自分 の証 を保 ちたい と思 って いた。

そ こで ち ょっ とした実行計 画 を立 てた。

あなた方 もこれ を行 なってみた らいか

がだ ろ うか。 その計画 とは、毎朝一 日

の仕事 を始め る前に 、３０分 間モルモ ン

経 を読む とい うもの だった。 …… こ う

して私 は一 日の うちの わずかな時間 を

割 いてモル モン経 を読み 続けた。 そ し

てそれ は ９年 間続 いた。 こうして私 は、

モルモ ン経 に書 かれ てい る事柄 に調和

した生活 を送 って いれ ば、主のみ たま

との調和 を保 つ こ とが で きるこ とを知

っ た。」（Ｃｏη∫ｅγｅηｃθＲｅｐｏ７言「大会報

告」 ，１９４９年 ４月 ，Ｐ．３６）モルモ ン経 は、

いか なる ものに も劣 らず 、私 を主 のみ

たまに近づ けて くれ る。 先に引用 した．

幹部 は、マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニー副 管

長 である。私 は彼の考えに共感 を覚 える。

次に 、私 たちはモルモ ン経 にっいて

何 を語 らなけれ ばな らないだろ うか。

この書 物 は真実 の書 物で ある とい う 自

分 の証で ある。私 は この こ とを、 自分

が今 生 きて いる ことを知 ってい るよ う

に確 かに知 ってい る。かつ て予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスが言 ったよ うに、私 た

ち も言 うの であ る。「私 は兄弟 た ちに 、

モルモ ン経 はこの地 上に おいて最 も正

確 な書 物で あ り、私 たちの宗教 のか な

め石 で あって、人が その教 えに従 って

神 に近づ くこ とので きる書物 であ る と

語 った」 と。

このかなめ石 につ いて知 り、 これ を

使 い、 もっ と神 に近づ くこ とが で きる

よ うに 、イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ

って祈 る。アー メン。
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モルモ ニスムの

真髄
七十人最高評議 員会会員

ハ ー トマ ン ・レク タ ー ・シ ュ ニ ア

私たちは今、ほ とん どの人が物事の

確証をつかんでいない世の中に生きて

いる。世 界はひとつの理論か ら他の理

論へ と飛んで行 くことを楽 しんでいる

ようであるが、つい昨日には世界の希

望であると考えられ、また思われてい

た理論が今日には世 の害悪 となること

が しばしばある。妊娠中の不快感を抑

えるのに使用される奇跡の薬は、奇形

児を生む原因となることが認められた。
「戦争 を終結するための戦争

」が新た１

な戦争 を引き起こすだけに終わってい

る。．私 たちは絶えず新 しいプログラム

を作 り出してはその中に解答を求めて

いるようである。 しかし、そこに答え

を見出すことはできない。私たちは寿

命 を延ば し、若 さを保ち、苦痛を止め、

疲労 を取 り去 り、労働 を廃止するため

の妙薬 を捜 し求めているのである。 ．

当然のことであるが、物事の真実の

姿を理解しているならば、私たちが免

れようとしている事柄 こそ必要なもの

であることが８かる。苦痛は欠 くこと

のできないものである。 「彼は……さ

まざまの苦 しみによって従順を学び」

とある。（ヘブル ５：８） 熟睡を誘 う

ほどよい疲労は実に心地良いものであ

る。労働⑳素晴らしさはい くら強調 し

てもし過 ぎることはないだろう。困難

な仕事 を首尾よく成 し遂げたときの満

足感は、私たちが現世で味わ う最高の

ものである。 自分が長年かけて努力し

てきたことをふ り返 り、今 までの豊富

な経験かち人生の悟 りが開けたことを

実感 として味わうとき、晩年はその人

にどって、まさに豊饒の時 となるであ

ろう。

そう、私 たちの社会は、幸福 をつか

もうとして幻想か ら’幻想へ と飛び回る。

新 しいプログラムにはかない望みを抱

きなが ら。 しか しどのようなものであ

れ、プログラム 自体に魔法の力はない。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は、

今 日多方面で大 きな関心 を持って見ら

れている。「ナショナル・ジオグラフィ

ク」（１９７５年 ４月、ＰＰ．４４０－７３）の『聖

徒たちが歌 い進むとき』の記事は、こ

の教会の様子をほぼ事実通 りに伝えて

いる。 また、私 たちの教会への賛辞の

最たるものは、他の教会が私たちの教

会のプログラムをまねているというこ

とである。家庭の夕べのプログラムは

他の教会が手本 としているし、同じテ

キ・ス トを使っている教会 さえある。彼

らには、同一のプログラムを用いれば

同 じ結果が得 られると思っているふ し

がある。そのようには行 かないだろう。

末 日聖徒イ．エス ・キ リス ト教会の真髄

俵そのプログラムにあるのではな く、
．ｉ撫義藤あ．るからである。

私にｉ甑 ２６年以上にわたって組合教

会の牧 師を してい る非常 に立派な友 人

が いる。彼 は、かつてニ ュー ヨー クの

ロン グア イラン ドで最：も信者 の 多い教

会 を所有 していた入で ある。』彼 は ソル

トレー ク ・シテ ィー を訪問 し、 また 自

宅 に末 日聖徒 の宣教 師の訪 問 を受 け る

こ とに よって、末 日聖徒 につ いて よ く

知 る ように なった。 彼 は教会 の素 晴 ら

しさに大 いに感銘 を受け たが 、 それ は

主 として 、そ うしたプ ログラム を通 し

て得 られ た成果 を見たか らであ る。 そ

こで彼 は この プロ グラム を借用 して 、

自分 の教会 に採 り入れてみ ようと考 え、

実行 に移 してみ たが、 うま くゆかな い

こ とに気づ いた。 彼は その こ とを私 に

次 の ように話 して くれた。
「モルモニ ズムの真 髄は その教義 に

あって方法に あるのではな いこ とと、

教会 にみな ぎる活気 は、啓示 に よって

授 け られ たイエ ス ・キ リス トの 回復 の

福 音に対 して 、それ にふ さわ しい生活

を しようと教会 員が決心 す る ところに

生 まれ るとい うことに気づ いた とき、

少 なか らず動揺 した。 モル モニ ズムの

実 はその真 髄 をつ か まず して得 るこ と

がで きないということは明 らか だ。」（ジ

ョン・Ｆ・ハ イデ ンライヒ ∫孟ηα野 Ｃん一

一αηｇｅｙｏ解 一Ｌガｅ 「人生 を変 える教 え」）

私 は、今 日同 じこ とを試み てい る入

々が 、最：終的 には私 の友 人 と同 じ結論

に到達 する と確信 してい る。家庭 の夕

べ 、若 人の活動 、ヤ ングア ダル ト、建

築 、福祉 、扶 助協会 、それ ぞれ のプロ

グラム は、他 の教会 に何 も もた らしは

しな い。他 の教 会の発展 に寄与す るこ

とは ないのであ る。 それは驚 くべ き力

がプ ログラム 自体に はな く、教義 にあ

るか らである。 私 たちは他 の教会 のプ

ロ グラム設定 を援 助す るこ ともできる

が、その成功 を保 証す るこ とはで きな

い Ｑ

神 と私 たちの関係 につ いて正 しい理

解 と証 を持つ こ とは 、末 日聖徒 イエス

・キ リス ト教会 のプ ログラム にお いて

成功へ の土 台 とな るもの であ る。 プロ

グラムは、入が どこか ら来 て、なぜ こ

こにい るのか 、そ して現世 を終え た後

どこへ行 くのか を知 って いる人々に と

ってのみ、主の霊感 を受 け た もの とな

る。つ まり、 これ らの人々は証 を持 っ

て いる人であ る。言 い換 えれ ば、神 が
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私 たちの天父 であ られ るこ とを知 って

いる人は、私 たちが 天父の形 に造 られ

た神 の息子、娘 である ことを知 ってい

る。 また、神が私 たちの天 父であ られ

るか らこそ、私 たちは神 を天父 と呼 び、

さらに は神 に似た者 となれ るよ う天 父

に助け を求 め るの だ とい うことを知 っ

て いる。子 は親の よ うにな るこ とを知

って いるか らであ る。

証の ある人は御子 イエ ス ・キ リス ト

が私 た ちの長 兄で あるこ とを知 って い

る。 イエ スは神 で ある。 しか しなが ら

イエス は御 父ではな く、神 の御 子で あ

り、全 人類 の救 い主、贈 い主であ る。

そ して神 と人 との仲 保者 なのであ る。

これには不可思議 な こ とや神秘 的な こ

とは全 くな く、 またい ささか の混乱 も

ない。

証の ある人は、天父 なる神 が今 日こ

の地上 にお いて私 た ちを導 きのない状

態 に放置 してはおかれ ない とい うこ と

を知 って いる。 そ して 、主 のみ言葉 と

み 旨、み こころ を子供 たちに啓示する

生 け る予言者 が与 えられ ているので あ

る。

証の ある人は 「あ らゆる人々主な る

神 すな わち世 の救い主の名 に よ りて語

る」 こ とが 、天父の望み た もうことで

あ るこ とを知 って いる。 （教義 と聖約

１ ：２０） 従 って、天父 はこの地 上に お

いて御 自身に代 わ って働 く権能 を再 び

人間に与 えた もうたの であ る。 そし，て、

神 権 と呼 ばれ るこの権能 に よって 、人

はバ プテスマ を施 し、聖霊 の賜 を授 け

るため に手 を按 き、病 人 を癒 し、悪霊

を追 い出 し、新 しい言葉 を語 るこ とが

で きる。 すな わち、イエスが言 われ た

よ うに、信 じる者 には しる しが伴 うの

であ る。 （マル コ１６：１７－１８参照 ）

また証の ある人は、神権 と呼 ばれ る

この同 じ権能 に よって 、男女 は死がふ

た りを分かつ まででは な く永遠 にわ た

って結ばれ る とい うこ とを知 って いる。

なぜ なら、地上 でつ な ぐこ とは天に お

いて もつ ながれ るか らであ る。（マ タイ

１６．：１９参 照） 男も女 も子供 も、 これ ら

の真理 をただ単に信 じるの でな く聖霊

によって心に深 く刻 み込 まれ る とき、

主が光 と知識 と経 験の うちに子供 た ち

を成 長 させ るべ く、この地上 にお いて

定め た もうたプロ グラムは、不 死不滅

３７０

隆

と永遠の生命に至る道にあって人の心
１に重大な影響を与えるもの となるので

ある。

プログラムはそれ自体では進行 しな

い。人が動かすのである。まさにマッ

コンキー長老が語 られたように、すべ

てのプログラムには犠牲が伴 う。私た

ちは神の目的 とされることを地上の子

供たちにもたらすために、特に望 まな

いことをも永遠にわたって行なわなけ

ればならないように思われる。地上に

あってもどこにあって も、主のプログ

ラムを成功に導 く真の鍵は 「犠牲」な

のである。

予言者ジョセブ ・ス ミスは次のよう

に語 っている。 「神が人間を永遠の生

命を得る存在 として定め られたのは人

間自らの犠牲によるのであり、それ以

外にはない。人は、この世の ものをす

べ て犠牲に して初 めて 、 自分 が神の 目

か ら見て喜 ば しい こ とを行 な って いる

と知 るこ とがで きる。

イエス ・キ リス トにつ いて知 るこ と

の素 晴 ら しさに比 較 して 、その他のす

べ ての もの 、すなわ ち、名声や 名誉、

他 人に よ く思 われ ること、家 、土地、

兄弟 姉妹 、妻や 子供 、 そ して 自らの命

さえ もど うなって もか まわ ない と考 え

る人に とって は、神 のみ こころ を行 な

ってい る とただ考 え るだけ では不 十分

なのであ る。 明らかな知識が必要 であ

る。 さらに、 これ らの苦 しみが 終わっ

た ときに永遠 の休 息 に入 り、神 の栄 光

にあずか る とい う実感 を持つ必要 が あ

る。 （Ｌｅｃ加７ｅｓｏπＦα漉 「信仰 講話」

Ｐ．５８）

末 日望徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の教

義 は、あなた方 を決 して受 け身の立場



には置かない。ジョセブ ・ス ミスは天

父なる神 と御子 とにまみえ、言葉を交わ

し、全人類のために戒めを受けた。 ま

た、神から遣わされた天使 モロナイは

ジョセブのもとを訪れ、古代の記録が

刻まれた金版 を授けた。その中には、

南北アメリカ大陸の古代住民にイエス
・キ リス ト御 自身が語られた完全なる

福音が記されている。さらに、１８２９年

５月１５日、バプテスマのヨハネがこの

地上を訪れ、バプテスマを施す権能 を

回復 し、それは神のみこころにかなう

ものであった。ペテロ、ヤ コブ、ヨハネ

は地上にメルケゼデク神権 を回復 した。

これは、あらゆる儀式を執 り行ない、

地上において結び固めを行なう権能で

ある。 こうして、イエス御 自身が行 な

われたように、地上でつなぐものは天

においてもつながれる。 さて、今述べ

たこれ らすべての事柄が真実であるな

らば、すべての人がそれを知らなけれ

ばならない。なぜなら、それらはすべ

て神のあらゆる子供たちへの祝福 とし

てなされたものだからである。

末日聖徒 ３５０万人の多くは、上に述

べた主張が真実であることを証してい

る。そのような確証があるか らこそ、

神の生ける予言者からの指示に従 って

生 きようとするのである。予言者の家

庭の夕べ を開 くようにとの勧告に従い、

約５０万におよぶ末 日聖徒の家族は毎週

子供たちを共に集め、主の祝福につい

て語 り、また神 と隣人、そして家族同

士の愛について話 し合 う。 こうして家

族共々、慈愛に満ちた天父から祝福を

得られる生活をしようと努力するので

ある。

什分の一はアブラハム以前の時代か

ら今 日に至るまで、主のプログラムの

中で重要な位置を占めてきた。事実、

聖書にはこの永遠の原則を証明する聖

句が数多く含 まれている。従って、聖

書 を聖なる記録 として受け入れている

すべての教会は、この原則に従わなけ

ればならないはずである。 しかしなが

ら、末 日聖徒イエス ・キリス ト教会を

除いては、どの教会 もこのことを考慮

に入れていない。

なぜ １万 ９千名を越える若い男女が

伝道の召 しを受け て、家族のもとを離

れ、学校生活を中断 し、友入とも別れ

国々へ と旅立って行 くのだろうか。往

往 にして、彼らを取 り巻 く環境が敵意

に満ちたものであるというのに。確か

に、金銭的な報酬があるわけでもない

し（彼らは自費で伝道 している）、地位

や権威や世の賞賛を得 るためでもない。

ただ、回復 された真理のメッセージ、

すなわちモルモ ニズムの真髄 を天父の

子供たちに分かち合おうとしているの

である。私は尋ねたい。なぜ彼 らはそ

うするのだろうか。それは、彼 らが世

のあらゆる問題、特に人の心が冷やか

に．なるということに対 して答えを持っ

ていると確信 しているからである。

イエスが生きておられ、天から再び

語 られたことは福音であ り、良きおと

ずれである。主は再びこの地上を訪れ、

主の教会を完全．な状態で設立された。

それはまさにペテロの予言通 りである。
「だか ら、自分の罪をぬ ぐい去って

９

いただ くために 、悔 い改 めて本心 に立

ちか え りなさい。 それは 、主 のみ前か

ら慰 めの時が きて、 あなたが たのため

にあ らか じめ定め て あったキ リス トな

るイエス を、神 がっ かわ して下 さるた

め であ る。

このイエ スは、神 が聖 なる予 言者 た

ちの 口をとお して、昔か ら予 言 してお

られた万物 更新 の時 まで 、天 に とどめ

て おかれねば な らなか った。」（使徒 ３：

１９－２１） 『

確か に、末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会 のプロ グラム 自体 に 力や強 さがあ

るのではな い。 それ は教 義の 中に見出

せ るの であ るｐ 人は、モルモニ ズムの

真髄 をつ か まず して その実 を得 るこ と

は で きない。 その真 髄 とは、．証 で ある。

み たまが告 げ る証 である。 王国 の活動

を成功 に導 くの はプロ グラム ではな く、

神 につ いて、 また神 と自らとの関係 に

つ いて心 の中に燃 える ような確か な．知

識 を身 につ けた人で ある。 モル モニ ズ

ム．の強 さは ここに ある。

私は これ らの こ とが真 実で ある と証

す る。私 はそれ を知 ってい る。神 は私

た ちの天 父であ り、生 きてお られ 、祈

りを聞 き、祈 りに答 えて下 さる。 また、

イエ スはキ リス トであ り、生 きて ま し

ま Ｌ この教会 は真実の教会 で あるこ

とを証す る。 なぜ な ら、偉大 な予 言者

ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 してこの時代 に

地上 に主の教会 を再 び確 立されたの は、

主御 自身 だか らであ り、 また今 日神の

生け る予言者 をいた だいてい るか らで

あ る。

スペ ンサー ・Ｗ ’キンボー ルは 、ま

さ し く生け る神 の予言者 であ り、神の

王国であ る教会 において諸々 の事柄 を

決定 し、 この大会 において行 なった よ
ドロ

うに主のみこころとみ旨を宣言する。

予言者に従 うことにより、屈たちは

数 之切れないほどの恵み を受け、教会

のプログラムは進展することを証する。

なぜなら、教会のプログラムは人々に

天父や同胞に対する責任 を理解 させ 、

また人々は喜んでその責任を果たそ う

とするからである。 これはイエス ・キ

リス トが運営するイエス ・キリス トの

教会である。以上のことをイエス ・キ

リス トのみ名によって証する。アーメ

ン 。

３７１
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アメ リカ にお ける

キ リス ト

第一副管長

Ｎ ・エ ル ト’ン ・タ ナ ー

先 日、南アメリカの国々を訪れ、そ

の地の献身的な聖徒たちの信仰 と熱意

に触れ、同時にモルモン経の背景 とな

っている地にいるのだとの実感を味わ

って戻ってきた。そのこともあって、

今私はモルモン経について是非話 をし

たいという気持に駆られている。 この

書物には、古代のアメリカ大陸の住民

が織り成す歴史が記されている。

ブラジルのサンパウロとアルゼンチ

ンのブエノスアイレスにおいて催 され

た地域総大会で、みたまにあふれた数

々の会に出席 し、大勢の素晴らしい兄

弟や姉妹たちと交わった。そして、彼

らの純粋な信仰 と、主に仕 えてこの地

上に主の王国を確立 したいという大 き

な望 みに、強 く心を打たれた。

私たちの予言者であるキンボール大

管長が、彼らの中に立ったときに彼 ら

の示 した愛、そして大管長が、取 り巻

く人々に祝福 と助言を与えたときに彼

らの目にあふれた喜びの涙、これはま

ことに心温 まる光景であった。そのあ

り様を見ながら、私は、古代のニーフ

ァイ人 も復活した主の訪れを受けて同

じよ うな麗 しい経験 をしたに違 いない

と思 いめ ぐらしていた。主 は確 かに西

半球 に住 む他の羊 を訪 れた も うたので

あ る。 そして彼 らは主の羊 の群れ に入

り、主の福音 を説 き踏み行 な うひ とつ

の組 織 を与 え られたので あった。

その こ とは、モルモ ン教の 中で 、ニ

ー ファイ第三 書 と呼ばれ てい る箇所に

記 され てい る。 私は今 日、 この ことに

つ いて述べ たい。 しか しその前に 、モ

ルモ ン経 の存在が確 か であ り、必ず世

に現われ る とい うこ とを証 してい る予

言 を聖書 か らい くつか 引用 したい と思

う。

次 にあげ るの は、旧約聖 書のエ ゼキ

エ ル書 の言葉 であるら 「人の子 よ、あ

なたは一 本の木 を取 り、 その上 に 『ユ

ダおよび その友 であ るイスラエ ルの子

孫 のために 』 と書 き、 また一本 の木 を

取 って 、その上 に 『ヨセ ブおよびその

友 であ るイス ラエルの全家 のために』

と書け。・これはエフ ライムの木であ る。

あなた はこれ らを合 わせ て、一つの木

となせ 。 これ らはあなたの手で一つ に

な る。」 （エゼキエル３７：１６，１７）

この書 の内容か ら、これ らの木 は聖

書 とモルモ ン経 を指 す とい うこ とが わ

か る。 また 、モルモン経 が どの よ うに

して世 に現 われ たか知 ると、黙示者 ヨ

ハ ネの語 った言葉 の意味が よ く理解 で

きる。 すな わち、ひ と りの天使が実 際

に天’よ り下 り、モルモ ン経 の翻 訳前の

記 録 をジ ョセブ ・ス ミスに 渡 したので

あ った。 黙示 録には次の よ うに記 され

て いる。

「わた しは
、も うひ とりの御使 が 中

空 を飛 ぶの を見た。彼 は地 に住 む者 、

す なわち、あ らゆ る国民 、部族 、国語 、

、

民族 に宣べ伝 えるため に、永遠 の福 音

をたず さえて きて、大 声で言 った、「神

をおそれ、神 に栄光 を帰せ よ。神 の さ

ば きの時が きたか らであ る。天 と地 と

海 と水の源 とを造 られ たか た を、伏 し

拝 め。」 （黙示 １４：６， ７）

神 は世 の初 めか らすべ ての神 の子 ら

に関心 を示 して こられ たが 、今 日で も

同 じよ うに私 た ちに関心 を寄 せて お ら

れ る。 これ を確 証す る聖 句は た くさん

ある。従 って私 たちは、 この末の 日に

も神 は予 言者 を通 して絶 えず啓示 を下

し、私 た ちを導か れ ることを信 じて い

る。予 言者ア モスは こっ言 ってい る。

「まことに主 な る神 は、 その しもべで

あ る予 言者 にその隠れた事 を示 さな い

では、何事 を もな され ない。」 （ア モ

ス ３ ：７）

救い主 は次の ように語 っておられ る。

「わた しには また 、この 囲いに いない

他 の羊が あ る。 わ たしは彼 らを も導 か

ね ばな らない。 彼 ら も、わた しの声 に

聞 き従 うであ ろう。 そ して、っ いに一

つ の群 れ、ひ と りの羊飼 とな るであ ろ

う。．」 （ヨノ＼ネ１０：１６）

この ことか ら、救 い主が十字架 の刑

を受 けて復 活 した後 、予言 され てい た

しるしと驚異 の うちに西半球 の民 を訪

れた もうたわけは明 らかで ある。 それ

は、主 はこの世 において共 に暮 らした

民に、主の福音 を学び 、それに従 って

生 活す る機会 と特権 を与 え られ たが 、

この西半球 の民に も同 じ機会 と特権 を

与 えるため であ った。

この訪 れ を記 したニ ーフ ァイ第三 書

の記録以上 に 、神 と人 との交わ りを美

しくかつ 詳 し く記 した記 録は 、聖典 中

の どこを捜 して も見 出せ な い と思 う。

私 はこの記 録 を読む ようにすべ ての人

に勧 めた い。 そこには警告 の言葉 と、

美 しい教 え以外 の何 もの も見 出 し得 な

い。 これ らの警告 と教 えを受 け入 れ 、

これに従 って生 活す るな らば、世 の 入

々や 、 この よ うな生 き方 を求め て いる

人に、平安 と幸福 をもたらす上 で 、こ

れほ ど大 いな る働 きをす る ものはほか

にないで あろ う。 また 、聖書 では答 え

ることの で きない数 多 くの 疑問に対 し

て も、適 確 な解 答を得 ることが で きる。

ニー ファイ第三書は 、新約聖 書の ４

つの福音書 よ りも詳細 に、 多 くの知識
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を提供 して くれ る。 さらにそこには、

主 の教 義 と教 えが保 たれ てお り、主の

慈悲 深 い業が記 録 されて いる。 この理

由か ら、多 くの人々 はニー ファ イ第三

書 を 「第 ５の福 音書 １と呼 んでい る。

このニー フ ァイ第三書 は、キ リス ト

の誕生 を告 げ る予言の記事 で始 まる。

しか し、世 の始 めか らその時に至 るま

で 、また今 日にお いて も見 られ るよ う

に 、その予 言 をあざけ り、予言者の言

葉が成就す る時 はす でに過 ぎた と言 デ

者た ちが多か った。 そ して彼 らはある

一 日を定 めて
、その 日までに予言 され

た しる しが現 われ なければ、信 じる者

た ちをすべ て殺 すこ とにしたのである。

その ことでニ ーファイは 「熱心 に主

に祈 りを捧 げ た。１（ＩＩＩニ ー ファ イ １ ：

１２）それに対 して主 はニー フ ァイの も

とを訪 れ聖 な る予言 者た ちの告 げたこ

とが成 就す る時 は 、澗 近 であ る と答 え

られた。 こう してす べての しる しが現

われ 、新 しい星 が空 に出たので 、予 言

を信 じなか った者たちは 「地 に倒 れて

死 んだ ようになった。」 （ＩＩＩニー ファ イ

１ ：１６）ここに 私た ちの学ぶべ き第一

の教 訓があ る。つ ま り神 の予言者 の言

葉 は必 ず成就す るので ある。

しか し、民 は間 もな く、 自分 た ちの

経 験 したしる しと驚異 をすべ て忘 れて

しまい 、悪事 にふけ るよ うにな った。

そ して戦 いがあ り、ガデア ン トン強盗

団がお こ り、国が荒廃 し始め た。 その

ような 中で、正 義 を守 って主 を呼び求

め たニー ファ イ人た ちは彼 らの敵 を打

ち負かす こ とがで きた。 そ して 自分 た

ちの救 われた ことにつ いて神 を賛美 し

たの である。

記録 にある ように、彼 らは 「かれ ら

の罪や憎 むべ き行 いや みだ らな行 い を

ことご と く捨てて夜昼 熱心 に神 に仕 え

た。」 （ｍニー ファ イ ５ ：３） こ うし

て彼 らは栄えた。

「多 くの都市 が新 し く建 て られ、 多

くの古い都 市が修理 され 、都市か ら都

市へ 、地方か ら地方へ 、 また所 か ら所

へ行 く多 くの街道 が開通 された。」）ＩＩＩ

ニ ーファ イ ６ ：７， ８）

この よ うに 、モルモ ン経 の記 録は 、

この地方 に古代文 明が栄 えていた こと

を証拠立 てで い る。 学 問の ない一介の

若者が神の賜 と力 とに よって翻 訳 した

モルモン経は、現在科学が証明しつつ

ある事柄を、非常に詳細か つ生き生 き

と描写 しているのであるゐ

まことにこれは、この末の 日に世 に出

されるよう神のみ手によって守 られて

きた真実の記録である。

話をもとに戻そ％ 今 日の世 でもそ

うであるが、民は繁栄すると高慢にな

り、論争を始めた。そ してある者たち

は故意に神に逆 らった。この結果、わ

ずか ６年の間に民の大部分は邪悪に陥

って しまった そこでニーファイは伝

道を始め、勇敢に悔改めを説いた。

悔改めを説 くこと、これは神の予言

者の務めである。たとえ受け入れられ

な くても、行なわなければならない義

務である。民はニーファイに対して怒

ったが、彼は威勢 と大 きな権能 とをも

って教えと導きを与えた。
「ニーファイがその主イエス ・キリ

ス トを信ずる信仰 は非常に深 くまた固

かったから、天使たちが毎 日ニーファ

イに導 きと恵み とを与え……

ニーファイは、イエスの御名によっ

て悪鬼と汚れた霊 とを追い出し、その

上民のために石で打 ち殺 された自分の

兄弟 を蘇生させた。」（ｍニーファイ ７

：１８，１９）

その後再び、予言者たちの予言した

ように、キリス トが十字架にかか りた

もうたことのしるしが現われ、嵐や地

震、暗黒、雷、火がその出来事の証と

して起こった。 多くの都市が海中に没

し、山々が隆起し、地の全面にわたっ

てその様相が変わった。これは ３日間

続き、「ある所では民が 『この大きな恐

ろしい時が来ない前に悔い改めておけ

ばよかったものを。悔い改めておいた

ならば、わが兄弟たちは命を助け られ

て大 きな都ゼラヘ ムラで焼け死ななか

ったものを』と泣き叫ぶのが聞えた。

またほかの所では民が 『この大 きな

恐ろしい時が来ない前に、悔改め をし

て予言者 らを殺さず、石でこれを撃た

ず、また追 い出さなければよかったも

のを。 このようなことをしなかったな

らば、われ らの母や美しい娘や息子た

ちは命を助け られて、大きな都モロナ

イハ市で生 き埋めにされることはなか

ったものを』と泣き叫んでひどく悲し

む声が聞えた。 このように、民の歎き

とうめきとはまことに甚しくまた恐ろ

しいものであった。」（ＩＩＩ二己ファイ８

：２４，２５） ｇ

明らかにこれもひとつの教訓である。

過去の歴史を見 ると、予言者 を拒み、

邪悪な行 ないを悔 い改めようとしなか

った者たちは惨禍 を被 り、予言者の警

告 を心に留めなかったことを嘆 き悲 し ‘

み、後悔 している。御存知のように、

主の使徒たちも、神の王国を築き、民．

を悔 い改めさせて幸せな生活に入 らせ

ようと努めたというだけで迫害を受け、

石で撃たれたのである。

今 日の世の人々は、神の予言者の言

葉を拒んでいる。人々は戦争を繰 り返

しているが、そのことで嘆 き悲 しむ出

来事が地の面 を覆ってい るとは言えな

いだろうか。 また、若人が義の道 をそ

れて、アルコールや タバコ、幻覚剤、

その他禁 じられたものに手を出した結

果苦 しみに陥 り、悲劇 を被 っているこ

とを、また彼らがいつ も気ま ぐれな行

為に走っていることを、大勢の人々が

嘆いてはいないだろうか。現在の社会

に存在している不法行為を、いかに多

くの人々が悲 しんでいることだろ う。

私たちは、姿を消した古代文明のよう

にならないために、過去の歴史から得

た教訓を心に留める必要がある。

キ リス トはこのことを古代のニーフ

ァイ人に告げられ、その声は 「地のす

べての人々に」聞こえた。 （ＩＩＩニーフ

ァイ９ ：１）主は彼 らに民の罪悪 と憎

むべき行為 を思い起こさせ、また住民

の邪悪のために滅 びた数 多くの都市の

ことについて語られた。そして次のよ

うに言われた。
「さてこれらの亡びたる者よ りも義

しきが故に命を助け られたるすべての

者 どもよ。われが汝らを医すを得 るた

めに、汝らは今われに立 ち帰 りて罪を

悔いまた心を改め．ざるか。

まことにわれ汝らに告げん。 もしわ

れに来らば永遠の生命を得ん。見よ、

われは憐み深 き手を汝らに向いて伸べ

たれば、すべてわれに来る者はわれこ

れを迎 えうる故に幸福な り。」 （ＩＩＩニー

ファイ９：１３，１４）

主のみ名によって語る予言者たちを

通 して、主は今 日の人々 も同じように

招いておられる。この福音は、主がエ

３７３
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ルサ レムで教えられた福音 と同じもの されたのであった。人は神 と富 とに兼

であり、また、古代のアメリカ人に恵 ね仕えることはできない。従ってまず

みと祝福を与えるため教会を設立した 神の王国 と神の義 とを求めるようにと

ときに教えられた福音 とも同じである。 も教 えられた。

主の声を聞いた後、大勢のニーファ 主は彼 らに多くのたとえ話を語 り、

イの民は神殿に集まって、イエス ・キ 救い と昇栄に関するすべての事柄 を教

リス トのことと、彼らが耳にした事柄 えられた。 また、御 自分の選んだ１２人

とについて語 り合っていた。す るとま の弟子に特別な指示を与えられた。「汝

た声が聞こえた。 「わが喜ぶ愛子を見 らはわが弟子にして、ヨセブの家の残

よ。われはこれに由 りてすでにわが名 れる子孫なるこの民の光な り。

の栄光 を示 しぬ。わが愛子に聞け。」 この地は汝らの受けつ ぐ地にして、

（ｍニーファイ１１：７） 御父これを汝らに与えたまえ り。」 （ＩＩＩ

彼らが天を仰 ぐと、天か ら白い衣を ニーファイ１５：１２，１３）

着たひ とりの御方が下ってこられるの 主はニーファイ人に主の言葉 を書き

が見えた。彼 らは自分たちに現われた 留め るよう命 じられた。それは、エル

この御方を天使であると思っていた と サ レムの民が聖霊によってニーファイ

ころ、この御方は次のように言われた。 人や他の部族のことを理解しない とき
「見よ、われはイエス・キ リス トなり。 に、これ らの記録によって彼 らが他の

予言者らがこの世に来ると証をしたる 民族のことを知ることができるように

その者なり。 す るためであった。これらの記録は、

わ’れは世の光に してまた世の生命な イスラエルの家に福音を説 く手段 とな

り。」 （ＩＩＩニーファイ１１：１０，１１） るものだか らである。

集まっていた人々は全員地に倒れた。 主は民が主の言葉を完全には理解 し

すると救い主は、恐れている彼らに祝 ていないことを認め、各 自の家に帰っ

福 を与え、教 えを授けられた。それか て主が言 われたことをよ くよく考える

ら、ニーファイにバプテスマを施す権 ようにと告げられた。 しか し、彼らが

能 を以てこの民にバプステマを施せ。」 涙を流し、もっと長 く共にいたい と望

（ＩＩＩニーファイ１１：２１） んでいることを目にするや、主．は彼ら

主はまた他の者たちを召 して、彼 ら をあわれみ、病人やびっこ、盲、不具

に もこの権能を授けられた。それは、 者を呼び集め、彼らを癒 された。主は

主のみ名によって儀式を施すためには ．また子供たちを連れてこさせ 、その真

権能が必要だったか らである。さらに 中に立つ と、群集に地にひざまず．くよ

主は、バ プテスマの儀式を施す ときに うに命 じられた。

用いる言葉を教え、また水中に沈め る 「こう言って自らもひざまずいて御

方法で執行するように指示を与えられ 父に祈 り，た もうた。その祈 りは書 くこ

た。これは末 日聖徒イエス ・キリス ト とができないが群集の中でこれを聞い

教会で現在用いられているバプテスマ た者たちは次のように証を立てた。

の様式と同じである。主はまた、御 自 『私たちが見たり聞いた りしたイエ

分の説 く教義は御父から与えられたも スの御父に対するお祈 りは、人の 目が

のであ り、決 してそれにっいて論争 し まだ見ず、耳がまだ聞かないほ ど偉大

てはならないと断言したもうだ。そし で驚嘆すべ きものである。

て、１２人の弟子に、出て行 って、地の これを口で言いあらわせる者 もな く、

果てまで主の言葉 を宣べ伝えるように 筆で書きあらわせる者もなく、また人

命 じられた。 間の心で想像できぬほ ど偉大で驚嘆す

主は彼 らに山上の垂訓を与えられた べきものである。 イエスが、私たちの

が、これはマ タイ伝に記されているも ために御父に祈 って居 りたもうのを聞

の とほとんど同じである。 また主は、 いたとき、私たちの心に満ちた喜びは

黄金律 を説き、結婚 と情欲 と不 貞に関 人間の想像が できない ものである』

して教えを授けられた。断食 と祈 りに と。」（ＩＩＩニーファイ１７：１５－１７）

ついても説 き、また私たちが主の祈 り それか らイェスは、「子供たちを一人

と呼んでいる偉大 な祈 りの模範をも示 一人近寄せて祝福 を与え、彼 らのため

惣

に祈 り、 「汝らの子供たちを見 よ」 と

言われた。
「群集がこれを見ようと顔 を上げる

時、天 を仰いで見ると、天が開けて天使

らが火の中に取 り巻かれているような

有様 で天降 り、子供 たちを取 りかこん

だので子供たちもまた火に取 りかこま

れ 、天使 らは子供 たちに祝福 を与え

た。」（ＩＩＩニー ファイ１７：２３，２４）

主は弟子たちに聖餐のパ ンを与え、

次いで群集にそれを与えさせ、こうし

て民の間に聖餐の儀式を制定 された。

主はまた、彼 らが聖霊を受けたい と願

っていることを認め、彼 らに聖霊 を授

けた もうた。さらに主は奇跡を現わ し、

約束を与え、イザヤの記録とすべての

予言者の言葉から主の再臨のしるしに

っいて研究せ よと言われた。 また来る

べき裁 きについて警告 を与え、什分の
二 と死者のための業について も教えら

れた。次いで、主の教会は主のみ名に

よって呼ばれることを告げ、再び民に

悔い改め るよう警告を与えられた。
「さて、一世界の隅々に至 る者たちよ。

汝らは聖霊 を受けて聖め られ、また終

りの 日にわが前に罪なしとせ られんた

めに今悔い改め、われに来てわが名に

よりてバ プテスマを受けよ。これ汝ら

に与 うる命令な り・。」 （ＩＩＩニーファイ２７

：２０）

以上の教 えはすべて、キ リス トが復

活後ニーファイの民 を訪れた ときに、

彼 らに与えられたものである。そして

今 日、私たちも主の教会において全 く

同じ教えを受けている。人々がこれら

の教えを受け入れてそれに従って生活

し、また神 を御父とし、その御子 イェ

ス ・キ リス トを世 の救い主 として受け

入れるように、私は心から祈っている。

スペ ンサー ・Ｗ ・キンボール大管長を

神の予言者 として受け入れ、従い、そ

れによって約束された祝福を享受する

ように祈るものである。 イエス ・キリ

ス トのみ名によって申し上げる。

アーメン。
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「わた しを 主よ
、主よ、 と呼び

な が ら、なぜ わた しの 言 う

ことを行わないのか」

大管長

ス ベ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル

この １週 間私 た ちは復 活祭 を祝 って

きた。復 活祭 おめで とう、と万人に 申

し上 げた い。聖典 は主 の復 活の模様 を

次の ように記 している。
「さて
、安 息 日が終 って 、週 の初め

の 日の 明け方に 、マ グダ ラのマ リヤ と

ほかのマ リヤ とが 、墓 を見に きた。

す ると、大 きな地震が 起 った。 それ

は主 の使 が天 か ら下 って、そ こに きて

石 をわきへころが し、その上にすわ っ

たか らである。

その姿 はいなず まの よ うに輝 き、そ

の衣 は雪の よ うに真 白であ った。

見張 りをして いた人たちは、恐 ろし

さの余 り震 えあが って 、死 人の ように

な った。

この御使 は女 た ちに むか って言 った、

『恐 れ るこ とはない
。 あなたがたが十

字架 におかか りにな ったイエ スを捜 し

てい るこ とは 、わた しに わか っている

が 、

もっここに はお られ ない。 さあ、イ

エ スが納 め られ ていた場 所 をごらんな

さい。 箔

そ して 、急 いで行 って、弟子 たちに

こ う伝 え なさい、 「イエス は死人の 中

か らよみが え られた。 見よ 、あ なたが

た よ り先に ガ リラヤへ行 かれ る。 そこ

でお会 いで きるであろ う １。 あなたが

たに 、これ だけ言 ってお く』。

そこで女 た ちは恐 れなが らも大喜 び

で 、急 いで墓 を立 ち去 り、弟子 たちに

知 らせ るために走 って行 った。」 （マ

タイ１８：１－ ７）

「歴 史の原 点は
、ベ ツレヘ ムの馬小

屋 にあ る。」 （ラル フ ・ソ ックマ ン）

イエス ・キ リス トのみ名 とその意 味す

る ものは世 の歴 史の奥底 に 深 く根 をお

ろ してお り、いか な る時代 に もそ れが

抜 き取 られ るこ とはなか った。 キ リス

トは ４月 ６日に この世 に降誕 され た。

神’の息 子の ひ とりとして 、神 の生 みた

まいし独 り子 としてキ リス トが降誕 さ

れた。 この誕生 にはこの 上 ない大 きな

意味 があ る。

キ リス トが導 きと教 え を施 され た ３

年間。 その 大切 さにおいて この ３年間

に比肩 し得 るものは世 にない。

そして 十字 架にかけ られ る時が来た。

イエスは 自 らの墓 を開 き、全人類の 墓

を開 くために 、死 を味わ う必要 があっ

た。 十字架 にか け られ たあの 闇に閉 ざ

された時 な くしで 墓 よ り出て来た る

とい う春 はなか った。 「ア ダム にあっ

てす べての人 が死 んでい るの と同 じよ

うに、キ リス トにあ ってす べての 人が

生か され るの であ る。」 （１コ リン ト

１５：２２） 今 日私 たちが 喜 び を全身 に

あち わ して いるの はこのため である。

「死 は勝利にの まれ て しま った
。死 よ、

お まえの 勝利は 、 どこにあ るのか 。死

よ 、お まえの とげ は 、 どこ に あ る の

か。」（１コ リン ト１５：５５）

１１人の使徒 た ちは 、キ リズ トにつ い

てオ リブ山の頂 に登 って行 った。 そ こ

に はふた りの天使が いて、次の よ うに

語 った と、聖典 は告 げてい る。
「ガ リラヤの人 たちよ

、 なぜ天 を仰

いで立 ってい るのか。 あなたが た を離

れて天 に上 げ られ たこのイエ スは、天

に上 って行か れ るの をあなたが たが 見

たの と同 じ有 様で 、またおいで になる

であ ろ う。」 （使 徒 １ ：１１）
「さて
、キ リス トは死人 の中か らよ

みが えったの だ と宣べ伝 え られて いる

のに 、あ なたがたの中の ある者 が 、死

人の復 活 な どはない と言 ってい るの は、

どうした ことか。」（１コ リン ト１５：１２）

この大会 を通 じて、私た ちは信仰 を

新 たに し、証 を強め 、主が正式 に任 じ

権限 を与え た もうた僕 か ら主の道 を学

ぼ うとしてい る。 この機 会に私 たちは

交 わ した誓約 と約束 、それに決意 を今
一度心 に刻 み込 も うではな いか

。

私 たち教 会員は 、水 に沈め られ るバ

プテスマ を受 け 、聖 なる神権 を持つ正

しい権能 を与 え られ た人の按 手に よ り

聖 霊 を受 けてい る。 私 たちは神 の前 に

自らを低 くしてバ プテスマ を受 け 、 イ

エ ス ・キ リス トの教 会に迎 え られて い

る。 私 たちはバ プテスマ を受 け るこ と

を望 み 、悔 いる精神 とへ りくだ りた る

心 をもって進み 出で、 そ して教会 員の

前 に証 した。す なわち、 自分の 罪 を心

か ら悔 い改め 、終 りまで主 に仕 え る と
ｒ
い う固い決意 を もってイエ ス ・キ リス

トのみ 名 を受 け る と。 また 、罪 の赦 し

を得 させ るキ リス トのみた まを受 けだ

こ とを、行 な いに ょって表わす と証 し

たの である。

っ い先頃 、幹部の兄弟 た ちと共 に私

は ブラ ジルのサ ンパ ウロお よびアル ゼ

ンチ ンの ブエ ノスア イレスで開かれ た

地 域総 大会 に出席 した。私 たちは そこ

に出席 した人々に、 シオンは南北両ア

メ リカに ある と申し上げ た。 丁度 、大

きな鷲が翼 を広 げてい るよ うに、南北

両 ア メ リカ ともシオ ンなの であ る。

南ア メ リカで教 会は大 き く進 歩 し、

発展 してい る。 人々は幸せ そ うで、若

人 は笑いなが らダンス を踊 っていた。

やが て彼 らが指導老 にな るの である。

遙か な る国々に住 む人々が福 音 を受 け

入れ 、故 国に と どまる ときも、 「イス

ラエルの集 合 」は 、成就 して いるこ と

にな るの であ る。 メキシ コ人に とって

の イスラエ ルの集 合 はメキシ コで行 な

われ 、北欧 に住 む人 々に とっては スカ

３７５

』



② 撫 ω，
ンジナビア、 ドイツ人にとっては ドイ

ツ、ポリネシア人は彼 らが住む海の島

々、ブラジル人はブラジル、アルゼン

チン人はアルゼンチンがそれぞれ集合

の地である。私 たちが 現在３５０万を数

え、なお も成長拡大 し、自立の力を強

め、さらに忠実の度を強めている民を

導 くとき、主が助けたもうことに感謝

を捧げたい。

今 日、１９，０００人近 くの宣教師が福音

を宣べ伝えている。 「畑は早白くして

刈 り入れ を待 っている。」 （教義 と聖

約 ４凱４）宣教師 と会員たちが多くの

入々に福音 を伝 えている。

私たちは、地の四隅、地の果てまで

こや かに し人に活力 を与 える よう、食 よＬ

物 、衣 服、味 、香 りの ため に作 られた。 を １年

謝濃諾老灘 三島麟
にか なって適 量に層 いるこ とを求 め ら

れて いる．（教 義 と聖約５９：１６－２０参 照）

だが 、家 の周囲 を見 回す と、雑 草が

はび こ り、み ぞには くずや廃物 が散 ら

か ってお り、 目をお お うばか りで ある。

破 れ た囲 い、壊 れた納屋 、傾 き、塗料の

はげ た家畜小 屋 、壊れ た門 を見 るにつ

け 、私 たちは悲 しみ を覚 え る。住 居 と

周辺 に今一 度 目を向 けていただ きたい。

奪

一基杢的な 日用品一一一一 ＿ ．一＿ ∠一剛 畠’教 え
．て地

　 へ　
。σ ブ リ “ ・ヤ．≧麩 萱長 に まつ わる １学者で 、 さらに こ う述べ て いる。に
の よ うな話が ある。 あ る地 域の人 々 １タ州 に住 む人々 は、ア メ リカ全体 と比

・［

１

…ｌｉたが
、人々はそれ を しなかっ た。 この １一セ ン ト低 いが １これは タバ コ を吸わ

助 ヤング大骸 はその地聯 れて １なし’ことによるものであると言つ㌣

罐 あ

また聖乖 ‘ ．．” ．こ従って生活

るよう教えている。・これは、長命と

健康 という配当を約束す るものである。

ある大学の調査によると、 「モルモ

ン教会の会員の肺癌 と食道癌の発生率

は極めて低い」 という結果が出ている。

モルモンは喫煙 と飲酒をしないため、

他の人々より健康で知的にもす ぐれて

いると述べている著名な博士 もいる。

彼は、食道癌とアルコール性飲料の間

には密接な因果関係があるとしている
「ユ

宣教師を送っている。そして東西南北、 ；１に家屋を手入れ し清潔にす るよう求め １較 して、心臓発作による死亡率が２５パ

海の島 々、いずれの地 に も くまな くよ

きお とず れを携 え行 くこ とので きる 日

が来 るの を待 ち望 んでいる。今や この教

会は世 界 の教 会で ある。 ステー キ部数

約７００、ワー ド部 お よび 支部 ７，５００、、伝

道 部は １５０を数 える。私 た ちは 、い と

深 き大海 で淵 がおお われる ように 、全

地 を福 音で満 た しつつ ある。

教 会 は繁栄 を見ている。教 会員 は一

般 に教 えに忠 実で あ り、幸福 な生 活を

営ん でいる。 最近の こ と、東部の ある

著名人か ら次の よ うな質 問 を受けた。
「なぜ モルモ ンはこんなに幸せ そ うなの

ですか。」 私 は こ う答えた。 「私 たち

はあ らゆ るもの を持 ってい るかち です。

つ ま り、イエス ・キ リス トの福 音が あ

り、光 、神権 、権 能 、約束 、誓約 、神殿 、

家族 、真理 と、すべ てが あるか らです。」

最近 、私 たちは ワシン トン Ｄ．Ｃ．

で壮 大な神殿 を献堂 した。 さ らに 、南

ア メ リカのサ ンパウ ロに も神殿 を建 て

を発 表 してい る。

薩 、私たちは大会において、踏
私たちのた にこの美 しい世 １’生

＠ し・父祖アダムに地を耕し
人の 王

とするよう命 じ．られたことを再確認 し

た。 この戒め は今 なお生 きてい る。　
（２ 私 たちはす べての 人に提 案 した い。

過 度の 汚染 をお さえ、地 を手入れ し、

きれいにし、豊かな産物 をもたらす美

τいところぞ霧 奮写薦篇 養斬丁
衣 服、家屋 、小屋 、果樹 園、野菜畑 、

葡萄 園な ど、 それ らのために地 よ り生

じる諸 々の草 と善 き もの 、すべ てこれ

ら季節 に応 じて地 よ り生 じる もの は、

皆 人のため 、人の 用い るため に造 られ 、

人の 目’を楽 しませ 、心 をよろこぼせ る

ためのものである。これらは肉体をす ⑩ 遡 藍二塾会景些目を旦一．

３７６

説 教す ることを拒否 し、次の よ っな言 、が で きる。」ＩＥ
を述べた。 「あなたがたは、家屋 私たちは、この国の多くの地域で報

ズ るよう求めたにもかか．わらず、 じられてい 道 心心の＿ こ戦懐 を覚

，を貸さなかった。扉のちょうつがいは えている。 【と詐欺により損失はこ

壊 れたままで、小屋の塗装ははげてお １ の国だけで数十億 ドルにのぼっている。
３α、壊れた」軌 エ蟹 江て⊥斗 「あなたは盗んではならない。」 （出

ない。」ノ ェジプ ト２０：１５） 主はこれをアダム

ある雑誌に次のような記事があった。 の子孫に告げ、石板に刻み込まれた。
「裏庭には、現在人々が必要 として 両親は、人格を損 うこの恐 しい行為に

いるものをおさえる・ものがある。イン 陥らないよう子供 を教育すべ きである。

フレをおさえ、世界の食糧危機を緩和 正直は、人々との交際の上でも、自己

するひ とつの手段がそこにある。 を修める上でも．力ある徳 である。嘘言

それは 『土地』である。それ も、さ をは く者は、私 たちの社会か ら遠ざけ

ほど広 くな くともかまわない。 られる。不正直はその様がいかようで

使わなくなった遊び場、家屋の裏手 あれ、 「あなたは盗んではならない」

の陽の当たるー場所、敷地の：境にある３ に背 く最：たるものである。

メー トル位の細長い土地、雑草が伸び 私たちは ３５０万会員に訴えたい。正

放題になっている敷地やキ・ヤッチボー 直、高潔を守 り、入手したものに対 し

ルに使 っ．ている場所で十分である。 て代価 を払い、支払っただけのもの を

食費を削減す るには、この土地に野 受け取るようにしなさい。私たちは子

菜を裁培すればよいのである。 供に正 直と徳 を教えるべきである。

手入れを怠らないならば、 ５×７メ かけ事はその種類を問わず禁 じられ
一‘トルの土地 を使って、６ヵ月間で３００ ている。努力なしに何かを得、無償で

ドル （約 ９万円）に相当する新鮮な作 何かを得、正当な代価なしに何かを得

物が とれるという計算になる。 るということから、人は勝ち負けに関

現在多くの人々が庭に菜園を作 り、 係 なく退廃 し傷つ く。

果樹を植え、食品保存 用 の容 器 を購 最近 目にしたある雑誌に、アメ リカ

入 しているという報告 を受け、私たち における主な犯罪 と年間の損害額を一

は喜んでいる。このソル トレー ク・シ 覧 表にしたものがあった。賭博による

テ ィーの職員をはじめ とする多くの人 損失がその第 １であった。

々 も．、わずかな土地を利用して作物を 賭博による損失額は、幻覚剤による

植えている。第 二次世界大戦 中の家庭 ものの ５倍、ハイジャックによる損害

菜園が思い起こされる。勧告 に耳を傾 の２０倍以上、横領、詐欺、文書偽造の

け、それを実行 しているこれらの家族 ４倍、窃盗、強盗、万引の１０倍以上、

に、賛辞を呈 したい。 破壊、放 火の２５倍以上、国家 、州、地

方警察 を維持する費用に更生施設およ



、

び 、犯 罪 を扱 う法廷 の運 営費用 を加 え であ る。斗 タ州の ２倍近 い死亡率の州

た もの の ２倍以上 に ものぼって いる。 が い くつか ある。

さて 、賭博 の代価 は一体何 で あろ う また この調査 は 、飲酒 と喫煙 に関連

か。 して死因 となった１０の病 気 の うち 、心

年 問 ３００億 ドル （約 ９兆 円）が消 え 臓病 、癌 、肝臓病 の ３つは 、合 衆国全

てゆ くので ある。 体 と比較 してユ タ州の発生率が低 い こ

さらに 、合衆 国の ある州 では歳入の とを明 らかに して い る。 この よ うに、

増加 をはか り、宝 くじを行 なってい る。 教会 員の死亡率 は、知 恵の 言葉 と関係

クラブ、宗教団体 まで もが 、賭博 ゲー が あるの であ る。

ム を主催 して いる。 さらに、 この律 法 を顧み ない人々に

この金額 を正 しい 目的に使 うとした 尋ね たい。 なぜ 守 らないのか。主 の言

ら どんな ことがで きるか を考 えてみて 葉が あるの にど う して顧 みないの か。

いただ きたい。 年 問 ３００億 ドル を飢え 「わ た しにむか って 『主 よ、主 よ』

た 人々 のために 回 した ら、 どん なこ と と言 う者が 、みな天国 にはい るので は

がで きるであろ うか。 な く、ただ 、天に います わが父の御 旨

新聞 に 目を転 じる と、女性 と十代 の を行 う者だけが 、は いるの であ る。

若者の喫煙 が増 加 し、女性 の肺癌 発生 その 日には 、多 くの者が 、わた しに

率 が上昇 し始め て いる とい う。私 たち むか って 『主 よ、主 よ、わ た した ちは

は傷 心に耐 えない。 肺癌患者 の約８０パ あなたの名に よって予言 したではあ り
一 セ ン トは喫煙者 で ある

。 だが これは 、 ませ んか。 また、あなたの名 に よって

問題の一端にす ぎな い。 気腫 、気管支 悪霊 を追 い出 し、あなたの名 によって

系の病 気、心臓病 は 、喫煙 と密接 な関 、多 くの 力あ るわ ざを行 ったで はあ りま

係が あ る。 これ らは、治療 に 多額 の費 せ んか 』 と言 うで あろ う。

用 を要 し、苦痛が大 きい。 さ らに若死 その とき、わた しは彼 らには っ きり

にを招 く。 こ う言 お う、 『あ なたが た を全 く知 ら

主 は、１８３３年に 「熱 き飲料 は体 のた ない。 不法 を働 く者 ど もよ、行 って し

めに な らず」 とい う啓示 を与 えられ た。 まえ』。」 （マ タイ ７ ：２１－２３）

私 たちはこの意味 を明 らかにす る事実

を近年得 ている。 これ は茶 とコー ヒー

の ことである 「タバ コは体 のため にな

らず… …人間のために良 きものに あら

ず……葡萄酒 または強 き飲料 は宜 しか

らず。 また汝 らの御父の 眼に も適 わ ざ

るな り。 」 （教義 と聖約８９：５－ ９参

照）

主 は これ らの ものが発見 され た とき、

喫煙 が癌 を招 き、飲酒 が 多 くの事故 と

病 を招 くことを知 ってお られ た。

これは今や 全教会 員へ の戒め である。

ある教 会員が これ ら禁 じられ た ものを

用 いてい ることを私 たちは知 って いる。

だが イエ ス ・キ リス トはこ う宣言 して

お られ る。 「わた しを主 よ、主 よ 、と

呼び なが ら、なぜ わた しの言 うこ とを

行 なわ ないの か。 」 （ルカ ６ ：４６）

彼 らは この主 の言葉 をど う説 明す ると

い っの だろ っか。 私た ちは、教 会員が

主 の言葉 に耳 を傾 け るよ う心 か ら希 望

してい る。

さて、ユ タ大学 のふた りの研 究員に

よ り、 この教会 は伝統的に死亡率 が低

いこ とが 証明 され た。 １９７１年現在 で人

口の約７２パーセ ン トが教 会貝 であるユ

タ州 は、合衆国で死亡率 が最 も低 い州

主の戒め に従 って生活 して いなが ら、

時々あ えて戒め を無視す るこ と、 これ

はゆゆ しいこ とであ る。

天地が創造 された後の古 え をふ り返

ってみ ると、主 はエ ノクにこ う言 って

お られ る。「見よ、これ ら汝 の兄 弟 らを、

彼 らはわが手 に成 れ る工 な り。 われ彼

らを創 りし 日に彼 らの知 識 を与 え、エ

デ ンの園に於て 人に彼の 自由意志 を与

えた り。」 （モー セ ７ ：３２） これ らの

禁 じられ た もの を用 いる ことに関 して 、

私 た ちは友 人や世 の 人々か ら 自由意志

を奪 お うな どという気持 は毛頭 ない。

けれ ど も主 は知 恵の 言葉 を与 えた とき、

全 人類 に向か って言 われ た と、私 たち

は信 じて いる６

歴 史 を振 り返 るに 、金の牛や 木 、石 、

金属 の偶像 を拝 む人々は そこか しこに

見 られ る。 だが 、私 た ちは、過去 の い

ずれ の時代に も増 して 、現代 の人々は

肉欲 とい う神 に頭 を垂 れ、しか もその数

が非常 に多いのではないか と思 う。心 と

肉体 を破滅 に追 いや るこの盲 目的 崇拝

は全世 界には びこる恐 れがあ る。私 た

ちは離婚が激 増 して いるこ とを知 って

い る。私 たちは離婚 を肯定 しな い。む

しろ悲 しみ を覚 えて いる。 離婚 が認め

３７７

」



一

④元《笠畠
られる場合があるにしても、それが正

当とされる例はまれだからである。通

常、離婚の原因は夫婦の一方もしくは

双方の独善にある。それは醜 く、関係

者に大 きな打撃を与える。損失、悲 し

み、孤独、精神的不満 をもたらす。特

に父母を奪われた子供たちに至っては
一層深刻である。離婚 を正 当化する理

由はい くらで もある。私たちの調査に

よれば、離婚のほ とんどは、不貞と、

肉欲の神への崇拝がその理 由になって

いお。 一

このソル トレー ク ・シテ ィーからさ

ほど離れていないある小さな都市で、

３４１組．が結婚し、同時に ２７２組が離婚 し

たという。全 く理解に苦 しむ。

夫婦が己れを捨て、互いに献身する

ならば、主が言われた理想的な結婚に

戻ることがで きるであろう。主は言わ

れた。 「この故に、男はその父母 を離

れてその妻 と結び合い二人一体 となる

べ し。．」 （モーセ ３：２４）

夫がその妻 と交わ した誓約に忠実で

あって、妻に誠意を示 し、利己心 を捨

てるならば、離婚件数は減少の一途を

たどることであろ う。パウロは次のよ

うに命 じている。 「夫たる者 よ。 キリ

ス トが教会を愛してそのためにご自身

をささげ られたように、妻 を愛しなさ

い。……それ と同 じく、夫 も自分の妻

を、自分のか らだように愛 さねばなら

ない。自分の妻を愛する者は、自分自

身を愛するのである。 自分 自身を憎ん

だ者は、いまだかつて、ひとりもいな

い。」 （エペソ ５：２５，２８，２９）

そして、妻が偏狭な態度 と利己心を ．

捨て、主に自らを捧げる ように公正を

夫に自らを捧げ、教会がキリス トに従

うようにその夫に従 うならば、離婚率

は低下 し、さらには家族が成長 し、子

供り笑い声が聞かれるよ．うになるであ
ろう。神 は男 と女 を創造して、それぞ

れに特有の才能、力、責任 を与え、そ

れぞれ個有の責任 を果たす能力を与え ・

られた。

男が家族の もとへ帰 り、女は子供た

ちのたあに身を献げるとき、本来の夫

婦のあり方に戻るのである。女性にと

って人生最大の仕事は母親たることで

ある。女性は神 と共に働 く者であって、

女性 を除いてそのような影響力を発揮

できる立場にいる者はいない。女性は

国家の命運をその手に握っている。な

ぜならば、国民一人一人の人格 を形成

する責任 と機会は女性に与えられてい

．るからである。

カリフォルニアのあるステーキ部で、

ひとりの母親が次のよう’に話すのを聞

いたことがある。 「私ほ女性であるこ

とを感謝しています。また妻であ り、

母親であり、末日聖徒であることを感

謝しています。」そのとき私は力強い説

教 をみた。母親たることは最大の天職

である。

出版物や教会の説教を通 じて堕胎に

対する警告がたびたび発せ られている。

このイエス ・キ リス トの教会は堕胎に

反対している。そして、都合上であれ、

罪を隠すためであれ、行なうことも関

与することもないよう全会員に勧告が

与えられている。

堕胎は、現代の最 も忌 まわしく罪深
い行為のひとつである。寛大 さが准的

不道徳へ と発展 している様 を私たちは

目にしている。生命の基に対 して不当

に干渉を加 えることは、道徳的、精神

的、心理的、肉体的に重大な影響を及

ぼす と私たちは考えている。妊娠か ら

出産へのいずれの過程であっても、そ

れを妨げることは、神の戒めの うち最

も神聖なもののひとつである、 「ふえ

よ、地に満 ちよ」 一（創世 １：１８）を破

ることになる。

堕胎の罪に関与 した教会員は、状況

に応 じて、教会の評議員会に より懲戒

処分を受けなく．てはならない。主はこ

の時代に十戒を繰 り返して述べておら

れる。「汝盗むなかれ。 また、姦淫１を犯 ．

すなかれ。また、人を殺すなかれ。 ま

た何事にて もこれに類することを．為す

こどなかれ。」 （教義 と聖約５９：６）

この主の言葉に、十戒 と同じものを見

ることがで きる。

私たちは国中にひろまっているポル

ノグラフィー を容認することはできな

い。 これを制限する怯の制度が試み ら

れているが、最善の策はポルノグラフ
・イーに対 して家族が防御壁 を設けるこ

ζであるる、皆様に尋ね．たい・ １「あなた
方は善．良な民であるのに、こめ悪習を

家庭に持ち込んで、家族や隣人を重 落

させたいのか。」

モーセば ζ；＝煙に 包まれ揺れ動忌シナ

イ山か らお りて．きだどきくき迷 う１イス
げ

ラエルの子らに１行動規範 となる十戒

を携えてきた。’しか し、これらの戒め

は何 ら目新 しいものではなかった。ア

ダム とその子孫は時の初めよ婆これ ら

つ

の戒め を与 え られ 、これ らに従 って生

活す る よう命 じられ ていた。 従 って、

主 は単 にモーセに対 して繰 り返 し言わ

れ たにす ぎないので ある。 そ て 、

、 が 上 で生 ’ 口め る以 前に 、

天上の会議 にお いて現世 で人 を試 みる

ものの一部 として定め られたので ある。

十戒 の 一 で 、人 は主 を礼拝す

るよう求め られて いる。 そ して第 四番

目で 、特 に安 息 日を礼拝 の 日としてい

る。 「あなたはわた しの ほかに 、なに

もの を も神 としては な らない。 ……安

息 日を覚 えて、 これ を聖 とせ よ。 六 日

のあい だ働 いてあな たのすべ てのわ ざ

をせ よ。七 日目はあ なたの神 、主の安

息であ るか ら、なんのわ ざをもしては

な らな い。」（出エ ジプ ト２０，８－１０）

安 息 日を守 らない こ とは、天地 創造

の前 に私た ち一 人一 人に対 して設け ら

れ た試験 を通過 していな い とい うこと

である。 主は試 してお られ る。 「彼 ら

を試 し、何に て もあれ、．主 なる彼 らの

神の命 じた まわ んすべ ての こ とを彼 ら

が為すや 否や を見 ん。」 （ア ブラハ ム

３ 三２５）

私 たちは買い物 を週 日に行 な うよう

強 く勧め 、再 び この 言葉 を投げか けた

い。 「わた しを主 よ、主 よ、、と呼 びな

が ら、なぜ わた しの言 うことを行 わな

いのか。」 （ル カ ６ ：４６）

「安息 日を覚 えて
、これ を聖 とせ よ」

と言 われ た主 の言葉 を、私 た ちは文字
’ こ し 信 じている

。

主 は正 しい社会生 覧 定め

られ たｂ だが世 の多 くの 人々は、特に

結婚 、性生 活、家庭 生 活につ いてそれ

を変 えよ うと努 めて いる。私 たちは そ

の意 識的 に変 え よう とす る努 力に戦懐

を覚 えて いる。 彼 らに この警告 を発 し

たい。 「賢い人の知 恵は滅 び、 さとい

人の知 識 は 塁 」 “ヤ ２９．

１４）

姉妹の皆 さん、あ なた方 がすべ

ての義 務 を果 た し、戒 めに従 お うと努

め る ときに 、神 の祝福 が あるよ うに。

主 に似 た もの となるために努 力を払 っ

てい るあなた方 に祝福 を与 える。願 わ

くは、神 が 、家庭 、家族 、個 々の生 活

にあってあな たに豊 かな恵み を与 えた

もうように。 イエ ス ・キ リス トのみ 名

に よ り、祈 り奉 る。

アー メン。

３７８
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復活祭に寄せて

第二副管長

マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニ ー ．

全世界の兄弟姉妹、これから少々の

時間私が話す問に主の助けが得 られ る

ように願い求めていただきたい。なぜ

なら、私がこれから話そうとすること

は、地上に住むすべての人間に とって

重要なものだからである。

復活を記念するこの時節に、今年 も

復活について多くのことが語られた。

復活がどのような意味を持つのかにつ
いて完全に理解することはできないに

しても、復 活が実際にあるのだ、とい

うことについては、心に深 く刻み込ん

でお く必要がある。

パウロはコリン ト人へ宛てて書いた

手紙の中で、復活がイエス ・キリス ト

の福音の中枢をなす ものであることを

暗に示している。

もしわたしたちが、この’世の生活

でキ リス トにあって単なる望みをい

だいているだけだとすれば、わたし

たちは、すべての人の中で最 もあわ

れむべ き存在 となる。

しか し事実、キリス トは眠ってい

る者の初穂 避して、死人の中か らよ

みがえったのである。

それ は、死 が ひ とりの人 によって

きたの だか ら、死人 の復 活 もまた、

ひ とりの人に よってこなけれ ばな ら

な い。

ア ダムにあ ってすべ ての人が死 ん

で いるの と同 じよ うに、 キ リス トに

あってすべ ての人が 生か され るので

あ る。 （１コ リン ト１５：１９－２２）

パウロの手に成るこの偉大な解説 を

吟味する手始め として、 「死がひとり

の入によってきたのだから」 という句

を取 り上げてみよう。 「人」 とは一体

何であろうか。 この疑問は時代を越え

て人々の 口にのぼってきたものである。

ヨブは苦 しみの中でこう叫ぶ。

人 は何者 なの で、あな たはこれ を｝

大 きな もの とし、これにみ心 を とめ 、

朝 ご とに 、これ を尋 ね 、絶 え間な

く、これ を試み られ るのか。 （ヨブ

７ ：１７，１８）

またこ うも書かれ てい る。 「人はい

か なる者か 、 どうして これ は清 くあ り

えよ う。女か ら生れ た者は 、 どうして

正 し くあ りえ よう。」 （ヨブ１５：１４）

これに対 して 、詩 篇の作 者 はこ う呼

応す る。 「人は何 者 なので 、これ をみ

心に とめ られ るの です か、人 の子 は何

者 なので、 これ を顧み られ るのですか。

ただ少 し く人 を神 よ りも低 く造 って、

栄 え と誉 とをこ うむ らせ （詩 篇 ８ ：

４， ５）

この疑 問に対 して聖典 は 、明確 で力

強 い解答 を与 えて くれ る５ 人 間は、死

すべ き骨肉の体 を有す る、神 の子供 な

ので ある。 これ は人 間の創 造 の ときに

明らか にされた。創世 記は 、地球 と地

球 に置か れ るすべ て の もの に、霊 にお

け る創造が あった こ とを告 げてい る。

それに は人 間 も含 まれて お り、神 は 憎

分 のか たちに人 を創造 された。 すな わ

ち、神 のか たちに創造 し、男 と女 とに

創 造 され た」 のであ る。 （創世 １ ：２７）

地に はまだ野の木 もな く、 また野

の草 もはえていなか った。 主な る神

が地 に雨 を降 らせず 、 また土 を耕す

人 もなか ったか らであ る。

しか し地 か ら泉が わ きあが って土

の全面 を潤 して いた。

主 なる神 は土の ち りで人 を造 り、

命 の息 をその鼻に吹 きいれ られ た。

そ こで人 は生 きた者 とな った。

主 なる神 は東の方 、エデ ンに一つ

の園 を設けて 、その造 った人 をそこ

に置か れた。 （創世 ２ ：５－ ８）

これ は現代 の聖典の言葉 と一致す る。

「而 して
、人 間は霊 と体 とよ り成 る。」

（教 義 と聖約 ８８：１５）

さて、 「死がひ とりの人によってき

たのだから」 とあるが、死 とは何 だろ

うか。死 とは、肉体 と霊 とが離れるこ

とである。

アダムとイブは、生ける霊の結合体

として創造されたとき、永遠に生 きる

能力を与えられていた。彼 らは罪がな

く純粋で、また徳 も高 く、神 と交わる

にふさわしい生活をしていた。実際彼

らは、天父なる神 との交わ りの中で満

ち足りた生活を送っていたのである。

事実天父はエデンの園にいる彼らの も

とを訪れ、言葉を交わし、数々の教え

を授けたもうた。この教 えは彼 らにと

って必要なものであった。霊か ら霊の

結合体への変化の過程において、彼 ら

の記憶か ら過去の出来事がすべて消し

去られてしまっていたからである儀、

主 な る神 は その 人に命 じて言 われ

た 、 「あなた は園の どの木か らで も

心 の ままに取 って食べ て よろ しい。

しか し善 悪 を知 る木か らは取 って

食べ てはな らない。 それ を取 って食

べ る と、 きっ と死 ぬであ ろ う」。（創

世 ２ ：１６，１７）

詳細にわたって説明す る時間は到底

ないが、重大な事実は、アダム とイブ

が教えに反して禁断の木の実を食べた

ということである。 こうして彼 らは自

３７９
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分の体 内に食 物 を入れ 、食物 は彼 らの

体 に ある変 化 をもたら した。 それは 、

しか るべ き時に人の霊 と肉体 は分離す

る、す なわ ち人は死ぬ とい うことで あ

った。

神 の戒 め を破 ったこ とに対 す るこの

罰は 、アダムのすべて の子 孫に受け継

がれ た。 こうして 「死が ひ と りの人に

よ って きた」のであ る。 （１コ リン ト

１５：２１）

あ らゆ る人にお とずれ る死 がや って

来 ると、肉体 は地 に帰 り、霊 は霊 界へ

と戻 る。

死 に よって肉体 か ら離れ た霊 は、不

安定 な状態 に置かれ る。 この こ とにつ

いてヤ コブは 次の ように記 している。

おお大いなる神の智恵よ。その深

い憐 み と御 恵 よ。 ごらん、もし肉

体がもうよみがえらないならば、私

たちの霊は必ずあの天使 、すなわち

永遠の神の御前か ら堕ちて悪魔 とな

った天使に服従 してもうよみがえる

ことは決してない。

そして私 たちの霊は必ずあの天使

のようにな り、私たちは悪魔すなわ

ち悪魔に属する使たちとなって私た

ちの神の御前から締め出され、あの

偽 りを生む親と共に、彼 自身のよう

に不幸の中に留らなければならない。

従 って死か らの貝費い、す なわ ち復 活

は、人間 の将 来の幸福 に とって どう し

て も必要 な もの とな るの である。

人は霊な り。元素は永遠なるもの

にして、分つ能わざる様 に結合 した

る霊 と元素 とは完 き喜びを受 く。

この両つのもの、相離るる時人は

完 き喜びを受 くることを得ず。 （教

義 と聖約９３：３３，３４）

さて全知全能の神は、この状態 を予

見 しておられた。アダムが善悪 を知 る

木の実 を食べることにより、死が全人

類に及ぶことを御存知だっ．たのである。

また神は、人間が自らの責任ではない

に もかかわらず永遠に死の苦しみを味

わ うことに対 して、不公平であるとも

考えておられた。そこで神は、キリズ

トの死 と復活を通 して具費いの業を行 な

われたのである。

主はこの点について、現代の啓示の

中でこう語っておられる。

３８０

さて われ誠 に汝 らに告 ぐ。 そ もそ

も汝 らの ために為 され た る罪の 賄い

に よ りて 、死せ る者 よ りの復 活は来

るな り。 一

而 して 、人間は霊 と体 とよ り成 る。

また死 にた る者 よ り復 活す るこ と

は、霊 と体 とを腰 うこ とな り。

されば 、この霊 と体 との 購いはす

べ ての もの を生かす者 に よ りて来 り、

地 の貧 しき者 と柔 和な る者 は地 をつ

ぐべ しとその生か す者の 胸の 中に定

め られた り。 （教 義 と聖約 ８８：１４－

１７） 生かす者 とは イエ ス ・キ リス

トであ る。

さて、イエス ・キ リストとはだれで

あろうか、だれひとりとして、また人

間が総力を結集 してもな し得ない復活

をどのようにしてなされたのであろう

か。聖典はこれ らの質問に答えて くれ

る。それによると、霊界においてイエ

スは、私たちと同じように永遠の父な

る神の子供であろた。この点でイエス

は他の人間と変わるところがない。 し

か しなが ら異なるのは、私たちがアダ

ムの子孫 として死を味わうように定め

られているのに比べ、キ リス トの肉体

は死に従属することのない、不滅の体

を持ちたもう天父なる神か ら生まれた

とい うことである。従ってキ・リス トは、

天父から無限に生きる能力を受け継い

でおられ、生死 を支配す る力を持ちた

もう。このことは・セリサ イ人への主御

自身の宣言の中に見ることができる。

わた しは よい羊飼で ある。 よい羊

飼 は、羊の ため に命 を捨 七 る。

わた しはよい羊 飼で あって… …羊

のために命 を捨 て るの であ る。

父は 、わた しが 自分の命 を捨 て る

か ら、 わたし を愛 して下 さるので あ

る。 命 を捨 てるのは、 それ を再 び得

るため であ る。

だれかが 、わた しか らそκ を取 り

去 るのでは ない。 わた しが 、 自分 か

らそれ を捨 て るの であ る。 わた しに

は 、それ を捨て る力があ り、 またそ

れ を受 け る力 もある。 （ヨハ ネ１０：

１１，１４，１５，１７，１８，）

人類が死に支配され、死からよみが

えることができないので、イエスが地』
上に来たまい、アダムの堕落を願うた

めに自ら進んでその命を捧げられた。

、

復 活の力は こ うして もた らされ たので

あ る。

主 が死 に打 ち勝たれた こ との 第一 の

証拠 は、 もちろん主御 自身 の復 活で あ

る。 これが現実の 出来事 で あった こと

を示す証拠 は数 多い。 マ リヤ は復 活 し

た主 の声 を聞 き、その姿 を見 た。 （ヨ

ハ ネ２０：１１－１７参 照） また イエ スが よ

み がえった ことを告 げに行 くため に道

を急 いでいた女 たちに も主は姿 を見せ、

話 しか け られた。 そこで 「彼 らは近寄

りイエ スのみ足 をいだいて拝 した。」

（マ タイ２８：９，１０参 照） また主 は、

エマ オへ向 かって歩 いていたふ た りの
．弟子 と歩み を共に され

、言葉 を交 わ し

てお られ る。（ル カ２４：１３－１６，２８：３２

参 照） 使徒 には、少 な くとも ２度 は

姿 を見せ た もうた。 最初 は トマ スが不

在の とき、そ してその １週 間後、今度

は トマスが いた ときで ある。 主は使 徒

た ちに話 しか け、手 足の 釘あ とをお見

せ にな った。使徒 た ちは 、イエスの求

めに よ り 「焼 いた魚 の一 きれ をさしあ

げ」た。 す る と 「イエ スはそれ を取 っ

て、みんなの前 で食べ られ た。」 （ル

カ２４：３６－４３ヨハ ネ２０：２６－２９参 照）

さ らに イエ スはテベ リヤの 海べ で ７

入 の弟子 と食事 を共 に され た。 （ヨハ

ネ２１：１－２２）ある ときは一度 に ５００

名以上 もの人が イエ ス を目撃 してい る。

（１コ リン ト１５：６） また主 は 「ケ

パ に現 れ」、 「その のち 、ヤ コブに現

れ 」、パウ ロに も現 われた。 （１コ リ

ン ト１５：５，７，８）さ らに ガ リラヤの

山では 「１１人の弟子 たち」に対 して、

すべて の国民 に教 え を宣べ伝 えるよ う

に命 じてお られ る。 （マ タイ２８：１６－

２０）

最後 に 「イエ スは彼 らをベ タニヤの

近 くまで連 れて行 き、手 をあげて彼 ら

を祝福 され た。祝福 してお られ るうち

に 、彼 らを離れ て、〔天 にあげ られ た 〕。

（ル カ２４：５０・，５１）

主は復 活の後 にエルサ レムで導 き と

教 え を施 され たが、それ を終 え るとア

メ リカ大陸のニ ーフ ァイ人の もとを訪

れ、恵み を施 してお られ る。

イエスの復 活の記 録は驚異 と霊感 に

満 ちてい る。 と同時 に重要 なのは、イ

エスに よ りもた らされた復 活の力が全

人類 に及ぶ とい う確信 を得 られ たこ と

である。 これは主の約 束であ る。

マ タイは こう記録 してい る。 「また

墓が開 け、眠って いる多 くの聖徒 たち
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の死体が生 き返 った。」（マ タイ２７：５２，

５３）

イエ ス御 自身 も、死すべ き肉体 を持

って伝 道 してお られ た とき、こ う語 ら

れた。 「墓 の中 にいる者 た ちがみ な神

の子の 声を聞 き、善 をお こなっ た人 々

は 、義 人の復 活の ときに よみが え り、

悪 をお こなった人々 は、不義 な る者 の

復 活の ときに よみが えって、それ ぞれ

出て くる時 が来 るで あろ う。」 （霊 感訳

ヨハ ネ ５ ：２８，２９）

主は復 活後 にア メ リカ大 陸で伝道 し

てお られた とき、この重大 な真理 であ

る全人類の救 いにつ いて強調 す るため 、

他 の人 々の復 活に関す るサ ムエルの予

言 とその成就 を記 録の 中に入れ るよ う

に指 示 され た。 当然記録 されてい るは

ずの もの をニー ファ イ人 の弟 子た ちが

忘 れて いたの であ る。 それ は主の十字

架上 の死の ひ とつ の しる しとしてニー

ファ イ人に与 え られ た もの で、 「多 く

の聖徒 はよみ がえって 多 くの人々に現

われ る」，とい うもので ある。 （ヒラマ

ン１４：２５）

ニ ー ファイ人の弟子は こ う語 って い

る。 「主 よ、サ ムエルは今主 が仰せ に

な りたる通 り予 言 して 、その予 言はす

でにみな事実 になれ り。」 （ＩＩＩニー ファ

イ２３：１０）

黙示 者 ヨハ ネは、福 千年の 開始 と時

を同 じ くして起 こる復 活の示現 を、次

の言葉で結ん でい る。 これ は もはや 遠

い将 来の こ とではない。

……彼 らは生 きか えって 、キ リス

トと共に千年 の問、支配 した。

それ以外の死 人は 、千年 の期 間が

終 るまで生 きかえ らなか った。 （黙

示 ２０：４， ５）

また、次の よ うにっ け加 えている。

また、死ん でいた者が 、大 いな る

者 も小 さき者 も共に 、御座の前 に立

って いるのが 見えた……

海 はその 中にい る死 人を出 し、死

も黄泉 もその 中に いる死 人 を出 し、

そ して 、おのおのその しわ ざに応 じ

て、 さば きを受 けた。 （黙示２０：１２，０

１３）

ア ミュ レ クはゼー ズロムに こう語 っ

てい る。 さ

世 には肉体の死 と名づける死があ

るが、キリス トの死によって肉体の

死の縄 目が解かれあらゆる人がこの

肉体の死から復活することができる。

ここに於て霊 と体 とは再び合 して

完全な形 となり、手足も骨の関節 も

私たちが今持っている本来の形に返

り……

この復活はあらゆる人が全部受け

るのであって、老若男女の区別なく

悪人 と善人とを問わず、奴隷 と自由

人 とのへだてな く……完全な形にか

えるのである。（アルマ１１：４２－４４）

この よ うに して 、パ ウロの次の宣言

は成就す るのであ る。

それは、死がひ とりの人によって

きたのだから、』死人の復活もまた、

ひ とりの人によってこなければなら

ない。

アダムにあってすべての人が死ん

でいるのと同じように、キ リス トに

あってすべての人が生かされるので

ある。

ただ、各 自はそれぞれの順序に従

わねばならない。最初 はキ リス ト、

次に、主の来臨に際してキ・リス トに

属する・者たち、 （１コリン ト１５：２１
－２３）

このようにして入間は不死不滅の体

を受けることができるようにな り、主

は、 「人に不死不滅 と永遠の生命 をも

たらす」 という 「主の業」のうち、最

初の部分を終えられたのであった。

（モーセ １：３９）

復活について、私たちはいかに多く

の ものを贈い主に負っていることだろ

う。 しか しこれが最終目標ではない。

不死不滅の体 を得ることは、永遠の生

命 を得るために欠かすことのできない

ひとつの資格条件なのである。不死不 ，

滅 とは死を味わわない という意味で、

言わば時の長さを表わすのに対 し、永

遠の生命は、受ける生命の質を問題に

した言葉であり、神御 自身が享受 して

お られる生活のことを表わ している。

来たるべ き世には、栄光の階級の異

なる３つの王国がある。星一 最 も低

い光栄 、月 中間、日 神御 自身

が享受 しておられる光栄の ３つである。

これらの王国は、それぞれひとつの律

法によって支配される。

人 は霊 界にお いて裁 きを受 け 、その

働 きに応 じて報 いを受 け る。復 活の と

きにその体 は 、王 国の栄光 と彼 らが こ

の死すべ き世 にお いて従 って きた律 法

とによって よみが えるので ある。 （教

義 と聖約 ８８：１７－３２参 照）

イエ ス ・キ リス トの福 音は 、ア ダム

か ら時の絶頂 に至 る一までの予言者 に啓

示 され、彼 らを通 して教 え られ て きた。

またイエ スが この地上 で伝 道 してお ら

れ た ときに教 え、実践 され たの もこの

福 音 であった。 さ らに、 この時満 ちた

る神権 時代 に 回復 されたのは 、ま さし

くイエス ・キ・リス トの福音 で ある。この

福 音 は今 、末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教 会が 、正 しい権能の 下に全世 界にわ

た って教 え、福 音の諸儀 式 を執行 して

いる。 これは まさ しく、死 すべ き肉体

を有す る人間に適 用 される 、 日の光栄

の律法 なので ある。

日の光栄 の体 を得 て復 活す るため に

は 、この律法 に従 うこ とが前提 となる。

これ を得 た者 の栄光 はいか に大 き く、

また得 られなか った者 の悲 しみ もいか

に大 きいこ とか。 予言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス は、ある葬儀 の席上 、次の よ うに

語 った。 「復 活の ときに希望や 期待 が

くじかれ る とした ら、それ は筆舌 に尽

くし難 いほ ど恐 ろ しいこ とであ る。」

（Ｈｉｓ⑳ｒｙ ｏｆｔｈｅＣｈｕｒｃｈ「教 会歴 史」

６ ：５１）

この律法 については 、この大 会 にお

いて再三 にわたって取 り上 げ られ 、論

じちれて きた。 これか らは さらに その

機 会が 多 くな るこ とであろ う。 よ く耳

を傾 け 、従 うように していただ きたい。

この話 を結 ぶに あた り、私 は 、今 ま

で話 して き牟 ことが真実 であ ると証 し

たい。 イエ スが生 きて おられ、神の御

子 であ り、神 の生みた まい し独 り子 と

して この地上 に来 られ たこ と、 そ 」て

死に打ち勝ち、墓からよみがえり、全

人類のために復活の力を得 られたこと

を、私 は聖 きみたまを通 して知 った。

ゲ ッセマネの園や十字架上での主の

苦難は、私たちに悔改めてキ リス トの

福音に心か ら従 うことにより、不死不

滅 はお ろか 永遠の生命をも得 る手段

を与えて くれた。 これこそ神の賜の中

で最 も偉大なものである。このことを

イエス ・キリス トの聖 なるみ名により

厳粛に証申し上げる。

アーメン。

３８１
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福岡支部

吉村信之

私たちは結婚の前に

お互いに主のみこころを求めて

主よみむねのまま言わん、みむねにそいまさん……

このままでよいのだろうか、自分には人生に必要 な多くのものが欠けている。

どうしたら充実 した毎 日を送れるのだろうか、正 しい意味のある生き方をした

い、清 くな りたい。そしてそのためには、何か頼 ることので きる真実で力強い

ものが欲 しい……。このような思いが、私の心の大部分を支配 していた今から

４年前の １月のある日、私は １枚のパ ンフレッ トと手紙をたよりに、この真の

教会の門をくぐったのです。

当時大学生であった私はす ぐにバプテスマを受け、教会のすべてのものに自

分が調和 してゆ くめを嬉 しく感 じ、いろいろな集会に欠かさず参加 し、責任 を
一生懸命に果たしました。そんなある日、まだ会員になって一年 も経っていな

い頃、ひとりの素晴らしい姉妹 と親 しくーなる機会を得、そしてこのことが、そ

れからの私の信仰生活に大 きな影響を与え続けてきたのです。彼女 と最初に逢

った時、この人 とはいつまでも信仰の友であ り、兄妹でいたいと望んだのを今

でも同じ気持で思い出すことができます。それからふた りはいつ も助け合い、

励 まし合い、高め合って、良い末 日聖徒 であるよう努力してきました。ふた り

はいつの間にか結婚の約束をし、主のみこころを求めて将来のために準備す る

ようになっていました。

数年が経 ち、ふたりが 目標 としていた 日まであ と数 ヵ月 と迫 り、多 くの障

害を経、い くつかの間題 を残 しなが らもそれは実現するかのように思われました。

しか し、このときの私の意志に反 してこの計画 を阻むひ とつの ささや きがあ

りました。 「伝道に出るべきなのでは ？」 この気持はこの時 というよりはむ

しろ最初からあったものですが、実行に踏み切るにはあまりに大 きすぎる障害

や反対、そして逆に結婚に対する期待は常にこの考えを打ち消すのに十分でした。

しか し、主のみこころのままにと考え、結婚 を準備すればするほ どこのささや

きは私の心 を捉 え、私にはどうして よいかわか らな くなってしまいました。

私はこのことについて心から祈 り、主の導 きを求めました。その結果伝道部

長のア ドバイスも受け、っいに伝道に出ることを決心 したとき、私の心は霧の

晴れた空のようにすがすがしく、また内には暖かいものを感 じ、まるでその答

えは前か ら知 っていたように思えたほどでした。 また不思議なくらい今まで感

じていた多 くの障害に対する不安は消えて行 ったのです。 このことを姉妹に話

すと、驚いてはいましたが、主のみこころを求めていた彼女は迷 うことな く同

意し、ふたりとも伝道に出る決心をしました。

それか ら一つ一つのことが、 「……何事 も結局は好都合となるべ し」 という

主の言葉通 りにな り、地方部宣教師 として召され働いている今、大 きな祝福 と

喜びを盛 じ、みこころによって専任宣教師に召されるよう．、毎 日を準備 してい

ます。この教会が真の教会でな く、主が生 きてお られず、また聖霊の導 きがな

い としたら‘、どうして私にこのようなことができるでしょうか。これは私の証で

す。この喜びのお とずれを多くの人に知っていただきたいのです。

主よみむねにそいまさん。 イエス・キリス トの御名により証します。アーメン。

祠
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福音を述べ伝える使命と喜びに

私が最初にこの末 日聖徒 イエス ・キ リス』ト教会 を知ったのは、 ５年前に東京

でモルモン経 を買ったときでした。そのとき売って下 さった姉妹が 「この本を

読めば素晴らしいというこ とがわか ります」 と言われた言葉を今でも覚えてい

ます。主の導きによりこの教会 を知 ることができたことも心から感謝 していま

す。

この教会を知る前、子供 の頃から他のキ リス ト教会の会員でした。高校に通

い出した頃か ら自分の信仰や教会に対 して疑問を感 じ始め、どこか他の教会に

行 ってみようと思いましたが、人の作った教会しかないのだ と感 じ、どこに行

けば良いのかわか りませんでした。 しか し５年前にモルモン経 を買ってから、

それまでの疑問や不安 はなくなりました。宣教師か ら回復の メッセージを聞い ．

たとき、探 していたのはこれだと思い、天父に心か ら感謝しました。それ ・々ら

４年聞、聖典 を読み、福音の勉強をし、祈 り、集会に出席することによって、

毎年毎年、教会に対 しての確信は強 くなっています。

教会に入って半年たったとき、私は素晴らしい神権者を知ることができまし

た。そして私 たちはお互いに大学 を卒業したら結婚 しようと約束 しました。私

は地方部の役員 として兄弟は地方部、そして伝道部の役員 として、多くのこと

を学び、経験 し、素晴らしい地上の王国を作 りたいと話 し合いました。共に勉

強し、断食して祈 りました。 しかしその ときは結婚するという強い確信 を得る

ことはできなかったように思います。それがなぜだったのかは後でわか りまし

た。

お互いの家族に紹介し、結婚することを進めていたある日のこと、兄弟がこ

う言いました。 「伝道に出よう」 と。それまで結婚することだけを考えて準備

していたにもかかわらず私はす ぐに 「そうしましょう」 と言ったのです。躊躇

なくそう言った自分が不思議で したが、 「伝道に出よう」 という言葉は、とて

も新鮮なことのように感 じ、はっときせ られ ました。伝道に出る決心 をして、断

食して祈ったとき、これまで感 じたことのないような強いみたまを感 じ、伝道

に出ることが正 しいことだとわか りました。そしてそのとき、私が回復の メッ

セージを宣教師か ら聞いた ときに心に感 じていたことを思い出しました。それ

は、この素晴らしいメッセージを他の人々に伝 えたいという事です。私は結婚

する前に伝道に出る決心ができたことを感謝 しています。この永遠の道 を歩む

途中に、１年半の問神様のために働 くことは、短いことだと思います。今、私

と兄弟は地方部宣教師 として、伝道に出るまで準備 しています。今まで味わ う

ことのできなかった喜びを感 じています。それは福音 を述べ伝える喜びです。

教会の代表として証する喜びです。この教会は確かに、イエス ・キ リス ト教会

です。主は私たち一人一人を愛 していらっしゃり、生ける予言者スペ ンサー ・

Ｗ ・キンボール大管長を通 して導いておられることを証 します。 また主が生 き

ていらっしゃること、ジョセブ ・ス ミスが天父と御子イエス ・キ リス トに会い

教会を回復 したことを証 します。私たちは、この素晴らしい事実 を述べ伝える

使命があると怨 います。イエス・キ リス トのみ名によって証致 します。アーメン。

福岡支部

太 田み ど り

１写
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▲服部家族

家族の良 き道 しるべ にな りたい

奈良支部 服部 大

バ プテスマを受けてか ら早や ５ヶ月 目を迎えモルモン家

族 として新 しい歯車が回転 し始めました。以前は結婚する

前からモルモンだった妻が、子供達を連れて教会に出席 し

ていたのですが、今は私が率先して朝からの神権会等すべ

ての集会に全員で出席するように変わ りました。妻はこの

姿を夢見て、神様にいつ も私 を導 いて下 ざるようにと祈 っ

ていたとのことです。本当に神様は不思議 なことをなさる

ものです。今まで無信仰だった私 をこのように変えてしま

ったのですから。

以前、私は神 というものを信 じませ んでした。なぜなら

人間が皆平等のはずなのに、私 自身父を戦争で失い、顔 も

知らず、父 と呼ぶこともなく母ひとりに育てられましたし、

また私 より不幸な目の見えぬ人、手足の不 自由な人、口の

きけぬ人等、神はなぜ人々に差をつけるのか神がいるなら

こんなことはしないだろうという根拠か ら来たものでした。

しか し宣教師のレッスンを受け愛 と助けにより私の不信は
一つ一つ解 き明かされてだんだんモルモンに興味を持つ よ

うにな り信仰 を持つに至 りました。そ して最後に、ある宣

教師のひとつの言葉が私にバプテスマを決意させ ました。

３８４

▲木崎家族

それは、「あなたは家族の長 として子供 たちに良い模範 を

示 して家族の予言者にな りなさい」という言葉でした。私

は子供に対 して何の模範も示 していない し、また毎 日の仕

事 に追われ、土曜日には徹夜マージャン、あげ くのはて日

曜 日には一 日その疲れをいやす 日でしかなくほんとうに毎

日毎 日を無意味に過 ごして きたことに気づ きました。そし

て ８月３０日、バプテスマを受けて、今は神権 をいただき、

祝福を受けています。 しか し思いますに、特にめ ぐまれた

のは子供たちの灌油の儀式にたびたび出席して神の力を知

り、また妻の友人の結婚式に出席 しその帰 りに伝道部長さ

んの家族に接す る機会に恵まれたことでしょう。モルモン

である妻 と結び合わされたことで、その中で自分の信仰 と

いえるものが少 しずつ芽ばえていったのではないか と思う

のです。
「信仰 とは完全に物事 を知 ることではない

。……まだ見

ていない本当のことを待 ち望む」 （アルマ３２：２１）だか ら

主イエス ・キリス トを信 じる信仰 を強 く持ち ３人あ子供 を

育てる今、子供 のためにも良い模範を示し、福音の律法 と

儀式 を守 ることにより今 の幸福を永遠の幸福へ と導いて下

さることを望みたいと思います。そしてモルモンの家族 とし

てこれか ら先子供たちには良き道 しるべ とな りまた永遠の

結婚の儀式 を受けられるよう、末長 く信仰 を持ち続けたい

と思っています。

今、少 しでも証を持つことができますことを心から感謝

しています。
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